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新 装 な つ た 渡 島 支 場 庁 舍

支 笏 湖 事 業 場 養 魚 池



伊茶仁事業場孵化室及養魚池

養魚池 2 4 8 . 4 0 平 方米 、  浮游池1 4 . 4 0 平 方 米



刊 行 の こ と ば

昭和 4  1年度の事業の結果を報告します。

強化拡充計画のもと、施設の整備をす 1,' め る一方、  より効果的な事業の実施
とその為の調査研究の推進をはかつて5年目を迎えました。

まだ計画の達成には困難ない<つかの問題をもっておりますが、年々沿岸回

帰量の増大する傾向を示してきていることは、  これらの努力がいくらかでも実

つて来ているものと喜ぶものであります。

もとより、資源の維持は、ひとり当場における事業だけで果されるものでな

く、広く関係各位の心からなる御支援によるものと深謝するものであります。

本年の結果をみますと沿岸回帰量が3 8 、 3 9年程度となっておりますが、

そ上量の不足から、特に再生産親魚の確保が前年の20%減と低稠であった こ と

が指摘されます。 しかし、前年度には、標裳以東、根室両海区に偏重していた

来游魚が本年では他の海区でも回帰增が見られており、 資源生産管理のうえか

らも好ましいものと考えられます。

強化拡充計画は. なぉ次年度に引きっがれていくものでありますが、  当場で
はこれらの計画で期待される持続的資源拡大と再生産を目標により効果的な事

業を実施するよう今後とも努力を重ねたいと考えております。

昭 和 4 3 年 3 月

水産庁北海道さけ ・ ます.i・化場
場 長 逸 見 文 彦
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S l 態鱒捕獲事業実施体制
昭和4 1年度の fliif補獲採卵事業は、適内6o河川、 7 6 捕 獲場 ( サ ケ 4 o ケ所 、 サ ケ十マ ス

3 2 ケ 所 、 マ ス 3 ケ所 、姫マ ス 1 ケ所 ) で実施 した。このうち国が国庫委託費を交付し. 北海道が
実施した捕獲場は1 6ケ所 (サケ 6ケ所、サケ十マス9ケ所、姫マス1ケ所 )委託費を交付せず、

民間団体に実施させた捕盤場6 0ケ所 (サケ 3 4 ケ所. サ ケ 十 マ ス 2 3 ケ 所 、 マ ス 3 ケ 所 ) で 、 そ
の詳細lこついては第1表の通りである。なお、第1表を支場男l1に分けたものが第2表である。

第 1表 昭和4  1年度題的'捕獲事業実施棚i

海

区

捕 整

採卵場

担 当

事業場

実施区分 t知

区

描 獲

採卵場

担 当

事業場

実施区分

水 系 サ ケ マ ス 水 系 サ ケ マ ス

道 開 通 民a'l;1 適 民l1ll 道 開

岩 尾 別

斜 里
深 琴

紹 走
//

常 呂

湧 別

港 滑
興 部

幌 内

雄 武

徳 志 別

幌 別

屯 別

猿 払

岩 尾 別

斜 里
深 琴

網 走

西 網 走

常 昌

湧 別

猪 滑

興 部

幌 内

雄 武

徳 志 別

北見幌別

屯 別
旗 払

岩尾別

斜 里
深 琴

紹 走
/ /

北 見
湧 別

清 滑
//

幌 内
/ /

徳志別

歌 登

屯 別
/ /

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇

崎 無 異

薫 別

古 多 練

伊 茶 仁

忠 類

標 津

当 幌

春 別

床 丹
西 別

矢 自 別

風 蓮

別 当 賀 .

穂 香

崎無異

黨 別

古多機

伊茶仁

忠 類

標 津

当 幌

春 別

床 丹
西 別

矢自別

風 蓮

別当賀

穂 香

薫 別
/ /

/ /

伊茶仁

根 室

基算攘競」
/ /

//

虹 別

浜 中
/ /

厚 床
/ /

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

根

望

海

区

〇 〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇 〇 〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇 計 19 19 9 2 16 2 12

計 14 15 11 4 9 4 10 別寒辺ll:・
釧 路

阿 寒

茶 路
十 勝

/ /

//

//

/

//

歴 舟

広 尾

厚 岸

釧 路

阿 寒

茶 路

千 代 田

打 内

利 別

幕 別

東3 3号

東1 5号

歴 舟

広 尾

太 田

釧 路

阿 寒

観 居

十 勝
/ /

幕 別
/ /

札 内
/ /

大 樹
/ /

〇
天 塩

//

石 狩
/ /

/ /

/ /

尻 別

朱 太

利 別

厚 沢 部

天 塩

中 川

石 狩
西 越

音 江

支 笏 湖

名 駒

朱 太

冷 水
厚 沢 部

天 塩
中 川

千 歳
l

音 江

支 a21湖
尻 別
/ /

利 別

厚沢部

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇

@
〇

襟

装

以.

東

海

区

日

本

海

区
〇

〇

〇

〇
計 6 10 8 5 4 4 1

根

室

海

区

サシルイ

羅 臼

春刈古丹
植 別

元崎無興

サシルイ

羅 自

春刈古丹

植 別

元崎無異

羅 日
/ /

/ /

素 別
/ /

計 7 12 8 1 11 1

〇
〇
〇
〇

:
仁 匯 別

様 似

幌 別

元 浦 川

仁雁別

様 似

幌 別

元浦河

静 内
/ /

//

//

0
0
0
0

〇
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F

区

水 系

捕 獲

採卵場

担 当

事業場

実施区分

サ ケ マ ス

道 田国 道 民間

・是 舞
三 石

静 内

新 冠

沙 流

ilEi 川
勇 払

白 老

数 生

貫気別

長万部

遊楽部

茂辺地

知 内

有 川

亀 川

鳧 舞
三 石
静 内

新 冠

富 川

船 川

勇 払

白 老
敷 生

;買気別
長万部

遊楽部

茂辺地
知 内

有 川

亀 川

静 内
/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

自 老
強 生

敷 生

八 雲
/ /

知 内
'
/ /

/ /

〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

襟

装

以

西

海

区
〇

〇

計 20 20 5 3 17 2

総計 66 1 76 41 1 l 57 10 26

(註)前年度対比変更ケ所及び事項

事項 捕
豊
用 開 支場 魚 種 摘 要

体止

新設

i無 路

平 取

穂 香

広 尾

様 似

厚 岸

擴 払

仁雁別

十勝

千才

根室

十勝

千才

十勝

天塩

千才

サケ

サケ

サケ

サケ

サケ

サケ

サケ

サクラマス

そ上不振

/

根室海区

襟裳以東海区

機 地 解 区

襟袋以東海区
旧名月l壓辺牛

オ ホー ツク海区

襟裳以西海区

名称
変更

魚種
体正
魚種
追カn

( 識 ) 道直営個所1 6ケ所のうち標津捕獲場は

1 o月28日付で民間に委託となる。

第 2 表  支場別解捕獲事業実施体制

支 場 水系数
捕 獲

採卵場数

実 施 区 分 -
備 考さ け ま す

道 l 民 間 道 民 間

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 才

渡 島

1 0

1 9

7

5

1 5

1 0

1 1

1 9

1 2

6

1 8

1 0

2

2

1

3

3

4

8

1 6

1 1

2

1 ・4

6

2

2

3

2

l

8

1 2

1

2

1

2

さけ道直営個所(標津) 1 o. 2 8
付で民間に委託

ますの項ヒメマスを含む

計 6 6 7 6 1 5 5 7 1 0 2 6

S 2 鮭1韓ふ化放流実施体制

昭和41年度の1i據1j人工ふ化放流事業は52ケ所(サケ5  0 ケ 所 ( 国 3 7 ケ 所 、  民間1 3 ケ 所 )
マス 2 3 ケ所 ( 国 2 2 ケ所 、民間 1 ケ所 ) ヒ メ マ ス 1 ケ所 ( 国 1 ケ所 ) で実施し 4 6 水系に稚角 . を

放流した。その他に捕獲を実施しているがふ化場のない1 o水系に還元放流を又捕獲、ふ化ともに
行つていない3水系にも稚魚の移殖放流を行なった。昭和41年度態館ふ化放流実施体制及還元
(移殖)放流河川を第3表̃第6表に示した。
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第 3 表  昭和4  1年度必化放流実施体制

海

区

放 流

水 系 名

左號実施

事業場名
支 場

条.一震一

種

i
海

区

放 流

水 系 名

放流実施

事業場名 支 場

根 室
/ /

/ /

/ /

'

魚 1llil
能 速t5

岩 尾 別
斜 里

藻 琴
網 走
常 9
湧 別
活 滑

幌 内

徳 志 別

幌 別

頓 別

岩 尾 別

斜 里
藤 琴

翻 走

北 見

il第 別

活 消・

l現 内

徳 志 別

歌 登
頓 別

北 見
/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

天 塩
/ /

/ /

〇

〇
〇

〇
〇
〇
0
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

根

室

海

区

標 津

当 幌

西 別

風 連

別 当 賀

中標津

計根別

.i[ 別
浜 中
厚 床

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇

オ

ホ

1

ツ

ク

海

区

8 9 1 9 8

別寒辺牛

まlll 路
十 勝

/ /

//

ll011 路

歴 舟

太 田

9a 路
十 勝

札 内

幕 別

観 居

大 樹

十 勝
/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

( )

〇
〇

〇
〇

〇
〇

襟

集

以
東

海

区

〇

1 1 1 1 2 1 1 '、0
天 塩

石 狩
/

/ /

尻 別

利 別
厚 沢 部

中 川

千 才
音 江

支 場 湖

.l1lil 別
利 別

厚 沢 部

天 塩

千 才
/ /

//

渡 島
/ /

/ /

ii°

1 〇

8 1
日

本

海

区

4 7 1 7 1 1
襟
裳
以
西
海
区

静 内

白 老
效 生

遊 .集 部

知 内

静 内

白 老

效 生
八 雲

知 内

千 才
//

/ /

波 島
/ /

〇

〇

〇
〇

〇

〇

5 7 3 1ll 3 5 5 2 5 1

羅  臼

無  別

伊 茶 1;:_
l 標 津 量 茶 要

根; 室 〇
〇
0
〇

〇

〇
〇

l 総
l 計
l

l
3 9 1 6

l

l
3 7 1 2 3
l

l
l

3 3

第 4 表  民間仮解施設

海

区
放 流

水 系 名

放流実施
ケ 所 名

支 場
魚 種

所 属
建 體

元崎無異一

.床 丹一
春 別 ,
矢 自川一
穂 番一

忠 類 、

元崎無異

床 丹

春 別

矢 自  別

穂 香

忠 類

根 . 室
/ /

1'
/ /

/ /

/ /

〇
〇
〇
〇
〇

〇

標津漁協

野付漁協 ・

/ /  / /

男l牌漁協

根整漁協

標津漁路

様似町

表伏漁協

的1l漁協

豐相漁協

l-f識漁協
地地漁随.

木古内町

根

室
〇

様 似

元 浦 川

船 川

買 気 別
有 Jtl
茂 辺 地
亀 川

様 似

元 浦 河

船 川

豊 浦

有 川
茂 辺 地
1e,, 川

千 オ
//

・
//

渡 島
/ /

/ /

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

襟

装

以

西

計 1 3  l 1 3 3 1 3 1 1 1

- 4 -

第 5表  選元放流河川 @ : 移殖放流

一海

区

放 流

水 系 名

放流実施

事業場名
支 場

魚 種

態 館

ーオ

ホ

l
ツ

ク

海 払 湖

能 取 湖

佐 呂 間 湖

興 部

網 走
/ /

北 見

活 滑

北 見
/ /

1・
//

@
〇

〇
' 〇

展室 古 多 線 伊茶仁 根 室 〇

孫j
1装東

音 別

広 尾

観 居

大 樹

十 勝
/ /

〇

〇

仁 確 別

幌 別

三 石

新 冠

沙 流

勇 払

( 様  似 ) .

( 元 浦 河 )
・
静 内
/ /

千 才

千 オ
/ /

/ /

/

/

/ /

〇

〇

〇

〇

〇

〇

襟

装

以

1lli

計 1 3  ・ 1 0 4 1 3 0

( )は民問簡期X容設備

第 6 表  支場別n化放流実施体制

支 場
放 流

水系数

ふ 化 施 設 数 実 施 区 分
備 考

国 営 民 間 計 鮭 節

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

8

1 4

4

4

8

8

8

9

7

4

6

5

0

6

0

0

4

3

8

1 5

7

4

1 0

8

8

1 5

7

4

9

7

7

9

1

4

1

2

マスは姫ます

計 4 6 3 9 1 3 5 2 5 0 2 4

- 5 -



S 3  態 鱒 增 殖 事 業 経 費

!111i和 4 1 年 度. ;aii0增殖事業のために要した経費予算額及決算額は下記の通りである。
第 7 表  u召和41年度重laa増殖事業のための予算額及決算額
区 分 予 算 額 決 算 額

( 組  総 )

水 産 庁

( 項 )

北海道さけますふ化場

( 目 )

人 当 経 費

職 員 旅 費

庁 費

光 熱 水 料

採 卵 解 化 放 . iil-t 費
事業. 用機械器具購入1 f 111

土 地 建 物 借 科

各 所 修 繕 費

親 無 抽 獲 ・事 業 委 託 費

国有資産所在地市町村交付金

施 設 整 備 費

2 9 2.2 6 2.0 e 0

1 4 6 , 6 4 9.0 0 0
4.,l:, 6 4.0 0 0
,,,,9 2 6.0 0 0

・ 2 , 0 4 3.0 0 0
5 0.4 9 6 , 0  C 0
1 4 , 9 9 4 , 0  0 0

4 6 7 , 0 0 0

9.5 6 0.0 0 0
3 8.3 4 1.0 0 0
6 5 , 0  0 0

2 0 , 0 5 7 , 0  0 0

2 7 7 , 5 9 4 , 2 9 8

1 3 3 , 1 4 0.0 2 6
4,663.0 5 9
4 , 9 2 5.9 0 6
2.0 4 0 , 9 4 0
5 0.4 8 5 , 4 9 5
1 4.9 9 2.3 0 4
4 1 7 , 3 3 7

9 ,5 -o 9 , 8 1 9
3 7 , 2 4 7.9 2 2
6 4.4 9 0

2 0 , 0 5 7.0 0 0

l:識 )  昭和 4 1 年度当初予算 3 0 9. 9 5 9. 0 0 0円であったが予算節減のため29 2. 2 6 2.
0 0 0 円 ( 1 7 , 6 9 7. 0 0 0 1',1の減 ) と なったものである。

.S 4 北海道量控.鱒ふ化場の現員

昭和42年3月31日現在の本場及支場別人員目鎚状況は第8表の通りである。

第 8表  北海道さlナ・.ますふ化場の現員本、 支場別、 人風配置表

場 名 技 富 l 事務官 l ia 定 夫 計

本 場

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 オ

渡 島

2 6

1 7

2 3

2 0

1 0

1 1

9

1 4

3

4

5

2

3

2

2

0 '

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

4 3

2 0

2 7

2 5

1 2

1 4

l 1

計 1 1 6 3 3  l 2 1 1 5 2- 6 -



§ 5. 北 洋 鮭 鱒 漁 業

S 5  北洋鮭鱒漁業

1 ) 北 洋 能 業 規 模

母船式漁業規模

an 4 0 年 4 1 年

母 船 ( 隻 ) 独航船(隻 ) 母 船 ( t ) 母船数(隻) 独航船(1!望) 母船屯数lt )
9 2.6 1 0

0

'9 2:.6 1 0

東ヵムチャッカ

西ヵムチ ャ ツ カ

合 計

1 1

0

1 1

3 6 9

0

3 6 9

9 6 , 4 2 2

0

9 6.4 2 2

1 l

0

1 l

3 6 9

0

3 6 9

4 8度以南流綱漁業規模

W要 度 4 0 年 4 1 年

項 言、一P̃ 11 知 事 l 大 臣 計 知 事 大 臣 計

漁 船 数 ( 隻 )

平均屯数(t on ;

1 5 .

23.8

3 1 7

4 7.1

3 3 2

4 6 . 8

1 2

23 . 0

3 2 0

49 .9

3 3 2

48.9

1、i 4 0 年 4 1 年

日本海流し細 は え 細i 日l li、海流し網 は え 第 a
許可隻数 2 9 6 3 6 9 2 2 9 3 6 9

- 7 -



単位 (  ト ン )

操業区域 漁業種類取 4 0 年 4 l 年 備 ・19

規 制 区 域 内

( A 区 域 )

母 船 式

紅 館

白 鮭

銀 館

館

マ ス ノ ス ケ

合 計

割 当 量

2 4.7 0 9
l l , 5 8 8

2:580

6 , 081

4 7 0

45,4 3 0

4 5 , 4 7 8

1 5.6 9 2
1 8 , 2 8 7

1.0 6 1
3.2 7 6
6 1 4

31i、9 _ 0
3 8 , 9 8 1

48度以南流網

鮭 .翻.

そ の 他

合 計

割 当 量

1.7 3 7
3 , 60  0

4.7 3 8
1 0.0 7 5
1 0.5 2 2

3 , 0 6 8

1 , 9 9 3

3.7 9 1
8 , 8 5 2

9.0 1 9

内き'ん3、4 4 7

規 制 区 域 内
合 計

',tlf 当 量
5 5 , 5 0 5

56 ,0  0 0

4フ.7 8 2
4 8 , 0 0 0

組制区域外

( .B区 域 )

48度以南流細 1 l

1 理器 l ;i;;:
1 そ の 他 l 6 1 4
l 合  計 l 3 7 , 9 3 1

1 6.84フ
l 4 , 1 2 4

1.2 8 0

延 識

陸

重尊

そ の 他

合 計

2, 3 3 1

1 4 . 9 0 2

17、233

3 , 7 9 8

1 0.8 4 3
3 7

1 4.6 7 8
沿 岸

(日本海及び太

:平洋,」、型流し
網 ( 7 t o n 未
満船 )をふく
む )

性

1l ii

そ の 他

合 計

8.6 7 8
13、042

2 1 , 7 2 0

4.6 5 0
1 2 , 3 3 8

6 1

1 7 , 0 4 9

} 割当量
太 平 洋 4 , 0 0 o
日 本 海 3.0 0 0

規 制 区 域 外
合 計

割 当 量

7 6 , 8 8 4

5 9.0 0 0
、.、1 6 3.9 7 8
4 8.0 0 0

総 合 計
合 計

割 当 量

1 3 2 , 3 8 9

l l 5 , 0 0 0

※2
1 1 1.7 6 0
9 6.0 0 0

社 純沿岸(定置等)  はB区城ノル 9・に入らない

※ 1 --' ' ' 6 3 , 9 7 8 t  o nのクち純沿津をのぞくB区域漁獲量9,裁55,395 t  o r
?? 2一…・・報沿1lli,をのそ く A、B区域漁獲量実裁は101 , 1 7 7 t  o n

- 8 -

§ 6. 鮭鱒増殖事業成績総括



昭和4  1 年度解捕獲採卵事業は、 1 月  2 o日西別採卵場の事業終了をもって全道の補獲採.卵

施月 lL 魚種月成機集計表

/海一区 項: : 能

水

系

数

l i益
所
数

水

系

数

実
施
個
所
数

捕獲数 採卵数 収容1;職 放流尾数

オホーツ ク海区 三 成 整
1 2

1 2

1 3

1 3

7 4.3 f i

7 0 , 5 2 7

9'4.'9%

8 9.2期

7 3.3 3 7

8 2 . 11l%

1 3 4 ,i:lき-o
7 5 、 0 2 8

55.9%

1 2 111i書3

60、775

5 0 . 2 %

7

8

7

8

計 画

実 績

:達 成 率

6

6

9

9

3 4 , 9 7 0

1 5.9 5 2

45.,6%

4 5.0 9 4

1 4.5 0 5

32.2%

5 7.6 0 0

2 0 , 2 2 4

35.1 %

5 1. 9 6 2

1 6 , 5 1 0

31.8%

3

4

3

4日 本 海 区

計 画

実 積

:達 成 率

1 8

1 8

1 8

1 8

1 6 4 , 8 8 0

1 3 7 , 6 9 9

83 .5%

l 1 9 8 , 6 8 2

1 4 7.0 2 8

74.0%

1 8 3 , 9 2 8

1 3 9 , 0 3 5

75.6%

1 6 5, 9 2 1

1 1 2.4 5 3

6 7 . 8 %

9

9

9

9根 室 海 区

襟整以東海区

計 画 1 8 1 1 3
実 績 1 7 1 1 2

1 l
達 成 率 l l

2 0 5 , 1 8 0 1 2 6 9.1 4 9

1 5 4.1 8 2 1 9 1.8 0 3
75.1% 3 4 . 1 %

1 8 8 , 6 2 4

8 9 , 9 1 7

47 . 7 %

1 7 0 , 1 5 7

6 4.4 7 6

. 37.9 %

様裳以西海区

計 画 l 2 0
実 械 2 o

達 成 率 1

2 [

2C

l
2 0 . 7 2 0 l  2 4.1 2 4

1
1 7 . 8 3 0  1 6.0 0 3

8 6 . 1 % l 66 .3%
1

4 3 , 0 1 0

2 4 , 2 6 5

56 . 4 %

3 8.7 9 7 l 1
1 7.8 2 2 l 1

l
45.9 %l

l

1

1

計 画

実 績

達 成 率

6 4

6 3

l 7 3

l 7 2
5 0 0 . 1 0 0

3 9 6 . l 9 0

79.2.%

6 2 6.2 5 0 1 6 0 7 , 4 6 2
1

3 4 2 , 6 7 6 l 3 4 8.4 6 9

5 4.7% l 57 .4%
5 4 7 , 9 9 0

2 7 2 , 0 3 6

49.6%

2 0

2 2

2 0

2 2合 計

〇 さけの採卵数は海産卵( 5. 8 8 2千拉 )及び寄随卵(  1 3千粒)は含まれ;ず収容卵に含む、

この表以外に交配種(陸11x 棒太重ii 'a1 ) 一描獲数4 5尾、採卵数2 7 , 5 o o粒、放流数14、
放流(湧別川) 一あり。

-1 0-

事業を完了した。 その結果ti以下の通りである。

- 桜 鱒 樺 太 館

捕獲数 採卵数 収容卵数

水

系

数

実
施
個
所
数

捕整数 l采卵数 収容卵数 放流尾数放流尾数

- 4 6品
4.5 4 2

97 . 7%

4,o税

2 , 3 1 1

5 6 . 8 %

3,g第

2 , 3 1 1

58 .6%

3,5話

2 , 0 0 3

5 6 . 2 %

1 4

1 4

1 4

1 4

2 4 , 5宇0

5.1 2 3

20 .9%

, 4.識
2 , 1 6 2

1 4 . 6 %

, 4. 熟
4.4 5 5

3 1.0 '1l

, 3,o協
3 , 9 4 6

3 0 . 3%

1 , 5 4 0

3 6 1

2 1;. 4%

2 . 3 9 4

7 1 4

29 . 8%

2、321

6 4 9

28.0 %

2 , 0 9 3

6

飼(542 )

0 . 28%

1

1

1

1

2 , 5 2 0

2 3

0 . 9 %

1.2 0 9

9

0.7%

1.1 7 2

9

0 . 8%

1 , 0 6 3

9

0.8%

2.5 1 0

4.8 5 0

1 9 3 %

2.6 4 8

5 , 3 2 3

2 0 1 %

2 , 5 6 6

5.2 4 5

2 a 4 %

2.3 1 5

4,7 6 4

2 0 6 %

1 3

1 4

1 3

1 3

3 0 , 6 5 0

4 4.1 2 8

1 4 4 %

1 9.4 0 5 l 1 8.8 1 8
12 .4 6 8 1 7 , 3 7 2

l64.3% 3 9 . 2 %
l

1 7 , 0 7 3

6、286

3 6 . 8 %

l 11

l

1

1

1 , 5 0 0

3 9

2.6%

5 8 5

4 3

7.4 %

5 6 7

4 3

7 .6%

5 1 4

3 2

6.2%

1 0 0

1 1

1 1 %

7 6 7 4

3 0

4 0.5%

6 7

飼 ( 1 8 )

0

1 1 3 1.7 4 3 1 , 0 0 0

8.8 0 0

l :::
l 9 , 1 9 0
l e:!o:: l:::l 92.4%

8 , 0 3 6

6.773

飼 ( 5 6 0 )

8 4 . 3 %

l:: 2 93 0 :f
3 6 , 0 0 0

1 4.6 8 2

40 .8%

3 4.9 1 2

1 3 , 6 2 2

39.0 %

3 1 , 6 7 0

1 1 , 2 7 3

35 , 6%

海産卵内訳は f3 l」表 ・

3 2 0 尾 ( 幌 内 川 )、更に本年度新に82、 6 0  0粒を交配(性1il x樺? ?'海さ ) し 2 9 ・ 1 8 0 尾

-1 i-



/:、j=: 姫 1lfi.

水 l 実
系 1播
数 1 整
l

捕 獲 数 採 卵  数 収 容 卵 数

計 画

実 績

達 成 率

l
l
l

尾

l .

l
I
1

千lil 千粒

オホーツ ク海区

1 計 画 l 1
日 本 f 好 区 l 実 績 l 1

1 達 成 率 1

1 l 1 8 , 8 5 0
l

l1 2 0.7 1 8
l
l ''°%

5,0 0 0

2, 8 5 7

5 7 . 1 %

2 , 5 0  0

1 , 3 8 7

5 5 . 5 %

l 計 '国 l 1 l l 1
l 。 u 1 1 1 l l

根 室 海 区 1 実 結 1 l l 1 l
l 違 成 率 l 1 l 1 ll l l l l t

標装以東海区

量- l li l 1 1計 国 ,  l l
l l 1
l 1 ,

実 織 i  l l
1 l l

速 成 率 l l 1
・ l l

l
l

計 画

実 1l1'i

達 成 率

l l
i l
l l
l ・

1 1
襟装以西海区

合 計

計 画

実 組t

l 違 成 率

1 1 1 l 1 8 ,8 5 0 1 5,0 0 0

1 l l
1 ! 1 l 2 0 , 7 1 8 l 2,8 5 7

l l 1 1 0% l 57.1 %

l 1 l

2 , 5 0 0

1.3 8 7

5 5 . 5 %

-1 2-

合 計

放 流 尾 数 捕 独 数 採 卵 数 収 容 卵 数 放 流 尾 数

千尾 1 0 3.5 3 0 尾

80、192

77 .5%

1 0 8 0 7 4前 l

8 1 , 8 1 1

75 .7o1l1o

1 5 2 , 6 01n

8 1 , 7 9 4

53.6%

1 3 7 , 7 3 4 「 尾

66、724

4 8 . 4 %

2、255

1.0 5 3

飼 ( 5 5 )
46 .7%

5 7.8 8 0

3 7.0 5 4

64.0%

5lll.6 9 7

1 8.0 8 5

3 3 . 7 %

6 3 , 5 9 3

2 2.2 6 9

3 li. 0 %

5 7 , 3 7 3

1 7.5 7 8

定,1(597)
3 0 . 6 %

l 1 9 8 , 0 4 0 l 2 2 0 , 7 3 5 l 2 0 5.3 1 2
l ll l1 1 8 6.6 7 7 l 1 6 5 , 4 5 7 l  1 5 1 , 6 5 2

l 9 4 . 3% l 7 5 . 0% 1 73 . 9 %

1 8 5 、 3 0 9

1 2 3 , 5 0 3

6 6.6%

l 2 0 6.6 8 0  1 2 6 9 , 7 3 4  l 1 8 9 . 1 9 1  j 1 7 0.6 7 1
1 l l 1l ' l ,
, 1 5 4.2 2 1  l 9 2 , 3 1 3  1 8 9 . 9 6 0 1 6 4 , 5 0 8
l l l l

l 7 4 . 6 %  1 3 4 . 2 % l 4 7 . 5 % l 3 7 . 8 %
1 1 ' 1
ll 2 0 , 8 2 0

1 1 7 , 8 4 4

1 8 5 .フ%

2 4.20C l 4 3.0 8 4 l 3 8.8 6 4

1 6.7 9 2 1 2 6. 0 3 8 l 1 8.8 2 2

69.4% 1 6 C . 4 % 1  气;;え1

2.2 5 5

1 , 0 5 3

ta( 5 5 )
4 6 . 7 %

5 e 6 , 9 5 0

4 7 5.9 8 8

81 . 1%

6 7 6 , 4 4 0

3 7 4.4 5 8

55.4 %

6 5 3 , 7 8 2

3 7 1.7 1 3

56 .9%

5 8 9.9 5 1

2 9 1.13 l S

飼 ( 6 1 5 )
4 9 . 3 %

1 3-



魚 種 別 事 業 成 績 図

20 , 7 1  8j名 -
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it態館親角.採卵事業( 寄員?卵付記 )

海 区 . 地 区 名

岩 尾 別

網 走

i采 卵 数

2 , 0 5 0千粒

1.2 0 0

7 5 1

4.0 0 1

備 考

オ ホ ー ツ ク

常 昌

計

羅 臼 6 0 8

根 室
標 津 3 0

計 6 3 8

2 ll1 7

2 0 0

茶 路

歴 舟
襟 装 以  東

計 4 6 7

様 似

元 浦 川・

2 2 2

3 l 3

8 6

寄賠卵1 3千粒

(三石地区)

襟 裳 以 西 静 内

茂 辺 地 1 1 5

有 川 4 0

計 7 7 6

合 計 5 , 8 8 2 寄腦卵1 3千粒

1 5



§ 7. 鮭 増 殖 事 業



S 7  鮭 增 殖 事 業

1 〕 性の来游(漁獲)状況と捕獲採卵概況

北海道の秋姓の来游量は図にみられるように1 9 6 3年 ( n召和 3 8 ) 以降多 く な り 、 1 g
6 5年 (昭和4 0 )はかつてない豊漁であった。 1 9 6 6 年 度 ( 昭 和 4 1 ) の 来游量は全道
総計 一で約 3 8 0 万尾で前年度 ( 5 0  0万建弱 )の 2 o%減ではあった が 、 1 g 6 3 、 1 g 6 4

( 昭 和 3 8 、 3 9 ) 年 なみの好漁であった。しかしながら河川そ上率は来游量の1 o. 4 % と

例年より低く、海区毎には量的な差はあるが河川内の親魚捕獲数は396. 1 g o尾にと ? ま

つたo本年度の計画目標数は新5 0  0. 1 0  0 尾 、採卵数 6 2 6 , 2 5 0 千粒の計画をもって

6 3 水 系 7 2 f国所の描獲採卵場で実施した。 本年は事業盛期において局地的な集中豪雨に見

舞れ、1部の?i商獲、書養装1青の破損流失と護岸の欠壊等により復l日がお<れ抽獲採卵成績を
充分挙げることは出来なかつた。

事業計画と実般並びに前年度との .比絞

区 分 L 昭 和 4  1 年 度 昭和 4 0 年度

実 績

前年度との対

比 增 減  △計 画 数 実 機 通 成 率
捕 lfi 数
9 使 用 数

採 卵 数

放 流 尾 数

5 0  0 ,10  0 尾

2 3 2 , 5 4 6 〟

6 2 6.2 5 0:F数
5 4 7.9 9 0千尾

3 9 6 , 1 9 0 尾

1 3 2 .8 7 2 〟

3 4 2.6 7 6名立
2 7 2 , 0 36千尾

79 .2  %

57.1

54 .7

49.6

8 0 6 , 0 2 6 尾

2 9 6 , 2 5 5 〟

7 7 4 , 4 2 0'fitli

5 4 9.2 7 6 報

l△ 4 0 9.8 3 6離 3.i 8 3
△ 4 3 1 , 7 4 4

△ 2 7 7 , 2 4 0

各海区毎の状況は次の通りである。
A 日本海区

この海区に来游する魚群は主として石llli川、 天塩川の回帰魚と目されるが、 今年度は

石狩川の1 9 6 2年級群 ( 4年魚 )が比較的多<来游したため、前年度より3 o%增の

約5万尾例年より若干上理つた。

また河川そ上率は32.4%で他の海区に比べ非常に高< 6水系9個所の捕獲採卵場で

実施したが捕獲では1 5 , 9 5 2尾、採卵数は1 4 , 5 0 5千粒と量的には極めて少ない。
9親魚の使用率は78 . 7 %で前年より1.7%悪るく特に石狩の蓄養採卵が不良であっ
たことが低下を来した主な要因である。
B オ ホー ツク海区

この海区は例年1 o 0万尾以上の .求游があり、他の海区に比べ非常に多<、最近5ケ

年の漁獲実續をみると 1 9 6 4年度 (昭和 3 9 ) の 1 9 5万尾が最も多く 、本年度は約

1 6 o万尾の来游が◆られた。 これは前年度より約30 %の增で例降よ ・り若千上要国つた。

このことは網走川の1963年級群が3年魚として大量に網走沿岸域に回帰したためと

考えられるo事業実施河川は12水系13個所でそ上率は来游数の4. 4 % と非常に低く

河川描獲は 7 0 , 5 2 7 尾 、採卵数 7 3. 3 3 7 千拉である。

-1 7-



o 社1室海区

1 9 6 5 年度 (昭和 4 0 ) の来游量は例年の約 2倍にあたる 1 3 7 万尾であったが、

1 9 6 6 年 度 ( 昭 和 4 1 ) は 前 年 よ り 4 o%減の85万尾であった。しかし例年iこ比較

すると好漁であり、特に沿岸域の漁獲は羅日、標津方面では、その60 %以上の漁独で、

西.f j l j川はこの海区そ上群の74%にあたる捕獲 ( 1 o 1 , 9 1 6 尾 ) 採 卵 ( 1 1 o, 1 3 3

千粒)を行つた。 1 8水系1 8個所で実施した河川内捕獲総数は1 3 7 , 6 9 9尾、採卵

数 は 1 4 7. 0 2 8千粒で河川のそ上率は若千低く16 . 2 %であった。

D 標装以東海区

この海区は根1ll都l資9 と 同 様 1 9 6 1 年 度 ( 昭 和 3 6 ) 以 降 来游量が送次增加している

が、 1 9 6 5 年 度 ( 昭 和 4 o ) に は 約 2 o 0万尾と最も多い来游を記録した。これは

1 9 6 1 年 ( 昭和 3 6 ) 級群の資源量力 i l lE常に大きかつた為と考えられ、本年はこの購

の5年魚と 1 9 6 3年級游の3年魚が主露1l1と なって 約 9 2 フi尾の来游をみた。これは昨

年度の漁獲の5 o %に相当し、 この海区としては好漁といえるが、平均化された漁では

なく、 自報以東の沿岸は不漁であった。襟装以東海区に来游する角、1eiは主として、十勝
川の再生産資i源であり、これらの魚辞が例年ならば浜中、昆布森沿岸に接岸し. 沿岸沿
いに西に回游して間引きされっ ':・母川の十勝川にそ上するのが普通で、? は l111ll路沿岸
域に接岸しないで1中合を通過し真直ぐ母川に回帰したためと考えられる。 このため十f防

沿岸は豐漁に恵まれた。一方河川のそ上率は近年で最も悪るく16.8%であった。本年
は7水系12価所で事業を実施し河川描獲総数は154. 1 8 2 尾 、 採 卵 数 は 9 1. 8 0 3
常重.で、 このうちl 勝川の採1f11i率 は 7 o %に あ た る 1 1 5 , 6 5 5 尾 、 採卵数は 6 1. 5 2
8千粒で海区総体の67%を占めているo

E 襟装以西海区

1 9 6 5年度 (昭和 4 0 ) は約 2 8万尾の来游量で例年なみであった が 1 9 6 6 年

( 昭和 4 1 ) は前年度に比べ約 3 0 %增の39万尾の来游力iみられた。しかし各地域毎

には相異がみられ日高沿1llpの好漁に比べll資火湾、 津軽構はや、不漁であった。
河川のそ上率はォホーツク海区同様に非常に低< 4 . 6 % と低い率で本年は2 0水系2 0

? で事業を行い1 7 , 6 3 o尾の捕控と1 6. 0 o 3千粒の採卵を行つた。
2 )  沿岸漁業とそ上率

北海道に来游する秋陸はさけ定置網、 雑小型定置網、 構 l照等に -よつて漁整されるが、 そ
の90%前後はさけ定置網によつて漁整されているとみなすことが出来る。 したがつてこれ

らの漁業の漁獲努力の強弱によつて、 そのそ上率(河川捕獲数/沿岸捕獲数十河川捕独数)

が左右されることは当然、のことである。そのほか、 そ上率の影響を及ぼすものとして気象条

件の変化、 河川の解条件が考えられるが極端な悪条件でなければこれ等は2次的なもので

あり、 沿岸域の漁獲努力が大きく支配するものである。

-1'8-

〇 海区德のさけ定置統数(昭和41  )

海 区 名 統 数 統 数 比

オ ホ・ーツク海区

日 本 〟

根 室 "

株裳以東 〟

標基以西 〟

計

1 2 8 統

5 9

7 2

9 8

7 0

4 2 7

30.0 %

1 3 . 8

16 . 9

2 3 . 0

16 . 3

1 0 0 . 0

表にみられる1通り全道で4 2 7 ケ統のさけ定置があるが最も多いのはォホーツク海区の

1 2 8ケ統であり、次いで様装以東海区の98、根室海区の72である。 この 3海区で 7 0

%を占め、 来游量の多募と海区毎のさけ定置続数とは比例している。 各海区省fの河川・l湖控数

l)関係は表に示したとおりである。
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北海道における性沿岸漁獲数及河川内l1ll題数

X海 区 年  度 1 9 6 1 ( 3 6 年 度 ) 1 9 6 2 ( 3 7 年 度 ) 1 9 6 3 ( 3 8 年 度 )

オ

ホ

l
ツ

ク
海
区

沿 岸

河 川

合 計

河川そ上il部)

1. 7 2 5 , 6  3 5
6 2 , 3 2 8

1 , 7 8 7. 9 6 3

3 . 5

1. 4 1  1. 6 6 6
5 6 , 6 5 4

- 1. 4 6 8. 3 2 0
3.9

1. 8 5 6. 6 1 8
6 5 , 8 9 2

1. 9 2 a 5 1  0

3 . 4

日

本

海

区

沿 岸

河 川

合 計

河川そ地%i .

1 6 , 2 4 5

1 3 , 8 8 7

3 0.1 3 2

4 6 . 1

4 4 , 8 7 2

2 2 , 2 8 5

6 7.1 5 7

3 3 . l

2 5 , 5 5 3

2 1 , 9 8 1

4 7. 5 3 4

4 6 . 2

根

室

海

区

沿 岸

河 川

合 計

河:川そ_t利%)

4 9 8. 6 3 6

1 5 1 , 8 4 0

6 5 0 , 4 7 6

2 3 . 3

4 2 4 , l  1 l

1 2 5. 3 1 9

5 4 9. 4 3 0
2 2 . 8

6 7 7 , 8 0 4

1 2 0 , 8 1 8

7 9 8 , 6 2 2

1 5 . 1

標
装
以
東

海
区

沿 岸

河 川

合 計

河川そ上利%)

6 2 5. 2 4 3

1 7 8. 2 6 6

8 0 3 , 5 0 9

2 2_ 2

7 5 4 , 3 0 3

1 4 4 , 6 8 9

8 9 8 , 9 9 2

1 5 . l

8 6 6. 7 8 2

1 3 6 , 0 1  6

1 , 0  0 2 , 7 9 8

1 3 . 6

標
装
以
西
海
区

沿 岸

河 川

合 計

河 川そ上率t1lel

2 1  7. 9 6 2
2 1 , 1 8 5

2 3 9. 1 4 7

8.9

4 8 4. 7 0 2
2 2 , l 8 5

5 0 6 , 8 8 7

4 .4

5 2 6. 3 3 8

1 5 , 6 6 1

5 4 1. 9 9 9

2 .9

金

道

総

計

沿 岸

河 川

合 計

河川そ上率(%i

3. 0 8 3 , 7 2 1

. 4 2 7. 5 0 6

3. 5 l  1. 2 2 7
1 2 . 1

3 , 1 1 9. 6 5 4
3 7 0 , 9 a 8

3 , 4 9 0 , ,6 4 2

1 0 . ,6

3 , 9 5 3. 0 9 5

3 6 0 , 3 6 8

- 4 , 3 1 3 , 4 6 3

8 .4

'lSi……・・ (ふ化場調ぺ )

- 2 0-

単 位: 尾

1 9 6 4 ( 3 9 年 度 ) 1 9 6 5 l 1 4 0 年 度 )
1 9 6 1̃ 1 9 6 5
5 ケ 年 平 均 1 9 6 6 ( 4 1 年 度 )

- 1. 9 0 7. 3 2 4
4 9. 5 2 l

1. 9 5 6. 8 4 5
2:6

1 , 0 7 6 , l  5 3

2 5 , 1 6 7 ,

1 , l 0 1 , 3 2 0

2 . 3

l. 5 9 5. 4 7 9
5 1. 9 1  2

1 , 6 4 7. 3 9 l

3 . 2

2 8. 3 5 8

1 6. 5 7 1

4 4 , 9 2 9

3 6 . 9

1 , 5 2 4. 4 8 9

7 0 , 5 2 7

1 , 5 9 5. 0 1 6

4. 4

3 3 , 3 8 3

1 1. 9 4 5
4 5. 3 2 8

3 6 . 0

2 1 , 7 3 8

1 2 , 7 5 8

3 4 , 4 9 6

3 7 . 0

3 3 , 2 4 2

1 5 , 9 5 2

4 9 , 1 9 4

3 2 . 4

1. 0 9 7 , 2 7 2

1 8 1 , 6 7 7

1 , 2 7 8. 9 4 9

1 6 . 5

1 , 2 0 7 , 1 7 15

1 6 1 , 9 8 0

1. 3 6 9 , l 5 3

1 1.9

7 8 0. 9 9 9

1 4 8. 3 2 6

9 2 9. 3 2 5

l 6 . 0

7 1  2 , 8 6 8

1 3 7 , 6 9 9

8 5 0 , 5 6 7

. 1 6 . 2

9 8 3. 7 7 2

3 3 5 , 6 0 8

1. 3 1 9 , 3 8 0
3 4 . 0

1 , 3 6 4 , 8 5 6

5 9 6 , 3 7 1

1. 9 6 1 、 2 2 7

3 0 . 4

9 1 8.9 9 1

2 7 8. l 9 0

1 , 1 9 7 , 1  8 1

2 3. 2

7 6 5 , 5 3 6

1 5 4. 1 8 2

9 t 9 、 7 1  8

1 6 . 8

3 7 1. 8 6 8
1 7 , 8 3 0

3 8 9 , 6 9 8

4 . 6

2 8 3. 2 4 9

1 3 , 6 9 6

2 9 6 , 9 4 5

4.8

2 7 3 , 3  2 6

9. 7 5 0
2 8 3 , 0 7 6

3.4

3 5 7. l 1 5
l 6. 4 9 5

3 7 3 , 6 1  0

4 .4

4. 3 0 5 , 0  0 0
5 9 2. 4 4 7

4 , 8 9 7. 4 4 7

1 3 , 7

3. 9 4 3. 2 4 6
8 0 6 , 0 2 6

4. 7 4 9. 2 7 2

1 7 .0

3.6 8 0. 9 4 3

5 l 1. 4 6 7

4. 1 9 2 4 1 0
1 2 . 2

3 , 4 0 8 , 0  0 3

・ 3 9 6.1 9 0

a 8 0 4. 1 9 3
1 0. 4
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4 1 年度海区別さけ漁獲内訳 と河川そ上率
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海 区 別 鮭 事 業 成 續 図
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2 )  捕獲採卵成積概況

昭和41年度海区.9llii薄l業成機1解計表、海 区 項  目 捕 蓮 採 卵

捕 獲 数
性 比

1;l 親 魚

使用数

e 親角.

使用率3 8 計

オ ホ ー ツ ク 海 区 3 1.35 3 9.1 4 f 7 0 , 5分 44.5 3 0 , 1 5号 %
96 .0

日 本 海 区 6.4 5 0 9.5 0 2 1 5.9 5 2 40 .4 S.0 7 6 78.7

根 塞 海 区 6 4.9 4 8 7 2.7 5 1 1 3 7.6 9 9 47.2 5 8 , 0 2 5 89.3

襟 装 以 東 海 区 5 9.9 1 7 9 4.2 6 5 l 5 4.l 8 2 38.9 3 2 , 2 1 4 5 3 . 8

標 整 以 西 海 区 8 , 3 8 6 9 , 4 4 4 ・ 1 7.8 3u 47.0 2,4 0 4 88.3

合 計 1 7 1 , 0 8 8 2 2 5 , 1 0 2 . 3 '9 6S 'S'o l
43.2 1 1 32 ,872 77.7

昭和4  1年度支場1lllj陸事業成積集計表

t支 場 項  目 捕 獲 採 卵

捕 獲 数
一性比
9 親 魚

使 用 数

9 親 魚

使 用 率1i 3 計
尾

3 0 , l 7 9

尾

3 7.1 0 8
尾

6 7 , 2 8 7

尾

28,9 6 4
%

96 . 0北 見 支 場 44.9

根 室 支 場 6 4 , 9 4 8 72 :751 1 3 7.6 9 9 47.2 5 8.0 2 5 89 . 3

十 勝 支 場 5 9 , 9 1 7 9 4 , 2 6 5 1 5 4.1 8 2 38.9 32、2 1 4 53.8

天 塩 支 場 2 , 8 1 9 4 , 5 5 2 7.3 7 1 3 8 . 2 2.5 1 2 89.1

千 才 支 場 6 , 1 2 4 8 , 1 2 6 1 4 , 2 5 0 43.0 4 , 2 5 5 69.5

渡 島 支 場 7 ,101 8 ,30  0 1 5 , 4 0 1 4 6.1 6 , 9 0 2 97.2

合 計 1 7 1.0 8 8 2 2 5.1 0 2 3 9 6 , 1 9 0 43.2 t 3 2.8 7 2 77.7

-2 8-

(海 ) 1-一は海産卵及寄贈卵でF段卵数に含まれている
(寄 )  J

成 積 ふ 化 放 流 成 績

?卵jl 採 卵 数一 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ出率 放流尾数 放流期間
粒
2 .600 l湖 ( 4.o o li

7 7 , 3 3 8 g. 1̃ 1 . 1 0
千粒

7 5 , 0 2 8
千尾

6 2 , 9 7 l 83.事 6 o、7i生 2 . 2 7 ̃ 5 . 2 5
2.9 0  0 l 1 4 , 5 0 5 8.21̃1 2 . 1 9 2 0 , 2 2 4 18 . 1 89 89.9 1 6 , 5 1 0 2. 1 ̃ 5 . 2 5

2 , 5 0  0 湖 6 3 8
1 4 7 , 6 6 6

9. 1 ̃  1. 2 0 l 3 9.0 3 5 1 2 0 , 4 9 8 86.7 1 1 2.4 5 3 2 . 2 1 ̃6.30

l(法3 4 6 7
2 , 4 0 0 l g 2.2 7 0 9. 1̃1 2 . 2 8 8 9.9 1 7 6 8.5 7 9 76.3 6 4.4 7 6 2 . 2 5 ̃5 . 31

l
2.2 0 0 l

l

湾
1a
7 7 6
' 1 3
1 6 , 7 9 2

9. 1̃1 2 . 3 0 2 4 , 2 6 5 1 8.8 5 9 7 7 . 7 1 7.8 2 2 2.10~5.27

2.6 0  0
部i,il 5.8 8 21 3
; 4 8.5 7 1 8.21̃ 1.20 3 4 8.4 6 9 2 8 9.0 9 6 83.0 2 7 2 , 0 3 6 2. 1̃6.30

( 海 ) t…一は海産卵及寄賠卵でF段卵数に含まれている
( 寄 ) J

成 織 ふ 化 放 流 成 續

平 均

採卵数
採 卵 数 実施期間 収容卵数 .i・出尾數 ふ出率 放流尾数 放流期間

粒

2 ,40  0

::fieL
田 4.0 0 1
7 3.6 6 1

千位

6 9.0 9 0
千尾

5 7 , 5 4 2
%
83.3

千尾

5 5 , 4 0 6g. 1̃ 1.10 2.27̃5.25

2 , 5 0  0 C湖 6 3 8
1 4 7 , 6 6 6

9. 1̃ 1 . 20 1 3 9 , 0 3 5 1 2 0 , 4 9 8 86.7 1 1 2 , 4 5 3 2.21̃6 .30

2.9 0  0 梅l 4 6' 7
9 2 , 2 7 0

9. 1~1 2 . 2 8 8 9.9 1 7 6 8.5 7 9 76.3 6 4 , 4 7 6 2.25̃ 5 .3 l

2:90 0 7 , 2 3 9 9. 1̃1 1 . 3 0 1 2.8 0 3 1 1.6 8 8 91.3 1 1.2 5 5 2.20̃5 .18

2 , 70  0

2,30 0

2:600

l還
S
6 2 1
1 3

1 1 , 9 0 9
8.21̃1 2 . 2 1 1 7.1 7 4 1 4 , 6 0  0 85.0 1 3.5 9 0 2. 4̃5 .27

e国 1 5 5
1 5 , 8 2 6

9. 1̃ l 2 . 3 G l 2 0 , 4 5 0
l

1 6 , 1 8 9 79.2

83 . 0

1 4 , 8 5 6

2 7 2 , 0 3 6

2. 1̃5. 8

2. 1̃6.30
商
lS
5 , 8 8 2
1 3

15 4 8.5 7 l 8.21̃ 1.20 3 4 8、4 6 9 2 8 9.0 9 6
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昭 和 4  1 年 度  海区水系別館親魚捕獲採卵成積表

海

区
水 系 採 卵 場 事 業 場

捕 換 数 使 用 親

9 容

2 8号

計 章 6

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

岩 尾 別 岩 尾 別 岩尾別
尾

1 9 7 4」害l4 , g F 1号 2

斜 里 斜 里 斜 里 3.0 7 1 2 , 5 3 6

4 3 0

5 , 6 0 7 3 , 0 1 3 2 , 2 7 4

藻 琴 漢 琴 漢 琴 3 6 0 7 9 0 3 3 1 1 6 4

4 , 1 0 1網 走 網 走 網 走 1 0.2 2 3 1 5 ,5 7 2 2 5.フ95 9 , 7 3 9

, 西 紹 走 // 2 , 2 4 3

1 2 , 4 6 6

3 , 4 9 9

1 9 , 0 7 1 .

2 .612

5.7 4 2 2,1 5 1 8 6 9

4 , 9 7 0小 計 3 1 , 5 3 7

5 , 2 2 9

1 1 , 8 9 0

常 呂 常 昌 北 見 2 , 6 1 7 _ 2,5 3 4 9 1 9

湧 別

消 滑

觀 別 湧 別

8 , 3 8 8  -

1 0 , 0 4 0 1 8 , 4 2 8 7 , 9 8 4 3.5 6 2
9 5 2i,1li 滑 港 滑 2 , 2 5 8 1 , 4 9 9

5 8

3 , 7 5 7

1 0 0

2 , 2 2 3

興 部 興 部
, 4 2

7 8 0

3 9 1 0

幌 内 幌 内 幌 内 5 7 5 1 , 3 5 5 7 5 9 3 3 3

德志別 徳 志 別 徳志別 1 3 1 8 8 1 2 1 9
1

1 2 9 l 3 2

幌 別 北見幌別 器收 登 1 9 5 1 1 , S 1 0 2,7 6 1 9 3 7 2 2 9

lti 要ll lti 常ll 屯 別 1 2 6 1 3 4 l 2 6 0 1 2 3 6 6

海

区

一' 印 X o P l ' -
幌 内 幌 内 幌 内 7 8 0 5 7 5 1 , 3 5 5 7 5 9 3 3 3

德志別 徳 志 別 徳志別 1 3 1 8 8 1 2 1 9
1

1 2 9 l 3 2

幌 別 北見幌別 器收 登 1 9 5 1 1 , S 1 0 2,7 6 1 9 3 7 2 2 9

屯 別 屯 別 屯 別 1 2 6 1 3 4 2 6 0 1 2 3 l 6 6
l 

海区計
本 年 度 3 1.3 8 7 3 9 , 1 4 0 7 0 , 5 2 7 3 0 , 1 5 3 1 3 , 6、2 3

前 年 度 1 3 , 9 2 9 1 1 , 2 3 8 1 25 ,16フ
1

1 2 , 9 3 4 1 5,7 3 5
」 _

日

本

海

区

天 塩 l 天 塩 j 天 塩 l 9 5 9 1 , 9 2 7 l :2. 8 8 6 6 7 5 1 i ;8

1中 川 中 川 1 6 5 2 S 9 3 1 1.2 4 5 6 4 8 1 5 5

小 計 1 1 , 6 1 1
l

2 , 5 2 0 4 , 1 3 1 1 , 3 2 3

6 7

3 1 3

石 狩 l 石 1持 千 才 9 9 0 2 , 4 9 8 3、4 8 8

2 .669

2 0

5 2 9西 越 〟 l 1 , 3 4 5 1.3 2 4 1、304

管 江 音 江 8 1 3 9 4 6 1 , 7 5 9

、7.9 1 6
7 0 8 1 6 2

小 計 3 , 1 4 8 4 , 7 6 8 '0 7 9 7 1 1

院 別 名 動 尻 別

朱 太 朱 太
// 1 3 5 2 0 7 3 4 2 1 3 3 4 6

利 別 冷 水 利 別 1 , 2 0 6 1 , 5 3 9 2 , 7 4 5 1 , 1 9 2 6 8 9

厚沢部 厚 沢 部 厚沢部 1l;5 0 4 6 8 8 1 8 3 4 9 1 9 2

海区計
本 年 度 6.4 5 0 9.5 0 2 1 5.9 5 2 5.0 7 6 1 , 9 5 1

前 年 度 5.ll; 4 4 7.4 1 4 1 2.7 5 8 4 , 2 9 4 1 , 3 3 2

- 3 0-

角. 数

計

5.2 8 7

4 9 5

1 3.8 4 0

3.020

1 6. 8 6 0

3.4 5 3

1 1.5 4 6

3.1 7 5

4 9

1.0 9 2
1 6 1

1.1 6 6

1 8 9

4 3.7 7 6

18.6 6 9

8 3 3

8 0 3

1.6 3 6

6 7

1.8 3 3

8 7 0

2.790

1 7 9

1.8 8 1

5 4 1

7.0 2 7

5.626

-3 1-

採 卵 数 増 減 卵 数 仮収容卵数
S 親魚

使用率

(海 )  a語o
7 , 9 5 0

7 5 8

2 1. 3 0 4

5.3 1 8

26 . 6 22

(海)

7 , 9 5 0

7 5 8

1.2 0 0 2 2.5 0 4

5.3 1 8

(海 )  1 , 2 0 0 2 7 , 8 2 2

98.1

91.9

9 5 . 2

95 . 3

9 5 . 5

7.477 (海 )  7 5 1 8.2 2 8 9 6 . 8

1 7 . 6 1 6 1 7.6 1 6 9 5 . 1

6.4 1 2 6.4 1 2 98 . 4

1 0 9 1 0 9 9 2. 8

2.2 9 3

3 3 8

2 , 9 8 4

3 5 5

2.2 9 3

3、38

2、9 8 4

3 5 5

97 .3

98 . 5

9 8 . 5

9 7 . 6

7 3.3 3 7
34,1 i 0

(海 )  4.0 0 1 7 7.3 3 8 96 .1

9 2.9

1.7 9 0 1.7 9 0 7 0 . 4

1. 7 7 2 1. 7 7 2 99.4

3.5 6 2 3.5 6 2 8 2.1

2 1 5 2 1 5 6.8

4. 1 4 4 △ ( 試 能 )  9 2 4.0 5 2 9 6 . 9

1.6 3 3 1、633 87.1

5 .992 △ ( 試 分交 )  9 2 5 , 9 0  0 6 6 . 0

3 0 6 3 0 6 9 8 . 5

3.70 0 3,7 0  0 9 8 . 8

9 4 5 9 4 5 9 9 . 7

1 4.5 0 5
△ ( 試 分交 )  9 2 1 4.4 1 3 7 8.7

1 i.7 4 1 8 0 . 4

平 均

採 卵 数

2,20等
2.6 0  0

2.3 0  0

2.2 0  0
2、50 0

2、2 0  0

3.0 0 0

2. 20  0

2.90 0

2.8 0  0

3,0 0 0

2.6 0 0

・3.2 0  0

2.90 0

2.4 0  0

2.6 0  0

2,7 0  0

2 , 7 0 0

2,7 0  0

3.2 0  0

3.a 0 0

2,1ii 0 0

2.9 0  0

2.30 0

3.1 0  0

2.70 0

2. 80  0

2.7 0 0

実 施 期 間

iヨ0.21̃ f 2.25
9. 9̃1 2 . 2 2

9. 1̃1 2 . 2 3

9. 1 ̃ 1 2 . 2 3

1 0 . 2 4̃ 1 . 1 0

9
一

9

1̃ 1 . 1 0

3̃ 1 2 . 2 2

9. 8̃ 1 2 . 3 0

9.1 2̃ 1 2 . 3 1

9 . 1 7~ 1 2 . 2 6

9. 1 ̃ 1 2 . 1 0

9. 1̃1 0 . 2 6

9. 5̃ 1 1 . 2 0

9.21̃ 1 1 . 3 ,l

g. 1̃ 1 _1 0
9. 1 ̃ 1 2 . 3 0

9 . 1 3̃ 1 1 . 1 6

9. 1̃ 1 1 . 2 3

9. 1̃ 1 1 . 2 3

9. 3̃ 1 0.1 6

9.1 ĩ 1 2.1 9

8 .21̃1 2 . 1 9

8 . 2 1 ̃ 1 2_1 9

1 0 .  1̃1 2 . 1 0

9 . 2 5~1 1 . 2 7

9 . 1 2̃ 1 2 . 1 0

8 .21̃1 2 . 1 9

8.21̃ 1 2 . 1 3



海

区
水 系 採 卵 場 事 業 場

捕 獲 数

使 .

l 親
さe 0 計 9

根

室

海

区

羅 自 羅 臼 維 自 '.o ' f 7提 1 ,71号 , o1号 7品

春刈古丹 春刈古丹
// 1 8 1 5 3 3 1 8 1 1

植 別 植 別 1無 別 1 4 4 1 4 2 2 8 6 1 4 1 6 9

元崎無異 元崎無異
/ / 5 1 6 2 1 1 3 5 0 2 5

始 無 異 崎 無  異 / / 4 8 5 5 7 7 1 , 0 6 2 4 6 1 2 6 1

戴 別 無 別
// 1 , 3 4 2 1.8 9 1 3.2 3 3 1 2 7 1 7 2 1

古 多 糠 古 多  観
/ / 7 2 6 4 1 3 6 5 7 2 8

9 6
忠 類 忠 類 伊 茶 仁 2 1 3 3 4 2 5 5 5 1 8 9

9 7 6
伊 茶 仁 伊 茶  仁

/ 1 0 1 2 3 , 1 0  0 4.1 1 2 4 8 6

標 津 標 津 根 室

計 根 別

4 , 5 4 7 4 , 7 6 2 9 , 3 0 9 3.8 6 7 1 6 8 3

当 幌 当 幌 2 , 9 1 9 2 , 7 6 2 5、681 2.8 8 5 1,8 0 8

春 別 春 別
/ 3 5 9 3 1 3 6 7 2 3 5 7 2 9 2

床 丹 床 丹 / / 1.3 5 4 7 2 9 2、083 1.3 5 2 6 1 2

1 6 . 4 8 2

2 2

西 別 西 別 江 別 l 4 8, 4 0 5 5 3.5 1 1 1 0 1 、 9 1 6 4 3 , 1 2 2

矢 臼 別 矢 目  別 浜 中 3 9 6 5 1 0 4 2 7

lia li通. 1i型L 蓮 , 1 1 9 0 1. 9 1 4 3 , 1 0 4 7 9 3 1 4 3 5

東

区

別 当  賀

穂 番

海 区 計

別要辺牛

釧 路

阿 寒

茶 路

音 別

十 勝

小 計

歴 舟

別 当  賀

權i 番

本 年  度

前 年  度

厚 岸

9ll 路

阿 寒

茶 路

音 別

千 代  田

打 内

利 別

幕 別

東 3 3 号

東 1 5 号

厚 床

十 勝

幕 別

札 内

大 樹

1.7 6 4

2 0

6 4 , 9 4 8

9 3. 2 59

8 0 5

、1 5.6 6 0

2 6 8

12:0 0 9

2 7.1 7 7

1 , 6 1 7

1. 8 1 6

4 2 . 6 2 0

5 5 5

- 3 2-

1.7 4 6

5 4

7 2 , 7 5 1

68 .721

5 4 3

,1 9.4 1 3

4 0 9

1 4 , 9 2 0

5 4. 6 1 3

9 6 0

2.S 3 8

73、035

8 5 8

3.5 1 0

7 4

1 3 7 , 6 9 9

1 6 1 9 8 0

1 , 3 4 8

3 5.0 7 3

6 7 7

1 5

2 6 , 9 2 9

8 1.7 9 0

2 :577

4.3 5 4

1 1 5.6 5 5

1. 4 1 3

1.4 2 7

1 3

5 8 , 0 2 5

8 6.6 6 1

7 8 6

1 0 , 0 4 8

2 3 3

9.9 4 3

. 7.9 6 4

1.5 6 4
1.3 3 6

2 0 . 8 0 7

3 3 8

7 0 3

1 9

2 4.4 5 5
3 4.9 3 8

4 8 1

7.4 8 5

1 6 0

2 , 0 8 8

2.8 5 0

4 2 5

1 6 2

5.5 2 5

1 5 8

魚 数
採 卵 数 增 減 卵 数 仮収容卵数

1i親魚

使用率

平 均

採卵数
実 施 期 間

計

1,71iij 千粒
2 , 6 3 3 6調発

( 海 ) ・

3.2期 l 1 o o.f 2 ,60宅 自 至
10.1-1 2 . 2 7

2 9 3 3 3 3

3 7 8

, i 9
9 9 9

1 0  0.0

97.9

98.0

95.1

1 , 8 0 0 1 0 .  2 、,1 2 . 1 5

. 2 1 0

3 7 8 2 , 60  0

2.3 0 0
2.2 0 .0

9.1 5~ 1 2 . l 5

7 5 1 1 9 1 0 . 3 0̃ 12 . 1 5

9.17~12.157 2 2 9 9 9

1 , 9 9 2 3.1 7 1 3 ,171 90.7 2.5 0  0 9.21̃1 2 . 2 0

8 5 1 1 2 1 1 2 79.2 2.0 0 0

2. 2 0 0
1 0 . 3 0̃ 1 2 . 2 0

2 8 5 4 0 8 4 0 8 88.7 9.11̃ 1 2 .  8

1 , 4 6 2 1 , 8 7 9 l 1 , 8 79 1 96 .4 l 1.9 0 0 9.21̃ 1 2 . 2 0
5 , 550 9.1 0 6 ( 海 )  3 0 9.1 3 6 85 .0 2.40 0 9. 1̃ 1 2 . 2 0

4.6 9 3 7.0 2 2 l 7 , 0 2 2 97.8 2,40  0 9 . 11̃12 . 10

9 . 2 S̃ 1 2 .  26 4 9 l 8 5 3 8 5 3
l

9 9 . 4 l  2 , 4 0 0

1 , 9 6 4 3 , 4 8 3 : l

3 , 4 8 3 l 99.9 2.60 0 l 9.21̃ 1 2 . 1 0
5 9 , 6 0 4 1 1 0.1 3 3 1 1 0.1 3 3 89.1 2 ,60  0 9. 1̃ 1 . 2 0

4 9 6 9 6 9 69 .2 '2 , 5 0 0 9.11̃ 11 . 2 0

1.2 2 8 2.0 1 4 2 , 0 1 4 6 6 . 6 l 2.500 1 9 . 1 ̃ 1 1 . 2 4
2 , 1 3 0 4 , 5 6 4 4.5 6 4 80.9 3.2 0  0 9.11̃1 1 . 2 7
3 7 5 2

l

5 2 l 9 0 . 0 2、861 9.11̃ 1 1 . 3 0

8 2.4 8 0 1 4 7 , 0 2 8 ( 海 )  6 3 8 1 4 7,6 6 6 89.3 2 , 5 0 0 9. 1̃ 1 .20

1 2 1 , 5 9 9 2 0 2 , 2 9 0 2 0 2 , 2 9 0 9 2 . 9 2,30 0 9. 1̃ 1 .30
・ 0 ・ l 。 。, 。 l  l , o r o 0 l・ 〇 i f、 ll 0 l l- ' l  l 'l Z
3 9 3 6 4 0 6 4 0 86.9 2.7 0

g1

1.23

2.10

1.10

l. r r o
Z.U l・ l 一 l・ l 〇〇.〇 : - U U l 7 ・  l- l l

2 , 1 3 0 4 , 5 6 4 4.5 6 4 80.9 3.2 0  0 9.11̃1 1
3 7 5 2

l

5 2 l 9 0 . 0 2、861 g.11̃ 1 '

8 2.4 8 0 1 4 7 , 0 2 8 ( 海 )  6 3 8 1 4 7,6 6 6 89.3 2 , 5 0 0 g. 1̃ 1

2 1 , 5 9 9 2 0 a2 9 0 2 0'2 9 0 9 2 9 2,30 0 g. 1̃ 1

1 , 2 6 7 2.0 5 2 2 , 0 5 2 9 7 . 6 2 , 6 0  0 1 9.1 1~1
l

1 7 , 5 3 3 26、706 2 6.7 0 6 6 4.2 2 , 7 0 0 g. 1~1 1

・0・ A A  ll _ n R A 9 っ 7 nn O l l̃1

1 2.0 3 1

1 0.8 1 4

2 9 , 1 1 9

2 4 , 2 2 4

( 海 )  2 6 7 2 7 2

2 9 , 1 1 9

2 4.2 2 4

22 .2 i6 oo g.11-
8 2.8 2,9 0  0 g. 1・

29.3 3,0 0 0

g.1 0'

1 1 . 3 0

1 2 . 2 8

0̃ 1 1 . 2 0

9.2 6̃ 1 0 . 2 8

1.9 8 9 4,8 0 7 4.8 0 7 9 6.7 3.1 0  0 9 . 1 0̃ 1 1 . 1 7

1 , 4 9 8 3.3 7 8 3 .378 7 3.6 2.500 9 . 1 0̃ 1 0 . 2 5

10 .  1̃ 1 0 . 1 5

2 6.3 3 2 6 1.5 2 8 6 1.5 2 8 4 8 . 8 3.0 0 C 9 .  1̃1 2 . 2 8

4 9 6 8 7 2 8 7 2 6 0 . 9 2.60 0 9 .2 4̃ 1 2 . 2 7

-3 3-



海

区

補 獲 数 使 用 親

水 系 採 卵 場 事 業 場 e 3 計 率 8

機
装
以
東
海
区

用

0
用

1
;e l 尾

1 l -

尾一

広 尾 広 尾 大 樹

本 年 度 59 ,9 1 7 - 9 4.2 6 5 1 5 4.1 ll l 2

5 9 6 , 3 7 1

3 2.2 1 4 1 3 ,8 1 0
海 区 計

3 1 4.3 9 3前 年 度 2 8 1 , 9 7 8 1 8 8 , 6 0 7 5 9.5 5 7

襟

・仁 確 別 仁 確 別 静 内

様 似 様 似
/ /

幌 別 幌 別 // 7 7

2 9 1

2 8 4 3 6 1 4 8 / ! 3

1 6 6元 浦 川 元 浦 川 / / 4 6 5 7 5 6 1 5 0

・,民l: 舞
三 石

・地 舞 //

三 石 /

//

1 2 2 1 0 4
l

2 2 6 : 1 2 1 6 8

装
静 内 静 内 6 9 5

2 3 8

6 9 3

2 2 5

1 , 3 8 8

4 6 3

1 9 1

6 4 6 2 7 0

1 4 2

1 2

新 冠 新 冠 // 1 9 1

以

西

海

区

沙 流 富 川 7 7

1 1 3

1 1 4 1 8

船 川 11,.進, 川 千 才 6 4 1フ7 3 5 4 2

勇 払

白 老

ai 払 ″ l 1.0 7 9 l 1.0 5 1 2.1 3 0 7 1 3 3 0 7

白 老 自 老 l 1 3 5 1 lll 0 2 9 5 l 1 2 3 9 6

敷 生 数 生 效 生 1 3 0 1 . 1 8 6 3 1 6 1 1 3 9 8

:; ;.気 別 買 気 別 ″ l 1 9 1 1 2
1 i

3 1 1 8 4

長 万 部 長 万 部 八 要 1 6 4 2 5 8 4 4

遊 楽 部 遊 楽 部 〟 j 3 5 7 2 9 0 6 4 7 l 3 2 9
1 1 8

茂 辺 地 茂 辺 地 知 内 4 , 4 9 1 5.3 7 3 9 , 8 6 4 4 , 4 2 6 i 0 7 5

有 川

知 内

有 川 / / 8 1 4 2 2 0 0

知 内 // 3 3 1 2 1 9 5 5 0 3 0 0 1 2 1

亀 川 ai 川 / / 2 0 7 1 4 8 3 5 5 1 6 9 8 6

海 区 計
本 年 度 8.3 8 6 9 , 4 4 4 1 7 , 8 3 0 7.4 0 4 3 , 6 5 2

前 年 度 4.3 7 7 5.3 7 3 9.7 5 0 3,7 1l; 9 2 , 2 2 2

合 計
本 年 度 1 7 1 , 0 8 8 225、102 3 9 6 , 1 9 0 1 3 2 , 8 7 2 5 7 , 491

前 年 度 3 9 8.88フ 4 0 7 , 1 3 9 8 0 6.0 2 6 2 9 6 , 2 5 5 1 0 3 , 7 8 4

前年対比 -2 2 7.7 9 9 - 1 8 2 , 0 3 7 -4 0 9 , 8 3 6 -1 1l1 3 , 3 8 3 -4 6.2 9 3

-3 4-

計

---i『

:ff立

4 6 , 0 2 4 9 1.8 0 1

2 4 8.1 6 4 5 1 6.7 5 1

9 1 1 0 l

3 1 6 3 5

1 8 9 3 0

9 1 6 1.6 1 1

3 3 3 5 2

3 0 4

1 3

' 7 7

1 , 0 2D 1 , 5 4

0・ 0

魚 数

計

--i『
採 卵 数 增 減 卵 数 仮収容卵数

12 觀角.

使用率

, 平  均

採 ・卵 数
実 施 期 間

n 干粒
(海 )  2 0 0

名 i
2 0 0

% 粒
lll0.1 2- 1F1.30

4 6 , 0 2 4 9 1.8 0 3 (海)  4 6 7 9 2,2 7 0 53.e 2 , 4 0 0 l 9. 1 ̃ 1 2 . 2 8
1

2 4 8.1 6 4 5 1 6.7 5 9 5 6 1 , 7 5 9 66.8 2,70 0 9. 3-. 12 .20
9. S- 1 1. 3 0

(海 )  2 2 2 2 2 2
l- l 1 0 . 1 1 ̃ 1 1 . 1 8
l

9 1 1 0 8 1 0 8 62.3 2, 2 0  0

2.3 0  0

9 . 3 0- 1 2 . 1 5
3 1 6 3 5 3 (海 )  3 1 3 6 6 6 1 51.5 9 . 1 8 ̃ 1 2 . 2 1

- l -

1 8 9 3 0 5 (寄)  1 3 3 1 8 99 . 2 2 , 9 0 0 1 0 .  1 ̃ 1 2 . 2 0

9 . 2 1 ̃ 1 2 .  39 1 6 1.6 1 8 (海 )  8 6 1.7 0 4 92 . 9 2 , 50  0

2.80 03 3 3 5 2 8 5 2 8 80.3 9. 8-- 12 .  6
3 0

' 7 7

4 5 4 5 l 23 . 4 2.5 0 0 9. 8̃ 1 1.3 0

1 3 4 1 3 4 3 1 . 0

66.1

3 . 80  0

2.2 0  0

9. 1 ̃ 1 1 . 1 8

9 .17~1 1 . 2 91 , 0 2D 1 , 5 4 5 1.5 4 5

2 1 9 3 2 0 3 2 0
1

9 1.1 l 2.6 0 0 9 . 2 0̃ 1 2 . 1 5

2 1 1 2 9 5 2 9 5
l

8,l1. 9 l  2.6 0 0
l

9 . 1 9 ̃ 1 2 : 1 9

2 2 3 2 3 2 l 94.7 l 1 , 8 0 0 9. 2 0 ̃ 1 t 1 8
8 8 8 28 . 6 1 , 9 0  0 9. 1̃ 1 0 . 3 1

4 4 7 1.0 2 S 1.0 2 3 92.2 1 3 ,10  0 1 0 .  1̃ 1 2 . 2 8
6 , 5 0 1 8 , 2 3 5 (海 )  1 1 5 8.3 5 0 98 . 6 1.9 0  0 1 0 . 6 ~ 1 2 . 3 0

0 0 (海 )  4 0 4 0 0 1 0 .  1 ̃ 1 1 . 2 0

1 0 . 2 5 ̃ 1 2 . 1 84 2 1 9 6 2 9 6 2 l 90 . 6 3.2 0  0
2 5 5 4 9 2 4 9 2 81.6 2 ,90  0 1 0 1 3 ~ 1 22 5

9. 1 ̃ 1 2 . 3 01 1.0 5 6 1 6.0 0 3 ( 海 )  7 7 6
( 寄 )  1 3

1 6.7 9 2 88 . 3 2、20 0

5 , 9 8 1 9、521 (海 )  1 7 1 9,ll1 9 2 85.8 2,50 0 9. 1̃ 1 2 . 2 5

1 9 0 , 3 6 3 3 4 2 , 6 7 6

1表'

:能 )  9 2
1 3
5、882

3 4 8 , 4 7 9 77.7 2 , 6 0 0 8.2 1~ 1 .20

4 0  0 , 0 3 9 7フ4 , 4 2 0 (海 )  1 7 1 7 7 4 , 5 9 1 74.3 2.6 0  0 8 . 2 1 ̃  1.30

- 2 0 9 , 6 7

- 4 3 1 , 7 4 ,

(海 )  十 5.7 1 1 -4 2 6 , 1 1 2

魚 数
採 卵 数 增 減 卵 数 仮 解 卵 数

---一名『

2 0 0

9 觀 魚

使用率

, 平  均

採 卵 数計

---i『

n 構
(海 )  2 0 0

% 粒

4 6 , 0 2 4 9 1.8 0 3 (海)  4 6 7 9 2,2 7 0

5 6 1 , 7 5 9

53.e 2 , 40  0

2 4 8.1 6 4 5 1 6.7 5 9 66.8 i 7 0  0

(海 )  2 2 2 2 2 2

1 0 8 i 2 0 09 1 1 0 8 62.3

3 1 6 3 5 3 (海 )  3 1 3 6 6 6 1 51.5 2.3 0  0

- l -

1 8 9 3 0 5 (寄)  1 3 3 1 8 99 . 2 1 9 0 0

9 1 6 1.6 1 8 (海 )  8 6 1.7 0 4

5 2 8

92 . 9 i 5 0  0

2.80 03 3 3 5 2 8 80.3

3 0 4 5 4 5 l 23 . 4 2.5 0 0

一 3 5-



昭和41年度支,事業場別館親魚捕獲採卵成検表

支 場
捕 獲 数 使 用 規 魚 数

事 業 場
1i s 計 1;l 合 計

北 見 岩 尾 別

斜 里

藤 琴

相 走

北 見

湧 別

清 滑

幌 内

尾
1 9 7

3.0 7 1
3 6 0

1 2 , 4 6 6

2 , 6 1 7

8 , 3 8 8

2.3 0  0

7 8 0

尾
2 8 7

2 , 5 3 6

4 3 0

1 9.0 7 1
2 :612

1 0 , 0 4 0

1 , 5 5 7

5 7 5

尾
4 8 4

5.6 0 7
7 9 0

3 1 , 5 3 7

5.2 2 9

1 8 , 4 2 8

3 , 8 5 7

1 , 3 5 5

尾
1 9 1

3.0 1 3
3 3 1

1 1 , 8 9 0

2 , 5 3 4

7 , 9 8 4

2.2 6 2
7 5 9

尾
1 1 2

2、274

1 6 4

4 , 9 7 0

9 1 9

ll;、562

9 6 2

3 3 3

尾
3 0 3

5.2 8 7
4 9 5

1 6.8 6 0

3.4 5 3

1 1 , 5 4 6

3.2 2 4

1 , 0 9 2

計
本 年 度 3 0 , 1 7 9 3 7 , 1 0 8 6 7 , 2 8 7 2 8 , 9 6 4

1 i.5 4 6
1 3 , 2 9 6 4 2 , 2 6 0

前 年 度 1 2 : 2 3 3 9.3 3 1 2 1 , 5 6 4 5 , 1 7 7 1 6.7 2 3

根 室 羅 自

表 別

伊 茶 仁

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

1 , 0 3 2

2 , 0 9 4

5.7 7 2

4 , 6 3 2

4 8 , 4 0 5

1 , 2 2 9

1 , 7 8 4

7 1 7

2.7 3 6

8 , 2 0 4

3 , 8 0 4

5 3 , 5 1 1

1 , 9 7 9

1.8 0 0

1,7 4 9

4 , 8 3 0

1 3 , 9 7 6

8, 4 3 6

1 0 1 , 9 1 6

3.2 0 8
3 , 5 8 4

1 , 0 3 2

1 , 9 8 0

5 , 0 3 2

4 , 5 9 4

4 3 , 1 2 2

8 2 0

1.4 4 5

7 1 3

1 , 1 0 4

2.2 6 5

2 , 7 1 2

1 6.4 8 2

4 5 7

7 2 2

1.7 4 5
3 , 0 8 4

7.2 9 7
7.3 0 6
5 9 , 6 0 4

1 , 2 7 7

2 , 1 6 7

計
本 年 度 6 4 , 9 4 8 7 2 , 7 5 1 1 3 7.6 9 9 5 8 , 0 2 5 2 4.4 5 5 82、480

前 年 度 9 3 , 2 5 9 l 6 8.7 2 1 1 6 1 , 9 8 0 8 6 , 6 6 1 3 4 , 9 3 8 1 2 1.5 9 9

十 勝 太 田

釧 路

阿 寒

観 居

十 勝

幕 別

札 内

大 樹

8 0 5

1 5.6 6 0
2 6 8

9

3 9 , 1 8 6

1.6 1 8
1 , 8 1 6

5 5 5

5 4 3

1 9.4 1 3
4 0 9

6

6 9 , 5 3 3

9 6 4

2,5 3 8

8 5 9

1.3 4 8
3 5.0 7 3
6 7 7

1 5

1 0 8.7 1 9
2 , 5 8 2

4 , 3 5 4

1.4 1 4

7 8 6

1 0 , 0 4 8

2 3 3

2

1 7 , 9 0 7

1 , 5 6 4

1.3 3 lll

3 3 8

4 8 1

7 , 4 8 5

1 6 0

1

4.9 3 8

4 2 5

1 6 2

1 5 8

1 , 2 6 7

1 7.5 3 3
3 9 3

3

2 2 1 8 4 5

1 , 9 8 9

1 , 4 9 8

4 9 6

計
本 年 度 5 9 , 9 1 7 9 4 , 2 6 5 1 5 4.1 8 2 3 2 , 2 1 4 1 3 , 8 1 0 4 6.0 2 4

一前 年 度 2 8 1.9 7 8 3 1 4 , 3 9 3 5 9 6 , 3 7 1 1 8 8.6 0 7 5 9 , 5 5 7 2 4 8.1 6 4

天 差

i志 i
1 3 1

9二
8 1E

1,81C

1 31l 21
1 2 9

9 3 7

1 2 3

3 2

2 2 9

6 6

1 6 1

1.1 6 6
1 8 9

-3. 6-

採 卵 数 增 減 卵 数 仮収容卵数

9 規 角 .

使 用 率
平均採 .卵数 実 施 期 間

千a
4 2 3

7.9 5 0
7 5 8

2 6.6 2 2
7.4 7 7
1 7.6 1 6
6,5 2 1

22 9 3

'f粒
(海 )  2 , 0 5 0

千粒
2.4 7 3
7 , 9 50

7 5 8

2 7 , 8 2 2

8 , 2 2 8

17 ,61 ll1

6 ,521

2.2 9 3

%
96 . 9

98 .1

9 1.9

95.4

96.8

95.1

98.3

9 7 . 3

・ 粒
2.2 0  0

2,60 0

2.3 0  0
2.2 0  0

3,0 0 0

2 , 20  0

2 , 9 0  0

3 , 0 0 0

自 至
1 0 . 2 1̃ 12 . 2 5
9. 9̃ 1 2 . 2 2

9. 1̃1 2 . 2 3

g. 1̃ 1.10

9. 3̃ 1 2 . 2 2

9. 8̃ 1 2 . 3 0

9 . 1 2̃ 1 2 . 3 1

9. 1 ̃ 1 2 . 1 0

(海) 1 , 2 0 0

(海 )  7 5 1

6 9 , 6 6 0 (海 )  4 , 001 73、661 96 .0 2、40 0 g. 1̃ 1.1 0

- 3 0 , 1 3 2 3 0 . 1 3 2 9 4 . 4 2.6 0  0 9 .  1̃ 12 . 30

2,ll1 6 6

4.7 7 9

1 1 , 3 9 3

11、358

1 1 0,1 3 3

2 , 0 8 3

4.6 1 6

(海 )  6 0 8

( ll11i1 ・) 3 0

:1:,、2 7 4

4 , 7 7 9

1 1 , 4 2 3

1 1 , 3 5 8

1 1 0.1 3 3

2.0 8 3

4.6 1 6

1 0  0.0

94 .1ll

8 7 . 2

99 .2

89.1

66 . 7

81.0

・ 2.6 0 0 1 1 0 .  2̃ 1 2 . 2 7
2 , 4 0 0  9 . 1 5̃ 1 2 . 2 0

2.3 0 0  9. 1~ 1 2 . 2 0

2.5 0 0 l 9 . 1 1 ̃ 1 2 . 1 0
2.6 0 0 l 9. 1̃ 1 .20

l2 , 5 0 0  9. 1~ 1 1 . 2 4
1

3 , 2 0 0  ' 9. 1~ 1 . 2 0l

1 4 7 , 0 2 8 (海 )  6 3 8 11 4 7.6 6 6 89 . 3 2 , 5 0 0 9. 1~ 1 . 2 0

202、290 2 0 2 , 2 i 0 92.9 l 2.300 9. 1~ 1 .30

2:0 5 2

2 6 , 7 0 6

6 4 0

5

5 3 , 3 4 3

4.8 0 7
3、378

8 7 2

2 , 0 5 2

2 6 , 7 0 6

6 4 0

2 7 2

5 :11, 3 4 3

4 , 8 0 7

3,3 7 8

1、072

97 .6

64 . 2

86 . 9

22.2

96 . 7

96 .7

7 3 . 6

60.9

2 , 6 0  0

2.7 0  0
2、70 0

2.6 0  0

3,0 0 0

3,10 0

2、5 0 0

2,1S 0  0

9.11̃ 1 1.23

9. 1 ̃ 1 2 . 1 0

9 . 1 1 ̃ 1 1 . 1 0

9 . 1 1 ̃ 1 1 . 3 0

9. 1̃1 22 8

9 . 1 0̃ 1 1 . 1 7

9 . 1 0̃ 10 . 25

9 . 2 4̃ 1 2 . 2 7

(海)  2 6 7

(海)  2 0 0

9 1 , 8 0 3 (海 )  4 6 ' 9 2 , 2 7 0 5 3 . 8 2.9 0  0 9. 1~ 1 2 . 2 8

5 1 6 , 7 5 9 5 1 6 , 7 5 9 66 .1 2 ,10  0 9. 3̃ 1 2 . 2 0

3 3 8

2.=

3 3 8

2 , 9 8 4

3 5 5

98 .5

98.5

97 .6

2 , 60  0

3.2 0 0
2 ,90  0

9. 1 ̃ 1 0 . 2 6

9. 5~ 1 1 . 2 0

9 . 2 1̃ 1 1.30
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支 場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

1i 0 計 章

三
6 4 8

6 7 5

8

--で

1 5 5

1 5 8

計

一 一 f

8 0 3

8 3 3

中 川

天 塩

尾
6 5 2

9 5 9

2.8 1 9
4,0 0 2

fel
S 9 3

1 , 9 2 7

尾
1.2 4 5
2 :886

計
本 年 度 4 , 5 5 2

4.2 5 7
7 , 3 7 1 2.5 1 2 6 4 0

a 6 0

3 , 1 5 2

前 年 度 8 , 2 5 9 2 ,971 3 , 8 3 1

3.0 1 7

8 7 0

1 , 8 7 5

2 1 9

2 3 3

千 才 千 才

音 江

静 内

白 老

数 生

本 年 度

3 , 5 2 7 l 4.9 3 7
8 1 3  9 4 6

1 , 5 0 0 1 1 , 8 8 5
l
l

1 3 5 l 1 6 0

1 4 9  1 9 8

8.4 6 4

1、759

3 , 3 8 5

2 9 5

3 4 7

2 , 1 1 9

7 0 8

1 , 1 7 4

1 2 3

1 3 1

4 , 2 5 5

8 9 8

1 6 2

7 0 1

9 6

1 0 2

計
6.1 2 4 8 , 1 2 6 1 4 , 2 5 0 1 , 9 5 9 6.2 1 4

前 年 度 l 4.2 8 5 l 6 4 1 4 1 0 , 6 9 9 3 , 6 3 6 1.6 2 0 5.2 5 6

4 5 5

7.1 7 7
5 4 1

1. 8 8 1

1フ 9

渡 島 l 八  望 l 3 7 3 l 3 3 21 知 内 1 5.0 3 7 l 5 , 754
l 厚 沢 部 1 3 5 0 1 4 6 8

l 利 別 l 1.2 0 6 l 1 , 5 3 9
l 現 別 1 1 3 5 l 2 0 7

7 0 5 ; 3 3 3
1

10 .791 l 4 , 8 9 5
l

8 1 8 l  3 4 9

l
2.7 4 5 l 1 , 1 9 2
3 4 2 l  1 3 3

1 2 2

2,2 8 2

1 9 2

6 8 9

4 6

本 年 度 l 7,1 o1 8 ,30  0

4.0 2 3
1 5 , 4 0 1

7 , 1 5 3

6 , 9 0 2 3 , 3 3 1 1 0.2 3 3
計

前 年 度 3.1 3 0 2.8 3 4 1 , 6 3 2 1 4.4 6 6

ll 本 年 度

^ - l 1

1
l

1 7 1 , 0 8 8 l 2 2 5.1 0 2
l

3 9 6.1 9 0 1 3 2.8 7 2 5 7 , 4 9 1 1 9 0 , 3 6 3

t:l P l l 1
l

l 前 年 度 1  3 9 8 , 8 8 7
1 1

l
2 9 6 , 2 5 5 1 1 0 3 , 7 8 44 0 7 , 1 3 9 8 0 6 , 0 2 6 4 0  0 , 0 3 9

-3 8-

採 卵 数 増 減 卵 数 仮収容卵数
e 組 魚
使用率

平均採卵数 実 施 期 間

千粒
1.7 7 2
1 , 7 9 0

n -f粒
1.7 7 2
1.7 9 0

%
99.4

7 0 . 4

粒
2.7 0  0

2 , 7 0  0

自 至
9. 1̃ 1 1 . 2 3

9 . 1 3̃ 11 .16

7 , 2 3 9 7.2 3 9 89.1 2,90 0 9. 1̃ 11 . 30

8, 6 5 3 8.653 74 . 2 2 ,90  0 9. 1̃ 1 2 . 1 0

6 , 0 3 8

1.6 3 3
2 , 9 5 7

3 2 0

3 2 7

△ ( 試1波 ) 9 2

1要i 6 i1

5.9 4 6

1.6 3 3
3,5 9 1

3 2 0

3 2 7

6 1_ 0
87.1

74.9

91.1

87.9

2.8 0  0
2.3 0  0

2 ,60  0

2 , 6 0 0

2 , 5 0  0

9. 1̃ 1 2 . 1 9

8 . 2 1̃12 . 1 9

7. 5̃12 . 2 1

9 . 2 0̃ 1 2 . 1 5

9 . 1 9̃ 1 2 . 1 9

1 1 , 2 7 5

△ (m) 9 2 l
(jl1i )  6 2 1 l 1 1 , 8 1 7

( 寄 )  1 3 1

: l

69.5 1 2 , 7 0 0 l 8 .2 1̃ 1 2.2 1
l l

l

9 , 4 5 2 (海)  1 2 1 9.5 7 3 84.9 l 2 1̃ 1 2 2 0

2、600 l 8・

1.0 3 1 l l 1、031
9 , 6 8 9  (海 )  1 5 5 l 9 , 8 4 4

l ,

9 4 5 l l 9 4 5
l l

3 , 7 0 0 j l 3.7 0 0
3 0 6 l l 3 0 6

89.8 l 3.1 0 0
97.2 l 2 0 0 0

9 9 . 7 i  2 , 7 0 0

l
9 8 . 8 1 3 , 1 0 0

i
9 8 . 5 l  2.3 0 0

9. 1~1 2 . 2 8

1 0 .  1̃ 1 2 . 3 0

9 . 1 2--1 2 . 1 0
9 . 2 5̃ 1 1.2 7

1 0. 1̃ 1 2 . 1 0

1 5 , 6 7 1 (海)  1 5 5

(海)  5 0

1 5 , 8 2 6 97.2

90 . 5

2.3 0  0 9. 1~1 2 . 3 0

7 , 1 3 4 7 , 1 84 2,5 0  0 9. 1~1 2 . 2 7

△ ( 船 演 )  9 2

(海) 5.8 8 2

(寄 )  1 3

l
7 7 . 7 l  2.6 0 0

1

l
8 . 2 1̃  1 . 2 03 4 2 , 6 7 6 3 4 8 , 4 7 9

7 7 4.4 2 0 (海 )  1 7 l 7 7 4 , 5 9 1 7 4 . 3 2,60 0 8.21̃ 1.3 0
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4 )  陸ふ化放流成績概要

本年度のさけふ化放流は岩尾別以下4 oの事業場(支笏湖を除く)と1 o個所の民間収容

所で実施した。

採卵数は34 8 ,5 7 1 ::F粒 ( 海産卵 5. 8 9 5 =F粒を含む)で試験供用92千粒と道外移殖
1 o千粒を除いた348 , 469千粒(収容卵)が道内各ふ化室に収容され、ふ化事業がS1l行わ

れた o ふ出数 2 8 9. 0 9 6 尾 、 ふ化率は 8 3 %の成續であったoふ化の方法は従来アトキン
ス式の0動・に立体式、 河床理没等により行われているが立体式ふ化設備を有している個所は
網走外4事業場で今年度のふ化成續は網走24 , 4 1 3千粒 (収容卵) 8 1 ・ 7 % ( 5、化率)

開 5 , 8 g g 千粒 ( 8 3 . 2 % ) 、 伊茶仁 ( 1 部立体式で新は使用しない ) 、 太田 3 ・ 9 1 1

千粒 ( 7 1 . 7 % ) 、 徳志別 1 , 5 o 0 千 粒 ( 8 7 . 6 %)でふ化率は総体的にみると tl l降と極端

な良否は見受けられない成1l1ljであった。稚魚は前記60個所の所在する4 5水系に26 4 ・ 3

7g千尾を放流した置力、翻1湖、能取湖、佐呂間湖、興部、古多報、音月l」、広尾、仁脇1i、
幌別、三石、新冠. 沙流、勇払J1ll̃ 1 3水系 ( 3湖を合む )え 7 , 6 5 7千尾を選元及分散放
流をした。即ち今年度は 5 8 水系に 2 7 2 , 0 3 6 =F尾のさけ稚魚を 2月 1日よ り 6月 3 0日
迄に放i1一能しふ出尾数に対する放流率は94・1 %であったo

なお1l1ljjl観 の う ち 1 5 7、4 9 2 千 尾( 1lilt流数の5 7 . 9 % )はふ上直後 1l1部t ( 3 0 日~ 5 0

日前後)し放流したものであるo .

※収容卵数一.一従来は採卵数より解 f]統卵数(通搬審死卵)を除去したものを解卵数
として成績発表をしていたが今年度より収容前死卵数を含んだ数を収容卵

数とし、 寄階卵及試験卵、 移殖卵がある場合これを加除して最終収容卵数

と して扱 う こと、:・した。

-4 3-



昭 和 4  1 年度海区水系別能ふ化放流成積表

海

区
水 系 事業場 収容卵数

放 流
死 卵 数 ふ出尾数 ふ化率

無 i合 解 給 餌

-'一 爾

2 , 0 3 6

6.6 3 1

オ

ホ

I

ツ

ク

海

区

岩 尾 別 岩 尾 別
=f:tlL
2、473

科
1 4 0

千尾
2 , 3 3 3

%
94.3

90.3

21ij
斜 里 斜 里 7.4 1 0 7 2 1 6 , 6 8 9

一深 琴 一1集 琴 7 5 8 6 7 6 9 1 9 1.2
l

1.9 5 3

網 走 細 走 2 4 , 4 1 3 4.4 7 3 1 9 , 9 4 0 81.7 1 4 , 2 2 5

器 沸 湖 1, ,454

1.1 9 4能 取 湖

常 昌 北 見 8.2 2 8 1.3 2 7 6.9 0 1 83.9 l 6 , 3 9 0

5 0 0佐呂間湖
l '

80.1 . 1 . l 1 4.0 2 7湧 別 湧 別 1 7 , 6 1 6 3 , 5 1 2 1 4 , 1 0 4

清 滑 清 滑 5 , 8 9 9 9 8 9 4.9 1 0 83.2 3 , 8 5 6

興 部 1 , 0 1 1

1 , 9 7 4 86.1 1 8 7 5

1 , 2 9 2

幌 内 幌 内 2 , 2 9 3 3 1 9

徳 志 別 徳 志 別 1 , 50  0 1 8 6 1 , 3 1 4 87.6

幌 別 歌 登 2.9 8 4 1 6 1 2 , 8 2 3 94 .6
l

8 2 2 l 1 , 9 9 5
;

屯 別 屯 別 1.4 5 4 1 6 2 1.2 9 2 88.9 l
l 1.2 6 0

海 区 計
本 年 度 7 5 , 0 2 8 1 2 , 0 5 7 6 2.9 7 1 83.9 2 4 7 6 9  l 3 6 0 0 6

' l '

前 年 度 1 2 7 , 3 6 7 2 7.8 4 2 9 9 , 5 2 5 78.1 7 7.3 8 8 l 1 9 , 3 5 7

日

本

海

区

天 塩 中 川 6 , 8 6 5 6 0 6 6 , 2 5 9 9 1 . 2 l 5 8 8 6
l

石 狩 千 才 8 , 0 8 1 8 9 3 7 , 1 8 8 8 8 . 9 1 9 7 5 ,911

/ 音 江 1.6 3 3 1 9 5 1 , 4 3 8 88.1 2 7 1.3 7 9

小 計 9 , 7 1 4 1 , 0 8 8 8 , 6 2 6 8 a8 2 2 4 7 , 2 9 0

厚 沢 部 厚 沢 部 9 4 5 7 3 8 7 2 92 .2 6 9 7 7 8

利 別 利 別 2.7 0 0 2 6 B 2:432 9 0.1 1. 3 7 6 8 8 7

海 区 計
本 年 度 2 0 , 2 2 4 2 , 0 3 5 18、189 8 9.9 1.6 6 9 1 4 , 8 4 1

前 年 度 5 6 , 8 5 4 ・ 1 1.1 6 0 4 5 , 6 9 4 80.4

87.2

2 5 , 8 6 9 1 4.3 6 7

羅 自 羅 臼 7.4 7 8 9 6 0 6.5 l 8 l 2 8 6 0l ・

:元1'lt無異 商 .無異 1.3 3 5 2 7 5 1.0 6 0 79.4 1 , 0 1 7 l

-4 4-

「 一1 の事業場は民間簡易ふ化設備

数

合 計
放流期間 備 考(仮収容卵数から収容卵数までlの ・卵の動き(事業場単位)

f尾
2 , 2 9 0 5 . 1 0̃5.20 海産卵2, o 5 o千粒含む

6.6 3 1 4. 5̃5.17 徳志別へ 5 4 0千粒

1 , 9 5 3 4.15~5.12 ( 網 走 よ り 1. 2 8 3 千 尾移 1殖放流)

1 4 , 2 2 5 2 . 2 7̃ 5. 9 屯別へ 1, o 9 9千拉、 様似元l前川へ 1. 1 1 5千粒、 大樹へ 3 , 4 6 o千粒
十勝 よ り 2 . 2 6 5 千 粒 、 海産卵 1 , 2 0  0千粒合む 

1 , 4 5 4 ( 網走より  1 , 4  5 4千尾移殖放流)

1 , 1 9 4

6、390

( 網 走 よ り 1 , 1  94千尾移殖放流)

4. 7~5.16 海産卵7 5  1千粒含む

5 0  0 (北見より  5 o o千尾移殖放流)

1 4.0 2 7 4.20̃5.25

3、866 3. 9̃4.24 徳志別へ62 2千粒

1、011 ( 識滑よ り 1 , o 1 1千尾遼 -:;i:放流)
1 , 8 7 5 4 ・2 2~5.15

1.2 9 2 4. 3̃5 . 1 0 斜里よ り 5 4 0 千粒 、  商滑よ り 6 2 2 千範
2,8 1 7 4 .15̃4.25

1 , 2 6 0 4.15̃ 4.3 0 結走より 1 , o 9 9 千粒

6 0,7 7 5 2.27̃5 . 2 5

96、745 2. 1̃6.10

5 , 8 8 6 2:20̃5.18 天塩より 1.7 9 o千粒. 根室より 1,552千杜、 中標津よ り 7.751千粒
6;l 0 8 2. 4̃5.25 根室よ り 5 4 5 千粒 、虹別よ り 1 , 7 3 4 千粒 、  期 l iへ 1 3 4 :I:1立

日 光へ 1 0 手 粒  

1.4 0 6 5. 1~5. 4

7.5 1 4 2: 4̃5 . 2 5

8 4 7

2 , 2 6 3

2. 1~3 .20

3.25~4.17 八室へ 1, o o o千粒 

1 6、5 1 0 2. 1̃5.25

4 0 , 2 3 6 1.28̃6. 6

2 , 8 6 0 4. 5̃ 6. 5 海産卵60 8千粒を含む、 an[ 1lll1よ り 4. 2 0 4 千 粒
L1.0 1 7 6 .10̃6.1 . 伊茶仁よ り 1 、 3 3 5n
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海

.根

室

海

操

装

以

東

海

区

水 系

素 別

古 多 被

忠 類

伊 茶 仁

標 津

小 計

当 幌

床 丹

春 別

西 別

風 連

矢 自 別

別 当 賀

穂 香

海 区 計

小 計

音 別

十 勝

小 計

歴 舟

広 尾

事業場

素 別

伊茶仁

根 室

中標津

計根別

虹1 別

浜 中

本年度

前 年 度

太 田

十 勝

札 内

幕 別

大 樹

本 年 度

前 年 度

- 4 6- -4 7-

収容卵数

1 2.1 7 6

1 , 3 1 0

2 4.2 0 5 2 , 6 0 2 21.6 0 3 8 9 . 2

6.693 1.6 5 3 5.0 4 0 75 . 3

1 3.2 7 2

8.159

1.8 8 6

1.6 0 8

5 5.8 1 1

3 8 8

( 被 ) 3 1
5 , 7 4 6

l
4. 5 6 6 l  7 0 2

2 , 9 0 4

3.9 5 5

3 7 0

1 3 9.0 3 -o
225 .3 7 2

3、911

19.0 8 8

6 , 6 7 2

2 5 ,7 6 0

7.8 4 6

3 2.5 5 3

1 5.3 1 5

5 5.7 1 4

4.5 3 2

8 9.9 1 7

2 5 3.4 4 4

死卵数

2.4 3 3

ふ出尾数

-一千属
9.7 4 3

ふ化率

8 0 . 0

2 8 2 1.0 2 8 78.5

2 , 6 4 6

1 , 3 9 4

1 i 5

2 1 0

5 0

1 8 . 5 3 7

2 4 , 6 2 2

1.1 0 8

5.2 0 5

1.4 3 8

6 . 6 4 3

9 0 4

8 . 8 6 5

2.5 2 9

12 .2 9 8

1.2 8 9

2 1.3 3 8

3 9. 7 0 9

5.5 8 6 84 . 9

1 0.6 2 6

6.7 6 5

80 .1

8 2 . 9

1 , 7 7 1

1 , 2 2 0

9 3 . 9

7 5 .'1l

l

3 .8641  84.6

51 :;' l  2.3 8 7

1 -

8 2 2

3.5 5 9

3 2 0

9 0 . 0

86.5

1 2 0,4 9 8 8 6 . 7

2 0 0.7 5 0 i  89.1

1 3.8 8 3 72.7

5.234 78.4

1 9.1 i フ フ4.2

6 . 942 88 .5

2 3 , 6 8 8 7 2.8

1 2 . 7 8 6 8 3 . 5

4 3.4 1 6 77.9
3,2 4 3 7 1 . 6

6 8 , 5 7 9 76 .3

2 1 3. 7 3 5 84 .3

放 流

9.5 4 7

1.0 2 3

4 5 7 2 0 , 3 8 6

4.4 3 5

5 , 8 7 2

1. 71フ

1.0 7 3

3 , 7 9 0

2 , 2 9 0

3.5 5 0

3 1 0

67、240

1 7 4.4 3 6

1.1 9 5

1、000

1.0 0  0

6 0  0

3.5 1 0

3.5 1 0

6. 3 0 5

1 1 9.4 1 3

5 0  0

5.539

5 . 5 3 9

1 5 , 9 2 8

「一

4 5. 2 1 3

1 9.、99 l

_____J

l
1 , 4 6 2 l
1 3 , 4 6 5

2、 6 1 6

16.0 8 1

4.9 9 7

1 9.9 9 0

1 2 . 5 4 0

3 7, 5 2 7

3.1 0 1

6.5 7 9 l 9 9 3

- 58 .171
6 5 , 7 7 1

数

高
放流期間 備 考(仮収容卵数から収容卵数までの卵の動き (事業場l lll位 )  )

- 千尾

9.5 4 7 5 .15̃6.15 虹別よ り 7 , 3 9 7 千粒
5 0 0 5.31 (伊茶仁より  5 o o千尾選元放流)

伊茶仁よ り 1 , 3 1 o千粒1 , 0 2 3 6.20̃6 .30

2 0.8 4 3 5. 1̃6.30 虹別よ り 2 1 , 9 3 5 千粒 、  根室より 2 , 5 9 8千粒、  忠類へ 1 , 3 1 0 千 粒,r始i'無里へ 1 . 3 3 5 手 粒_ 海産 3 0 千 粒合む ( 根 室 よ り )
4 , 4 3 5

5.5 3 9

5 .10̃6.30 計 根 別 よ り 3 , 2 2 1 二
一:F::;t'へ 5 4 5二F粒_ 伊義 ・'lit、仁 、1l1 l:[:211 よ り 1 1 , 5 4 8 千 粒、中) I、へ 1.5 5 2?l組・程別そのイl』へ1 5 , 0 8 5n f海ltへi'f産 3 0:F粒

3.25̃6.30 ,a
l

l 室 よ り 6 , 5 0 8 千粒、計 1
1 川へ 1. 7 5 1 二'lillli_ 識香提別よ り 1 , 3 4 0 千粒 、  虹別よ り 2.1i 80 :t一考,1_

へ 3 1 8 手 粒 _ 失日別へ 1. 7 8 0 千 社  
9 , 9 7 4 3 . 2 5̃6 . 3 0

5.8 7 2 2.21̃3.1 7 根 室 よ り 3 , 2 4 7 千粒、 根室その他へ 6. 4 4 6 千 粒

1 7 1 7 3.10̃3 .31 計根別より 1, 8 8 6 千 粒

1、073 5.20̃5.31 根室より 1. 6 0 8 千 粒

4 1ll.0 8 7

3.7 9 0

2 , 2 9 0

3. 1 ̃ 4 3 0 千才、渡1a,その他 (他支場へ)4,783:F拉 伊茶仁その他へ 4 9 ・ 5 3 9:f粒
4. 5̃6 . 1 5 l1lr .1i 11よ り 1. 8 7 5 千 粒 、:l事床 よ り 6 0 9 千 粒
5.10̃6.10 根室より1、1  2 4千粒、  中標津よ り 1 , 7 8 o千粒

l11, 5 S  0 5. 1̃5.31 浜中へ 6 o 9千粒、穂番へ 5 2千粒  '

- l

3 1 0  j 5 .  5̃5 .20 厚床よ り 5 2 千粒 、中標津よ り 3 1 8 千粒

1 1 2 , 4 5 3 j 2.21̃6.30

1 9 4.4 3 5 l 1.17̃6 .30
釧路 よ り 1 , 8 5 9 千 粒6 7 l 4 2 0̃ 5 3 12、 5 . .

l

1 3 , 4 6 5 5 .18̃5.31 1 阿?uり 3 8 9 千粒 、太田へ 1. 8 5 9 千粒 、  観居へ 6 ・ 1 4 9 千1el i
3.6 1 6

1 7 , 0 6 1

5. 1̃5.1 5 釧路より 6 , 1  4 9千粒、  阿寒よ り 2 5 1 千粒、  海産卵2 6 7千粒含む

5. 1 ̃ 5 . 3 1

6 0 0 ( 観居よ り  6 o o千尾還元放流)

4 , 9 9 7 4.27̃5.10 幕別より1 , 8 9 7二f粒、札内、 幕月ト43 , 8 4 5;:f粒、八裝、3. 5 4 8:f粒
2 3.5 0  0 2.25̃ 5 . 1 0 素f月ll;1:り2,652二f:粒、十勝よ り :2 8,788 : :f粒、 網走へ 2.265二能
1 2.5 4 0 3 .15~5. 6 十勝よ り 1 5 , 0 5 7 千粒 、十? 札内̃、4 , 5 4 9 千 粒

4 1.0 3 7 2 . 25̃5 . 10

2. 9 5 6 4.1 5̃ 5.27 網走 よ り 3 , 4 6 0 千 粒

1 4 5 5.2 15~5.23 海産卵2 o o千粒(大樹より還元放流)

6 4,47 . 6 2.25̃5.31

1 8 5 , 1 8 4 2.25̃7.15 l



海

区
水 系 事業場

放 流

収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ化率
無 給 解 給 解

襟

装

以

西

海

区

仁雁別
千fi 科 . . '-li

4 7 4

% '

85.1

千尾 千尾
1 6 9

様 似 f i 5 5 7 8 3 2 5 6

幌 別 7 5 0

元 浦 「完一liiili「 2 , 4 1 0 2 5 0 2 , 1 6 0 89.6 1 , 0 5 9

三 石 2 5 0

静 内 静 内 2 , 815 li表 1i 3 0  0
4 0 1

2 , 1 1 4 75.1 1 , 3 8 0

新 冠 3 3 3

沙 流 3 4 0

船 川 -ite-ア「「 1 3 4 1 6 1 1 8 88.1 1 0 0

勇 払 4 1 1

白 老 白 老 3 2 0 6 1 2 5 9 80.9 2 5 5

敷 生 敷 生 6 5 4 1 0 5 5 4 9

3 0 0

83.9 5 3 3

i i気別開 5 7 0 2 7 0 52 .6 2 4 0

遊楽部 八 藝 5.8 8 5 2.9 7 9 2 , 9 0 6 49.4 5 0 1 , 9 6 3

有 川n 2 5 7 2 4 2 3 3 90.7 2 0 7

茂辺地 「茂辺地 8 , 1 3 3 6 5 5 . 7.4 7 8 91.9 7 , 4 4 6

亀 川 「i『一一7iil 4 9 2 2 8 4 6 4 94.3 4 6 0

知 内 .知 内 2.0 3 8 2 3 4

5.4 0 6

1 , 8 0 4

1 8 , 8 5 9

88 .5 1 , 6 2 0

海区計
本年度 2 4 , 2 6 5 77.7 1 4 , 5 6 1 3.2 6 1

前年度 4 3.3 0 8 9.3 7 3 3 3 , 9 3 5 78.4 3 0.8 9 6 1 , 7 8 0

総 計
本年度 3 4 8 , 4 ・6 9 5 9 , 3 7 3 2 8 9 , 0 9 6 83.0 1 1 4 , 5 4 4 1 5 7.4 9 2

前年度 7 0 6 , 3 4 5 1 1 2 : 7 0 6 5 9 3.6 3 9 84.0 4 2 8.0 0 2 1 2 1.2 7 4

総採卵数

△供試卵

海 産 卵

仮収容卵数

△道外移解卵

収 容 卵 数

3 4 2 , 6 7 6 千 粒

9 2 "

5. 8 9 5  〟
3 4 8. 4 7 9  ″

1 0 "

3 4 8. 4 6 9  ″

-4 8-

△供試卵 9 . 2千粒j調 査  3

北 大  1 o
内 訳 -学 大  9

這立,」i・化場 7 0 ̃ ( 交配商用 )
△道外解卵  1 o千粒(淡水研日

光支所)

数
放流期間 備 考[仮収容卵数から収容5激までの卵の動き(事業場単位) 〕

合 計
-' = 税

. 1 6 9 ( 様 似 よ り 1  69千尾通元放流)

2 5 6 5.27 網走よ り 3 3 5 千杜 、  海産卵2 2 2千粒

7 5 0 (元浦川より 7  5 o千尾還元放流)

1.0 S 9 5. 2 静内より76 6:F粒、構ll1より78 0:f拉、?l0より538千粒、灣座卵 3 26t lEl

2 5 0 (元浦川より 2 S  o千尾選元放流)

1, 1; 80 3 . 17̃4 1 1 元組川へ 7 6 6 千 粒. 虹別よ り 5 3 8 千粒 、海産卵 8 6:t一粒一一 一__-_一一一一一一一
( 静内より 3 3 3千尾選元放i流 )3 3 3

3 4 0 ( 静 内 よ り 3 4  o千尾還元放流)

1 0  0 4. 4 ̃ 4 .  6 千才よ り 1 3 4 千 粒

4 1 1 ( 千::1r よ り 4 1  1 ::f一尾還元放流) _

2 ・5 5 2.10̃3.20

- - 5 3 3 l 3. 3~4. 6 虹別より 3 5 9千粒、  豊浦へ 3 2千粒
2 4 0

2 , 0 1 3

敷生より 3 2千粒、虹別より 5 3 8千粒

2 .20~5. 8 十勝よ り 3 , 5 4 8 千粒.、院別よ り 3 o 6 千粒 ,利別よ り 1 , o 0 o千llt_

2 0 7 4 4 茂辺地より 2 1  7千拉、 海産卵4 o千粒 _ _

7,446 3. 1~S. 6 知内より 8 , 3 5 0 千粒、  有川へ 2 1  7千杜 _

4,l1 0 4. 1~4.20 知内よ り 4 9 2 千 粒

1.6 2 0 3. 1̃4.10 的 l1よ り 1 , 0 7  6千粒
1 7 , 8 2 2 2.10̃S.27 ( 被 )- , ・ -被害93 _

3 2.6ll' ,l; 2 .12̃5.2 5

2 7 2.0 3 6 2. 1̃6 .30
5 4 9 , 2 7 6 1.17̃7.1

〇 標 識 放 流

確fa川̃ 1 , 0 2 6 ,0 o 0 尾
{歴舟産 5 1 6 , o o o尾 . 開 、 右 胸 的

内訳
綱走産 5 1 o.ooo尾 聞 、 右離書
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昭 和 4  1 年 度 支 - 事業場別性ふ化放流成積表
支 場 事 業 場 収 容 卵 数 死 卵 数 ふ 出 尾 数 ふ化率

北見支場 幌 内

清 滑

湧 別

北 見

紹 走

藤 琴

斜 里

岩 尾 別

2 , 2 9 3千tt

5 , 8 9 9

1 7 , 6 1 6

8 , 2 2 8

2 4 , 4 1 3

7 5 8

7.4 1 0
2.4 7 3

3 1 9n

9 8 9

3 , 5 1 2

1 , 3 2 7

4 , 4 7 3

6 7

7 2 1

1 4 0

1.9 7 4 千 Ji

4 , 9 1 0

1 4 , 1 0 4

6.9 0 1

1 9 , 9 4 0

6 9 1

6、689

2 , 3 3 3

86 . 1  %

8 3 . 2

80.1

83 .9

81 .7

91 .2

9 0 . 3

94 .3

本 年 度 6 9.0 9 0

1 1 5.7 6 4

1 1. 5 4 8 5 7 , 5 4 2  1 83 .3
l

前 年 度

羅 臼

2 6 , 2 0 1 8 9 , 5 6 3 77.4

根室支場 7.4 7 8  1 9 6 0
l

1 , 3 3 5  1 2 7 5

1 2.1 7 6  l 2.4 3 3
l

1.3 1 0  , 2 8 2
l

2 4 , 2 0 5  l 2.602

6 , 6 9 3  1 1.6 5 3

6.5 7 9  1 9 9 3

8.1 5 9  1.3 9 4

1 , 6 0 8  3 8 8

1.8 8 6  1 1 1 5

l ( 被 ) 3 1

5 5 , 8 1 1  5 , 7 4 6

2.9 0 4  5 1 7

4. 5 6 6  l 7 0 2
1

3.g 5 5  1 (被 ) 18 6
l '°3 7 0  5 0
l

6 , 5 1 8

1.0 6 0

9 , 7 4 3

1.0 2 8

2 1.6 0 3

5.0 4 0

5 5 8 6

6 , 7 6 5

1 , 2 2 0

1.7 7 1
5 0 , 0 3 4

2.3 8 7

3 , 8 6 4

3,5 5 9

3 2 0

8 7 . 2

7 9 . 4

8 0 . 0

78.5

8 9 . 2

75.3

84.9

82.9

75.9

93 .9

89.6

82.2

84.6

90 . 0

86.5

元崎無異

薫 別

l忠 類

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

計 根 別

「春一房1il
床 丹

虹 別

矢 自 別

浜 中

厚 床

穂 香 l
本 年 度 1 3 9.0 3 5 1 8.5 3 7 1 2 0 , 4 9 8

2 0 0.7 5 0

86.7

前 年 度 2 2 5 , 3 7 2 2 4 , 6 2 2 89.1-5 0-

「 一1の事業場は民間簡易ふ化設備
放 流 尾- 数

放 流 期 間 備 考
無 給 i耳 給 領 合 計

-f-是
4.8 6 7

1,875◆建 l 1.8 7 5 報
4.8 6 7

l

l
1 4 , 0 2 7 l 1 4.0 2 7

6 , 8 9 0  6 , 8 9 0
l

l
1 8 , 1 5 6

670

6.6 3 1  6 , 6 31

l
2.0 3 6 l  2 , 2 9 0

l

4 . 2 2̃ 5 . 1  5

3. 9̃ 4 . 2 4

4 . 2 0̃ 5 . 2 5

4. 7 ̃ 5 . 1  6

2_ 2 7̃ 5. 9
4.1  5̃ 5 . 1  2

4. 5̃ 5 . 1 7

5 . 1  0̃ 5 . 2 0

1 8 , 1 5 6

6 7 0

2 5 4

2 3 , 9 4 7 3 1 , 4 5 9 5 5.4 0 6

8 6.9 6 8

2 . 2 7̃ 5 . 2 5

6 7 , 6 1 1  1 1 9.3 5 7
l

2 . 1  2 ̃ 6 . 1  0

1 2.8 6 0  l 2.8 6 0  l 4 . 5 ̃ 6 . 5
l 1 , l

1 , 0 1 7  l 1.0 1 7  1 6 . 1 0~ 6 . 1 S

l l9,54フ 9.54フ 5 . 1 5 ̃ 6 . 1 5

l1. 0 2 3  1 1.0 2 3  1 6 . 2 0̃ 6 . 3 0
1 i ̃

4 5 7  2 0.8 8 6  1 2 1.3 4 3  l 5 . 1  6 . 3 0
l 14.4 3 5  : 4.4 3 5  5 . 1 0̃ 6 . 3 0
1 l
; 1

1 5.5 3 9  1 5.5 3 9  1 3 . 2 5̃ 6 . 3 0
l 1

5 , 8 7 2  l 5 , 8 7 2  l 2 . 2 1~ 3 . 1 7

1 l l1 , 0 7 3  1 1 , 0 7 3  1 5 . 2 0̃ 5 . 3 1

1 7 1 7  1 1 - l 3 . 1 0̃ 3 . 3 1

1 l
3 2 , 1 5 9  1 5、928  1 4 8.0 8 7  1 3 . t̃ 4 . 3 0

l2.2 9 0  2, 2 9 0  5 . 1 0̃ 6 . 1 0

3.7 9 0  3.7 9 0  4 . 5̃ 6 . 1 5

l3.5 5 0  l 3.5 5 0  5 . 1̃ 5 . 3 1

3 1 0  3 1 0  5 . 5 ̃ 5 . 2 0_ l

6フ.2 4 0 4 5.2 1 3  1 1 1 2.4 5 3 2 . 2 1 ̃ 6 . 3 0

1 7 4 , 4 3 6 1 9 , 9 9 9 1 9 4.4 3 5 1 . 1  7̃ 6 . 3 0

-5 1-



支 場 1;i 業場 収 容 卵 数 死 卵 数 ふ 出 尾 数 ふイL;率

十勝支場 太 田

aq 路
a 居
幕 別

札 内

十 勝

大 樹

本 年 度

3.9 1 1千il11

1 9 , 0 8 8

6,ll l 7 2

1 5 , 3 1 5

3 2 , 5 5 3

7.8 4 6
4 , 5 3 2

1.1 0 8 能

5.2 0 5

1.4 3 8
2:5 2 9

8.8 6 5

9 0 4

1 , 2 8 9

2 , 8 0  3 -f尾
1 3 , 8 8 3

5.2 3 4

1 2 , 7 8 6

2 3.6 8 8
6 , 9 4 2

3 , 2 4 3

6 8.5 7 9

7 1 . 7 %

72.7

78.4

8 3 . 5

72.8

88.5

71.6

7・'.38 9 , 9 1 7 2 1 , 3 3 8

前 年 度

徳 志 別

歌 登

屯 別

中 川

本 年 度

2 5 3.4 4 4 3 9 , 7 0 9 2 1 3.7 3 5

1.3 1 4

2.8 2 3

1.2 9 2
6:2 5 9

84 .3

天塩支場 1 , 5 0  0

2 , 984

1.4 5 4
6.8 6 5

. 1 8-6
1 6 1

1 6 2

6 0 6

87.6

94.6

88.9

91.2

1 2 , 8 0 3

2 9.8 5 2

1.1 1 5 1 1 , 6 8 8 91.3

8 7 . 5

88.9

88.1

85.1

89.6

75.1

88.1

80.9

83 .9

52 .6

前 年 度 3.7 4 5 2 lll.1 0 7

7.1 8 8

1 , 4 3 8

4 7 4

2 , 1 6 0

2 , 1 1 4

1 1 8

2 5 9

5 4 9

3 0 0

千才支場 千 才

音 江

8.0 8 1

1 , 6 3 3

5 5 7

2.4 1 0

2 , 8 1 5

1 3 4

3 2 0

6 5 4

5 7 0

8 9 3

1 9 5

8 3

2 5 0

( 敏 ) 3 0  0
4 0 1

1 6

6 1

1 0 5

2 7 0

様 似

元 浦 河

静 内

船 川

白 老

般 生

豊 浦

本 年 度

前 年 度

八 雲

1 7 , 1 7 4

5 2 , 4 2 2

2 , 5 7 4

1 3 , 1 7 7

1 4.6 0  0
3 9.2 4 5

85.0

マ
7 4.9

渡島支場 5.8 8 5

2 5 7

8.1 3 3

'9 7 9
2 4

6 5 5

. 2 , 9 0 6

2 3 3

7.4 7 8

4 9.4

90.7

9 1.9

有 川

茂 辺 地
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放 流 尾 数
放 流 期 間

4 . 2 0̃ 5 . 3 1

5 . 1 8̃ 5 . 3 1
5. 1 ̃ 5 . 1 5

3 . 1 5̃ 5. 6

2 . 2 5̃ 5. 1 0

4 . 2 7 ̃ 5 . 1 0

4 . 1 5 ̃ 5 . 2 7

備 考
無 始 餌

1 , l 9 5 f 建

1 , 6 0 0

3 , 5 1 0

給 9i 合 計

1 , 4 6 2 f 尾

1 3 , 4 6 5

2 , 6 1 6

1 2 , 5 4 0

1 9 , 9 9 0

4 , 9 9 7 .

3.1 0 1

2.6 5 7千尾

1 3.4 6 5

4 , 2 1 6

1 2.5 4 0

2 3.5 0  0

4.9 9 7

3 , 1 0 1

6.3 0 5 5 8.1 7 1 6 4.4 7 6 2 . 2 5 ̃ 5 . 3 1

1 1 9 , 4 1 3 6 5 , 7 7 1 1 8 5 , 1 8 4 2 . 2 5 ̃ 7 . 1  5

1 , 292

1 , 9 9 5

1 , 2 6 0

5.8 8 6

1 , 2 9 2

2 , 8 1 7

1 , 2 6 0

5.8 8 6

4. 3̃ 5.1 0

4.1 5 ̃ 4 . 2 5

4.1 5 ̃ 4 . 3 0

2 . 2 0 ̃ 5 : 1  8

8 2 2

8 2 2 1 0.4 3 3

5.8 2 0

1 1 , 2 5 5

2 5 , 5 7 4

2 . 2 0 ~ 5.1 8

2. 1 ̃ 5 . 3 11 9.7 5 4

6 0 8

2 7

2 , 0 5 9

2.0 5 3

2 5 5

5.9 1 1

1.3 7 9

4 2 5

6.5 1 9

1 , 4 0 6

4 2 5

2 , 0 5 9

2 , 0 5 3

1 0 0

2 5 5

5 3 3

2 4 0

2. 4 ̃ 5 . 2 5

5. 1 ̃ 5. 4

5 . 2 7 ~ 5 . 2 7

5. 2 ̃ 5 .  2

3 . 1 7 ̃ 4.1 1

4. 4̃ 4. 6

2.1 0̃ 3 . 2 0

3. 3̃ 4. 6

1 0 0

5 3 3

2 4 0

5.0 0 2

2 5 , 5 7 9

5 0

2 0 7

7.4 4 6

8'5 8 8

8.5 4 7

1 , 9 6 3

1 3 , 5 9 0

3 4.1 2 6
2. 4̃ 5 . 2 7

2 . 1 0̃ 6. 6

2.0 1 3

2 0 7

7 , 4 4 6

2 . 2 0̃ 5. 8

4. 4̃ 4. 4

3. 1 ̃ 5 .  6
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支 場 事 業 場 収 容 卵 数 死 卵 数 ふ 出 尾 数 ふ 化 率

t 川 4 9 2 科

2 , 0 3 8

2 , 7 0 0

9 4 5

2 8 =ft;l:

2 3 4

2 6 8

7 3

4 6 4・千尾

1.8 0 4
2 , 4 3 2

8 7 2

9 4.3.%

88.5

90.1

92.2

知 内

利 別

厚 沢 部

本 年 度 2 0 , 4 5 0 4 , 261 1 6.1 8 9

2 4 , 2 3 9

7 92:

前 年 度 2 9.4 9 1 5,2 5 2 3l'i

合 計
本 年 度 3 4 8.4 6 9 5 9 , 3 7 3 2 8 9.0 9 6 83.0

前 年 度 7 0 6.3 4 5 1 1 2 , 7 0 6 5 9 3 , 6 3 9 84.0

総採卵数

△供試卵

試験卵

仮収容卵数

△道外移籍卵

収容卵数

3 4 2 , 6 7 6 千 粒

9 2  ″

5. 8 9 5  ″

3 4 8. 4 7 9  〟

1 0 ″

3 4 8. 4 6 9  ″

△供試卵 9 2 千粒{調 査  3 "
北 大  1 o 〟

内 訳
学 大  9 ″

道立ふ化場7 o″(交配種用)

△道外移籍卵 f o千粒(淡水研日
光支所)

◎本表は事業場毎のふ化成積で水系1il」の放流実積は海区水系別ふ化放流成續表によるo

5 4

放 流 尾 数

無 始 解 始 解 合 計
放 流 期 間 備 考

4 6 0千尾

1.6 2 0
1.3 7 6
6 9

千尾

8 8 7

. 7 7 8

4 6 0千尾

1 , 6 2 0

2 , 2 6 3

8 4 7

4. 1 ̃ 4 . 2 0

3. 1 ̃ 4 . 1 0

3 . 2 5~ 4.1 7

2. 1 ~ 3 . 2 0

埋没収容卵

1 1.2 2 8 3 , 6 2 8  . 14、856 2. 1 ~ 5. 8 ( 被 )-・ 解
2 1 , 2 0 9 1.7 8 0

1 5 7.4 9 2

2 2.9 8 9 1 . 2 8̃ 5 . 2 5

1 1 4.5 4 4 2 7 2.0 3 6 2. 1 ̃ 6 . 3 0

4 2 & 0  0 2 1 2 1 , 2 7 4 5 4 9 , 2 7 6 1 . 1 7̃ 7 . 1 5

◎ 標 識 放 流

歴舟川̃ 1. 0 2 6 , 0  0 0 尾
{歴舟産 5 1 6. 0 0 0尾

内訳
細走産 5 1 0 , 0 0 0 "
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§ 8. 鱒 増 殖 事 業



S 8  鱒增殖事業

1 捕整・採卵概要

今年度の題 ( 桜 、樺太 )の增集i事業実施河川は. オホーツク海区外4海区23水系で行い、
桜t8iま 2 2個所、海太總ま・1個所の描推採卵号で実施した。
o 桜 1露

本年度はオホ、ーツク海区8水系 ( 8採卵場 )日本海区4水系 ( 4採卵場 )根室海区9水系

( 9 採5 i聯 )襟裳以西海区1水系 ( 1採卵場 )の 2 2水系、  2 . 2 採5P場で行つた結果、各海

区とも全般的に前年度より好成横であった。捕獲総数は9 , フ 6 4 尾 で計画数の 1 1 1 %採卵

数は 8 , 3 4 8 千 粒で計画数の 9 0 . 8 %をもって終了したo

この種の河川溯上は融雪期の4月頃より始まり審養期出a も長期にわたるため捕獲、 落養とも
に無点が多く,  大部分の溯上角、は上流で天然産卵している模様である。

この名 i北海道では昭和38年度、幌内川、3 9年度. 干走川、利別川、見市1ll.. 4 o 年度、
速音別川、厚内川、 4 1年度、増幌川、幌別川(日高)の8河川を保護水面に指定し. これ
ら の f.ll種 、を保護する施策をこうじている。

o 律' 太 更B

本年度はオホー ツ ク 海 区 1 4 水 系 ( 1 4 採5出u- )日本海区1水系 ( 1採卵場 )根室海区
1 4 水 系 ( 1 4 採 卵 場 )1li全装以東海区1水系 ( 1採9場 ) 能 .以西海区1水系 ( 1採卵11l;, )
で実施した。

この結果描獲数は4ク. 3 1 6 尾 、 計画連成率 8 3 . 3 % 採卵数は 1 4. 6 8 2 千粒 、 計画連成
率 4 0 . 9 %の成績で終了した。

この角、種の豐凶は1年おきに明らかな增減 i・・示しており、本年t期・.室流i区力、良く、オ?、ーツ

ク海区は不漁で従来の傾向としては.・ オホーツクの回游量.tが全這 l 「、illl太題の漁獲を大きく
左右しているものである。

描獲数に比ぺ採卵計画達成率が以外に悪るかつたことは根室 ;l1 l1区̃標津沿岸の河川に溯上し
た 捕 獲 親魚 の 約 7 0 % 力・小型 3角 . ( 0 . 5 k̃ 0 . 8 k )で字親無の孕卵数も少なかつた為、
採卵成横が不擴であった。
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海区別桜1韓事業成績図 海区別樺太 監專事業成績図

日本海区 o.1 %

日本海区 3,7 %

-5 8-
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事 業 計 画  と 実 横 並 びに前 'fi一 度 と の 比 較

昭 和 .4 l 年

- 区 分
計 画 数 実 績

捕 獲 数

車 使 用 数

8. 8 0  0 尾

4, 2 l 3  〟

9,1 l l) 0 千 粒

9,7 6 4, 尾

4,41, 7 6  ″

採 卵 数 8 . 3 4 8 千 粒

放 流 尾 数 8,0 3 6  千尾 6 . 7 7 3 千 尾
飼 ( 5 6 0 )  -

昭 和 4 l 年
区 分

計 画 数 実 續

4 9, 3 1 6  尾補 獲 数 5 9 , 2 0  0 尾

1i 使 用 数 2 5 , 7 0 4  ″ 1 2, 8 2 5 " .

採 卵 数

放 流 尾 数

3 6.0 0 0 千 粒 l 4 , 6 8 2  千尾

3 1, 6 7 0 千 尾 1 1, 2 7 8  千尾

-6 0-

度 l 昭 和 4 0 年 度
実 績

前 年 度 と  の 対

比 増 減 Δ達 成 率

1 l 1. 0  % 5 , 4 6 9  尾 4 , 2 9 5  尾

1 0 6. 2 ″ 2, 8 2 3  ″ l , 6 5 3  ″

9 0. 8 ″ 4,, 6 4 l  千粒 3, 7 0 7 千 粒

8 4,. 3 ″ 8. 9 0 3  千尾 2. 8 7 0  _
飼 ( 5 6 0 ) 千 尾

度 昭 和  4 0 年 度

実 績

前 年 度  と の 対

比 増 減 △達 成 率

8 3 . 3  % 3 8, 9 4 l  尾

l 5 , 8 8 5  ay

l 0. 3 7 5  尾
4 7. 9 ″ △ 3, 5 6 0  ″

4,0.9 ″ 2 2 , 1 0 4 千 粒

1 7. 5 9 2 千 尾

△ 7. 4 2 2 千 粒
3 5 . 6  ″ △ 6, 3 1 9 千 尾

-6 1-



昭和4  1 年度海区別桜館事業成積集計表、海 区 項  目 描 獲 採 卵 成 積

捕 獲 数
性 比

字 親 魚

使 用 数

1i 親 魚

使 用 率.字 さ 計

尾

2. 9 9 7

3 0 4

尾

1. 5 4 5

5 7

尾

4. 5 4 2

3 6 1

尾

1. 4 5 0

2 9 7

%
4 8 . 4

9 7 . 7

オ ホ ー ツ ク 海 区 6 6 . 0

日 本 海 区 8 4 . 2

根 室 海 区 3. 1 7 1 1. 6 7 9 4. 8 5 0 6 5 . 3 2. 7 2 9 8 7 . 5

襟 裳 以 東 海 区

線 裳 以 中 海 区

l
l

1 0 1 1 1 9 1. 0

合 計 6. 4 8 2 3. 2 8 2 9.7 6 4 6 6 . 4 4. 4 7 6 6 9. 1

昭和 4  1 年度支場別桜館事業成績集計表、資
海 区、捕 獲 採 卵 成 般

描 撞 数 9 親角.

使 用 数

字 親 角.

使 用 率
性 比

S. l 合 計

尾

2. 5 4 8
足

1. 2 8 3
尾

3. 8 3 1
尾

1. 2 8 4
%

5 0 . 4北 見 支 場 6 6 . 5

根 室 支 場 3. 1 7 1 1. 6 7 9 4 , 8 5 0 6 5 . 4 ・ a 7 2 9 8 7. 5

十 勝 支 場

天 塩 支 場 4 3 5 2 7 2 7 2 7 6 2 . 6 1 7 1 3 7. 5

千 才 支 場 2 9 1 3 0 9 7 . 1 1 3 4 4. 8

渡 島 支 場

合 計

2 7 9 4 7 3 2 6 8 5 . 6 2 7 9 1 0  0 .0

6. 4 8 2 3 、 2 8 2 9. 7 6 4 6 6 . 4 4. 4 7 6 6 9 . 1

- ,6 2-

飼( ) - - ・ - 飼青数(未放流)
ふ 化 放 流 成 横

平 均

採 卵 数

-一つ

1. 6 0  0

採 9S数
実 施

期 間
収容卵数 ふ出尾数 ふ出率 放流尾数

放 流

期 間

:fla
2. 3 1  1

二f:ilf.
2. 3 1 1

千一尾
2 . 0 3 0

%
8 7 . 8

千尾

:2. 0 0 35.2lil̃ 10 . 1 0 1.1 ̃4.30

2 : 4 0  0 7 1 4 7.25̃ 10 .31 6 4 9 5 5 4 8 5 . 4 飼 ( 5 4 2 )6 3.1 3̃ . 10

1. 9 0  0 5. 3 2 3 6.1 ̃10 .31 5 , 2 4 5 4. 7 8 7 9 1. 3 4. 7 6 4 1 . 2 5̃ 4.30

75 . 1̃ 1.3 0 3 0 1 8 6 0 . 0 飼 ( 1 8 )

1. 9 0  0 6, 3 4 8 5.29 1̃ 1.3 0 8. 2 3 5 7. 3 8 9 8 9 . 7 飼 ( 5 6 0 )
6. 7 7 3

1.1̃4.3 0

飼 ( ) ・  ・ ・  ・飼青数(未放流)

ふ 化 放 流 成 續

平 均

採 5P数
採 卵 数

実 施

期 間
収容9l1 装11 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数

放 流

期 間

粒

1. 6 0 0
二:開[.

2. 0 7 6
:ft1
2. 0 7 6

千是

1 , 8 1 0

%
8 7 . 1

:f尾
1. 7 8 95.29̃ , l 0.10 1.1 ̃4.10

2. 0 0 0 5 , 3 2 3 6.1 ~l '0.31
l

5. 2 4 5 l 4. 7 8 7
l

9 1 . 2 l 4 , 7 6 4
I

1.2S~4.30

1. 4 0 0 2 4 3 6.1・ ̃ 9.30 2 4 3 2 2 6 9 3 . 0 2 2 0 2.1 ̃4.30

2:, 4 0 0 3 1 7.5 1̃1.3 0

2. 4 0  0 6 7 5 9.1 1̃ 0 .10 6 7 1 5 6 6 8 2 . 2 飼 ( 5 6 0 )

1 , 9 0 0 ii.3 4 8 5.29 1̃ 1.30 1 8. 2 3 5
1

7. 3 8 9 8 9 . 7  l 飼 5 6 0
l 6.7 'l 3

1.1 ̃4.3 0

-6 3-



昭和 4  1 年度海区別樺太題事業成績集計表

、海 区 項  目
捕 獲 採 卵 成 . 積

描 獲 数
性 比 S. 親 魚

使 用 数

字 親 魚

使 用 率章 な 計

尾

2_4 0 5 尾

2:718

尾

5.1 2 3
尾

1.6 9 0
%

Z 0.3

80.0

オ ホー ツ ク 海 区 47.0

日 本 海 区 1 0 1 3 2 3 43.5 8

根 室 海 区 1 3.8 2 2 3 0.3 0 6 4 4.1 2 8 3 1.3 1 0 , 6 0  0 76.7

様 裳 以 東 海 区 2 8 1 1 3 9 71.8 2 7 96.4

様 装 以 西 海 区 3 3 1 0  0.0

合 . 計 1 6.2 6 8 3 3.0 4 8 4 9.3 1 6 33.1 1 2 ,3 2 5 7 5 . 8

昭和 4  1 年度支場別樺太第事業成積集計表t海 区 項  目 描 控 採 卵 成 載

:lili 獲 数
性 比

字 組 魚

使 用 数

? 親 角ll.

使 用 率
0 容 計

尾

1.4 5 8
尾

1.2 5 5
尾

2.7 1 3
尾

1.2 2 0

. %

83.7北 見 支 場

根 室 支 場

53.7

1 3.8 2 2 3 0.3 0 6 4 4.1 2 8

3 9

3 1.3 1 0.6 0 0 76.7

十 勝 支 場 2 8 1 1

1.4 7 6

72」0 2 7 96.4

天 塩 支 場 9 5 7 :2.4 3 3 64.8 4 7 8 49.9

千 才 支 場

渡 島 支 場 3 0 3 1 0  0.0

合 計 1 6.2 6 8 3 3.0 4 8 4 9.3 1 6 33.1 1 2.3 2 5 75.8

-6 4-

ふ 化 放 流 成 横

平 均

採 卵 数

採 卵 数 実 施

期 間
収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数

放 流

期 間

粒

1.3 0 0
;F拉

2.1 6 2
:F粒

4.4 5 5
千尾

4.0 0 2
%
89.8

千尾

3 , 9 4 67.1 1̃ 0 .20 2.1̃ 4.3 0

1.2 0 0 9 7.25~9. 2 0 9 9 1 0  0.0 9 3.1 3̃ . 10

1.2 0  0 1 2.4 6 8 6.8~10.21 7 , 3 7 2 6 , 3 9 2 86.7 6.2 8 6 2:1̃5.25

1.6 C 0 4 3 8.1~9 .30 4 3 3 2 74.4 3 2 2.2Cl̃ ,3.20

1.:7 4 3 1 , 4 5 7 83.5 1.0 0 0 3.2̃ 5.8

1.2 0 0 1 4.6 8 2 6.l̃ 11.4 1 3.6 2 2 1 1 , 8 9 2 87 .2 1 1.2 7 3 2.1̃ 5.25

ふ 化 放 ・ 流 成 績

平 均

採 卵 数
採 卵 数

l一実 施
l 期 間 収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数

放 流

期 間

粒

1.3 0 0
千粒

1.6 2 1
千粒

. - ・ 3.9 1 4

, 千i i
3.4 9 8

%
e 9.3

. i 尾

3.4 5 07.4~10 .20 2.1̃ 4.3 0

2.1~5. 2 51.2 0  0 1 2 . 4 6 8 6.1̃ 10.21 7.3 7 2 6.3 9 2 86.7 6 , 2 8 6

1.6 0  0 4 3 8.1 '̃9.3 0 4 3 3 2 7 4.4 3 2 2:2 0-3.20
1.2 0 0 5 5 0 7.1̃10.5 5 5 0 5 1 3 93.2 5 0 5 2:1 4̃.3 0

1.フ43 ・ 1.4 5 7 83.5 1,1.0 0 0 3.2̃ 5.8

1.2 0 0 1 4.6 8 2 6.1~1 0.21 1 3.6 2 2 1 1.8 9 2 8 7.2 1 1.2 7 3 :2.1̃ 5.25

- 6 5-



昭和41年度海区水系別桜館親魚補獲採卵成績表

-6 6-

数

計
採 卵 数 增減卵数 仮収容 .卵数 平 均

採 卵 数
実 施 期 間

尾

38

9 3 0

li-4i
8 5

1 5

1 1

1 8 3

1. 8 o 6

7 4 7

:手拉

2 3 3

千粒

2 3 3

%
1 0  0 .0

0 1 8 1. 0 1 8

3 9 .

6 6 1 6 6 1

7 1 .

1 3 4 1 3 4

5 8 .

3 0 3 0 1 0  l:1.

2 0 0

2 0

2. 3 1 1

8 1 3

粒

0002・
1. 5 0  0

6.

至
1̃  9.30
5 . 2 9̃  9.2 5

2 0

6 6 1 7 1 . 5 1. 7 0 0 5.2g~1 0 .‘
1 3 4 5 8 . 7 1. 7 0  0 5 . 29~1 0.1C
3 0 1 0  0.0 2. 3 0  0 9 - 1̃ 10.1C
1 5 4 0 . 0 2 . 5 0  0 7. 1̃  9.1 ,l
2 0  0 9 6 . 0  l 1. 4 0  0 6. 7~';l.9 . 3 l

2. 3 1  1

8 1 3 4 7 . 6 5 l] 0

9 6 . 0  l 1. 4 0  0
4 . 6  l 1. 5 0  0
4 8 . 4 1 , 6 0  0

・ ・ / l ' e ・、 _
6. 1̃  9.1

4

29~1 0 . 1 0

8 3 . 3 1. 7 C  0 7.25l、・ 9. :2 0
1 8 4

1 4 2

1

3 4 7

-3-n

3 7 3 3 フ 3 1 0  0 . 0 2. 5 0  0 g. 1̃ 1 0 . 1 0

3 0 2

3 1

フ 1 4

i--

o 9

1̃ 1 0.

3̃ 1Ci. 3 1

5̃ 1C.31

';l~1 0 . 1 0
1̃

3 0 2 1 0  0.0 2 . 4 0  0 9. 1,

3 1 6 8 . 4 2, 4 0  0 9.23,

7 1 4 9 7 . 7 2. 4 0  0 7.2シ

5 l li 9 7 0 . 1 2. 1 0 0 7. 9
3 l 2 5 . 0 1. 6 0  0 7.11・ 9 .30

9 6 5

4 8

1 0 7

1 3 6

8 0 5 1 1. 8 2 0
2 0 6

8高o

1. 4 7 2
7 3

1 C 5

2 0 3

1 5 9

i-i-i

4 7 2

7 3 9 3 . 5  1 2. 5 1
1 0 5 5 7 . 8 1. 4 l
2 0 3 9 7 . 1 2. 0 l

1. 8 2 0 7 9 . 3  1 3. 5
1 5 9 8 4 . 1 1. 5 l
8 6 8

9 0 . 1

8 9 . 3

1 . 9 0 fi

0 0

0 0

0 0

0 0

0-00
1. 5 0  0

6. 9̃ 1 0 . 2 0

6. 1~1 0 .10
6. 1̃ 1 0 . 1 0

6. 1~10 .10
6. 8~10 . 3 1
6 . 2 1̃ 10. 5

6. 1̃ 10. 5

6 2 0 6 2 0 9 8 . 1 1. 2 0 0 9 .  1̃ 1 0 . 3 1
3 . 8 4 0 5 . 3 2 3 5. 3 2 3 8 7 . 5 l. 9 0  0 6. 1̃ 1 0.31

2. 8 2 4 3 . 2 6 9 3 , 2 6 9 9 3 . 7 1. 6 0 0 6.10~1 0 . 2 0
7. 5~1 1 . 3 0
7.1i・5~1 1.3 0

海

区
水 系 採 卵 場 事 業 場

捕 控 数 使 用 親  魚

字 な 計 ♀ 容

尾

6 5オ

ホ

l

ツ

ク

海

尾

1 1 8

尾

6 5

尾

1 8 3

尾

1 1 8岩 尾 別 岩 尾 別 岩 尾 別

斜 里 斜 里 斜 里 1. 7 5 5 8 4 6 2. 6 0 1 6 9 6 2 3 4

活 沿 活 滑 活 滑 5 3 1 l 3 1 5 8 4 6 3 8 0 6 3

興 部 l 興 部 /

幌 内

1 3 1

1 3

5 5

2

1 8 6 7 7 8

2幌 内 幌 内 1 5 l 1 3

徳 志 別 徳 志 別 徳 志 別 1 5 4 1 9

3 3 6

3 5 6

6

1 4 ;7

1 3

5

i提 別 北見~a別 歌 登 1 5 3 l 1 8 3 3 6

区 據 払 推 払 屯 別 2 8 1 1 7 5 3

4 1  6
海 区 計

本 年 度 l 2 ・ 9 9 7 l 1. 5 4 5 1 4. 5 4 2 l 1. 4 5 0
前 年 度 1 ・ 1 4 1 l 6 3 2 1 , 7 7 3 1 5 4 4 2 0 . 3

日

本

海

区

天 塩 l 中 川 中 川 6 l 1 0 1 1 6 5 3

5 i 別 1 名 駒 尻 別 1 5 2 1 3 2 l 1 8 4 l 1 5 2 3 2

1 5朱 太 朱 太 朱 太 1 2 7 l  1 5 1 4 2 1 1 2 7
石 狩 西 越 l 千 歳 1 9 1 - l 1 9 l 1 3 l -
海 区 計

本 年 度 l 3 0 4 1 5 フ 1 3 6 1 l 2 9 7 l 5 0

前 年 度 l 3 8 2 l 2 5 3 1 6 3 5 1 2 6 8 1 1 0 8
患 類 忠 類 l 伊 .1il11 仁 11l i 5 1 3 1 2 1 2

根

室

海

区

標 1111 i環 津 1 根 室 8 8 1 1 9 4 1. 0 7 5 1 7 9 4 1 7 1

1 9当 幌 当 幌 計 標 別 3 1 2 0 l 5 1 2 9

7 4春 別 春 別 〟 1 1 2 8 4 6  l 1 7 4 . 3 3

床 丹 床 丹 l 〟 1 0 5 l 3 5 1 1 4 0 1 1 0 2 3 4

西 別 西 別 電 別 6 6 1 l 3 8 8 l 1. 0 4 9 1 5 2 4 l 2 8 1
矢 自 1i、1 l 矢 自 別 浜 中 1 1 2 6 l 1 1 7 2 4 3 l 1 0 6 l 1 0 0
風 範 風 蓮 / / 7 1  6

5 1  5

5 3 9

3 3 5

1. 2 5 5 1 5 9 3 1 2 6 7
別当整-f 別 当 賀 厚 床 8 5 0 1 5 0 5 l 2 0 4

本 年 度 3. 1 7 1
2 , 1 4 4

1. 6 :7 9 4. 8 5 0 l 1 7 2 9 1. 1 1 1
8 1  3海 区 計

前 年 度 9 1 7 3. 0 6 1 2 , 0 1 1
標西

装海

以区

仁 確 別 仁 権 別 静 内 1 0

1 0

1 1 1

1 i木 年 度 1

海 区 計 前 年 度

本 年 度 6. 4 8 2 3. 2 8 2 l 9. 7 6 4 4. 4 7 6 1 , 5 フ 7
総 計 前 年 度 1 3. 6 6 7 1. 8 0 2 5 . 4 6 9 2. 8 2 3 1. 1 2 4

前年対比 十2. 8 1 5 十 1 , 4 8 0 十4. 2 9 5 l -i-1. 6 5 3 l 十 4 5 3
6. 0 5 3 8. 3 4 l[; 8 . 3 4 8 6 9 . 1 1. 9 0 0 5.2 9̃ 1 1. 3 0
3. 9 4 ;7 4 , 6 4 1 4 . 6 4 1 7 7 . 0 1. 6 0  0 5.2-10 . 2 7
十2. 1 0 6 十 3.7 0 7 十 3. 7 0 7
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昭和 4  l 年度支事業場別桜難親魚捕獲採卵成積表

支 場 事 業 場
捕 速 数 使 用 親 魚 数

率 6 計 率 容 計

尾

1 1 8

1. 7 5 5
6 6 2

1 3

尾

6 5

8 4 6

3 7 0

2

尾

1 8 3

2. 6 0 1
1. 0 3 2
1 5

・ 尾

1 1 8

6 9 6

4 5 7

l 3

尾

6 5

2 3 4

7 1

2

尾

1 8 3

9 3 0

5 2 8

1 5

北 見 岩 尾 別

斜 里

活 滑

幌 内

計
本 年 度 2. 5 4 8 1. 2 8 3 3. 8 3 1 1 , 2 8 4

4 0  1

3 :7 2

1 6 3

1 7 3

8 6

2 8 1

3 6 7

2 0 4

1. 6 5 6
5 6 4

9 ll l 9

2 9 1

8 0 5

1. 0 6 6
7 0 9

前 年 度 6 8 2 3 4 5 1. 0 2 7
根 室 伊 茶 仁

計 根 別

.fl: 別
浜 中

厚 床

8 8 9

2 6 4

6 6 1

8 4 2

5 1 5

1 9 9

1 0 1

3 8 ・ 8

6 5 6

3 3 5

1. 0 8 8
3 6 5

1. 0 4 9
1. 4 9 8
8 5 0

7 9 6

2 0 5

5 2 4

6 9 9

5 0 5

・ 計 ・ ・

本 年 度 3. 1 7 1

:2. 1 4 4

1 6 7 9 4. 8 5 0 2. 7 2 9
2:o , i
6

1 4 7

1 3

5

1. 1 1 1
8 1 3

5

1l1 6

3

3

3. 8 4 0

:2. 8 2 4前 年 度 9 1 7 3. 0 6 1

天 ・ 塩 _ 徳 志 別 .

歌 登

屯 別 .

中 川

1 5

1 5 3

2 8 1

6

4

1 8 3

7 5

1 0

1 9

3 3 6

3 5 6

1 6

1 1

1 8 3

1 6

8

2 1 8

3 5 2
計

本 年 度 4 5 5 2 7 2 フ 2 フ

9 6 6

1 フ 1

2 7 1

4 7

前 年 度 5 8 7 3 フ 9 8 1

千 才 千 才

静 内

1 9

1 0

1 9

1 1

1 3 1 3

1

計
本 年 度 2 9 1 3 0 1 3 1 3

前 年 度

渡 島 尻 別 2 :7 9 4 7 3 2 6 2 7 9

2 7 9

l 4 0

4. 4 7 6

4 7 3 2 6

3 2 6
計・ ;

本 年 度 2 7 9 4 7 3 2 6 4 7

前 年 度 2 5 4 1 6 1 4 1 5 6 7

1. 5 7 7
2 0 :7

合 計
本 年 度 6. 4 8 2 3. 2 8 2 9. 7 6 4 6. 0 5 3

前 年 度 . 3. 6 6 7 l 1. 8 0 2 5. 4 6 9 2.8 2 3 1 , 1 2 4 3. 9 4 7

-6 8-

採 卵 数 增 減 卵 数 仮収容卵数
S. 親 魚

使 用 率
平均採卵類 実 施 期 間

-F粒
2 3 3

1. 0 1 8
フ 9 5

3 0

2. 0 フ 6

:F粒 科

2 3 3

1. 0 1 8
フ 9 5

3 0

%
1 0  0 . 0

3 9 . 6

6 9 . 0

1 0  0.0

数

2. 0 0 0

t 5 0 0

1. 7 0  0
2:.30 0

至
6. 1̃  9.30
5.2 9~ 9 .25

5. 2 9~10.10
9- 1̃10.10

2. 0 フ 6
5 7 3

1. 4 フ 5
3 8 1

1. 8 2 0
1. 0 2 7
6 2 0

5. 3 2 3

5 0 . 4

5 8 . 8

8 9 . 5

7 7. 7

7 9 . 3

8 8 . 5

9 8 . 1

8 7 . 5

9 3.8

1 , 6 0  0

1. 4 3 0
5.2 9~10 .10
6. 1~10.  フ5 7 3

1 , 4 :l' 5
3 8 1

1. 8 2 0
1. 0 27
6 2 0

1. 9 0  0
1. 9 0 0

3. 5 0  0

1. 5 0  0

1. 2 0  0
2 , 0  0 0

7.11̃ .9.30

6. 1̃ 10 . 10

6. 8̃ 10.31

6. 1̃ 10. 5

9. 1̃  9.29
5. 3 2 3 6. 1̃ 1 0.3 1

3. 2 6 9 . 3. 2 6 9 1. 6 0  0 6.1 0̃ 10 .20
1 5

2 0 0

2 0

8

2 4 3

1 5

2 0 0 ・

2 0

8

4 0 . 0

9 6 . 0

4. 6

8 3 . 3

2. 5 0  0

1. 4 0  0
1. 5 0  0
1. フ 0 0

7. 1̃  9 . 1 4

6. 7̃  9.30
6. 1̃  9 .10
7.2 5̃  9.20

2 4 3 3 7 . 5 1・ 4 0  0 6. 1̃  9.3 0

4 6 1 4 6 1 4 6 . 2 1. :1' 0 0 5.29~1 0.21 l
3 1 3 1 6 8 . 4 2. 4 0  0 9.23̃ 10.31

7. 5~11.30
3 1 3 1 4 4 . 8 2. 4 0  0 ・7. S̃ 11.30

6 フ 5 6 フ 5

6 7 5

1 0  0 . 0

1 0  0 .0

2. 4 ・.0 0

2. 4 0  0

g. l~10 . 10

6 フ 5 g. 1̃ l 0 . 1 0

3 3 8 3 3 8 5 5. 1 2. 4 0  0 9. 1̃ 10 .10

8、3 4 8 ' a 3 4 8 6 9 . 1 1. 9 0  0
4. 6 4 1 14. 6 4  1 7 7. 0 1. 6 0 0

-6 9-



海

区

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

日
本
海
区

室

海

-7 0-

水 系

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

細 定

常 呂

複i 別

琴

事 業 場
捕 獲 数

4

1l 0 4

2 4

4 3

興 部 興 部 2 5

4 7

幌 内 2 1  1

徳 志 別 .一古別 5 4 1

幌 別 北見幌別 1 8 2

屯 別 屯 別 6 0

1 6 4

海 区 計
本 年 度

的 年 度

中 川

一年

前 年 度

中 川

2. 4 0 5

1 5. 2 8 3

1 l:l

1 0

6 8

サ シ ル イ

羅 自

-1-

春刈古丹 l審

シ ル イ

自

羅 臼 l
/ /

1 111l」 古月 / /

別 素 別

類 伊 茶 に

2 8

2 8

7 1

標 津 l標 津 3.7 フ 2

当 幌 l当 幌 計 根 別 1 8 6

別l春 別 2 4 9

床 丹l床 2 4 1

西 別 1西 別 .l ]: 別 6 . 8 4 0

矢 自 別 矢 自 別 浜 中 4 6 5

使 用 親 魚

合 計 :e
尾
4 2 9

5 4 5

尾
8 2 6

尾
3 9 フ

4 5 81. 0 li 7
1

3

9 0

' 1

7 3

1 9 4 1 i 8

1 8 4 2 1 6

尾
2 6

1 3 9

2 :1'

9l

5 2 9 5 4 2 2 0

3 2 5 7

4 7 9 4 2 8 1 0

1 2 2 1 1 1 2 3

8 4

4 3 0 6 1 2

2 5 2

1 4 2

5 7

3 3

3 3 5 フ 3 0

1 5 6 3 2 0 1 9 1 1

1 6. 0 1 7
1 3

1 3

5. 1 2 3

3 1. 3 0
1. 6 9 0

0 11 3. 3 3 1
ーー _
2 3

2 3

1 3 5 ll l 8

1ii 8 9

4 , 1  7 8

2 2

3 0

2 フ

2 3 1

5 8

5 5

1 i2

3 0 2

1 4

2 0

3 0 1 2

8. 4 7 7 1 2, 2 4 9 2 . 8 4 0 8 4 5

2 l 0 3 9 6 1 8 6 1 5 4

3 0 8 5 5 フ 2 0 2 1 3 3

1 0 4 3 4 5 2 4 l 1 0 4

1 5. フ 9 3 2 2. 6 3 3 5. 0 6 :1l 1. 8 0  0
9 2 S 1, 1l l 9 0 4 5 2 2 0 7

昭和 4  l 年度 海区水系別樺太路親魚捕獲採卵成績表

数
採 卵 数 增減卵数 仮収容卵数

1il 親角.

使 用 率計

尾
5 2 3

千社
5 7 0

千粒 l 千粒 l  %
l 5 7 0  l 1 0 0 . 0

5 9 7 5 2 0 l 5 2 0 7 5 . 9

2 3

9 7

5 7 0

5 2 0- l

l

5 2

8 5 8 ・l

2 5 2 4

6 2

9

3 8

8 6

1 5
l

4 0 l
3 4

0 9

2 8 0  l- - -l-_ ・一_
1l; 4 3 l

l

7 S l つ n l1 7 5 1 2 0

8 4

2 4

8 6

1 5

4 0

2 8 0

3 4 o

7 5 . 0

5 5 . 7

6 6 . ,l、

9 7 . 6

2 8 . 0

5 9 . 5

1 0 0 . 0

4 6 . 5

1 2 0  l 6 3 . 5

社
4 0 lJ

1 0 0

ll1 0 0

1 , 5 0 0

1 , 5 0 0

2 , 0  0 0

2, 1 0 0

1 , 4 0  0

1, 3 0 0

1. 4 0  0

8 0 0

8 7 5 8 5 8 9 5 . 0 1. 0 0 0

3 0

2. 2 7 9

1 7 . 5 0 9

1 2

1 2

9 0

2 0

2 , 1  6 2

1 8. 7 2 0

8 4

2 0

1 8 , 7 2 0  1
l

9 l

9 l_ ・ l

2. 1 6 2

8 4

1 1. 5

7 0 . 3

8 7 . 2

8 0 . 0

8 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0

1 , 3 0  0

1. 4 0  0
1. 2 0  」0
1 , 2 0 0

1. 2 0  0

2 0

2 6

8

・ - l

0 0

2 62 6

5 5

1 3 1 3 5 0 . 0

7 1. 4

6 6. 7

9 0 0

1 , 3 0 0

1 . 3 0 0

4 2 3 2 3 2 4 2 . 3 1. 1 0  0

3. 6 8 5 3 . 2 2 7 3. 2 2 7 7 5 . 3 1 , 1 0  0

3 4 0 1 5 e 1 5 8 1 0 0 . 0 8 0 0

3 3 5 3 9 1 3 9 1 8 1 . 1 '. 9 0  0

3 4 5 2 3 8 2 3 8 1 0  0. 0 1 . 0 0 0

6. 8 6 7 5 , 8 3 4 5 . 8 3 4 7 4 . 1 1 . 2 0  0

6 5 9 5 2 2 5 2 2 9 7 . 2 1 , 2 0  0

-7 1-

実 施 期 間

8.
至
1 1̃ 0 . 20

7. 4~10 .  8.
g. 1̃ 10 . 1 0

9. 1̃10.20
8. 1̃ 10.10

9. 8~1 0 . 2 0
8. 1 1̃ 0 .  4

:l 1̃10.10
7.2 S̃ '、9.:5 0

8 .1 6̃ 1 0. 10

7. 1̃ 9.30
7. 6--,1 0 .  5
a. 2 3̃  9_2 7
7.2 1̃ 9 . 10
7_ 1̃1 0 _ 2 0

7.2l1~ 9 .20
7.24̃  9.30
7.1 S̃  9.27

7. 6̃ 10. 7

7.1 5̃  9 . 3 0
7.1 ĩ 9_3 0
6. 9̃ 1 0 . 2 0

6. 1̃1 0 . 1 0
6. 1̃1 0 . 1 0
6. 1̃ 1 0 . 1 0

6. 8̃ 1 0 . 2 1

6 . 2 l̃ 1 0 .  5



海

区
水 系 採 卵 場 事 業 場

捕 蓮 数 使 用 規 漁

S'

な 計 字

1 , 4 3 0

な

5 1 2風 蓮 風 蓮 浜 中 1 , 8 2 1 4 , 1 0 5 5 , 9 2 6

2 0 4別 当 資

穂 香

別 当 ・国

穂 香

厚 床

/

1 1 4 9 0 1 1 3 6 1

1 0 1

4 4 , 1 2 8

1

1 0 6 0 0

0

海 区 計
本 年 度 1 3 , 8 2 2 . 3 0. 3 0 6 3 , 8 4 4

前 年 度 2.9 0 2 3 , 5 7 2 6 , 4 7 4
3 9

3 9

2. 3 2 8

2 7

2 7

1 5 8

1 , l 1 7

襟東

要海

以区

釧 路 釧 路 観 居 2 8 1 1 6

6
海 '区 ・ 計

本 年 度 2 8 1 1

前 年 度 3 1 1ll 7 1 9 1 0 3 2 6 3

機西

装海

以区

長 ・ 万 ・部 長 万 部 八 雲

・ 3

3

3本 年 度
3

海 .区 計
前 年 度

総 計
本 年 度 1 6. 2 6 8 3 3 , 0 4 8 4 9 , 3 1 6 1 2 , 3 2 5 4. 4 4 3

前 年 度 1 81. 5 6 6 2 0. 3 7 5 3 8. 9 4 1 1 5. 8 8 5 5. 3 8 0
' 前年対比 l - 8 1 2 , 6 7 3 1 0 , 3 7 5 3 , 5 6 0 9 3 7

7 2-

数
採 卵 数 增 減 卵 数 仮収容卵数

1il 親 魚 .

使 用 率
平均採卵数 実 施 期 間

計

1. 9 4 2 1 , 8 7 3 1 ' 8 7 3 7 8 . 5 1. 3 0 0
1 、 3 0 0

1. 0 0 0
1 、 2 0  0

.フ.11 1̃ 0 .15

l 7 4 1 4 8 1 4 8 9 9 . 1 9. 1̃  9.2 9
.1 1 1 1 0 0.0

1 4 , 4 4 ・4 1 2 、 4 6 8 1 2 , 4 6 8 ・ 7 6 . 7 6. _10.21
6. 1̃10.20

8. 1̃ 9.30

3. 4 4 5 3 , 0 6 9 3. 0 6 9 8 0. 2 1. 3 0 0
3 3 4 3 4 3 9 6 . 4 1. 6 0 0
3 3 4 3 4 3 9 6 . 4 1 , 6 0  0

1. 5 0  0
8. 1̃ 9.3 0
8. 1̃ 1 0. 1 22 2 1 2 3 1 2 3 1 5 0. 4

1 6 , 7 6 8 1 4. 6 8 2 1 4. 6 8 2 7 5 . 8 1. 2 0 0
1. 4 0  0

6. 1 1̃1. 4

2 1 , 2 6 5 2 2. 1 0 .4 2 2 , 1 0 4 8 5 . 5 6. 1̃ 1 t  4

4. 4 9 i 7 , 4 2 2
l

7 , 4 2 2

.-7 3-



昭 和4, 1 年 度  支、事業場別灘太?親魚捕獲採卵成績表

支 場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

字 一、〇 計 字 t1 計

北 見

尾
3 9 7

6 0 3

尾
4 2 9

4 5 4

1

3

9 0

1 8

8 4

1 7 6

尾
8 2 6

1 , 0 5 7

1

7

1 9 4

4 2

1 5 2

4 3 4

尾
3 9 7

4 5 8

3

5 8

1 6

4 9

2 3 9

尾
1. 2 6

1 3 9

. 2

2 7

9

2 2

1 3 3

尾

5 2 3

5 9 7

5

8 5

2 5

7 1

3 7 2

1 , 6 7 8

岩 尾 別

科 里

藤 琴

網 走

北 見

湧 別

活 滑

幌 内

4

1 0 4

2 4

6 8

2 5 8

計 本 年 度 1. 4 5 8 1 2 5 5 1 2. 7 1 3 1. 2 2 0 4 5 8
3. 9 1 5

・ 前 年 度 1 3 , 7 9 7 l 1 3 , 7 5 0 2 7 , 5 4 7 1 2 , 2 5 6 1 6,1  7 1

4 6

8

3 , 7 2 7

1 , 0 2 0

6 , 8 6 7

2 , 6 0 1

1 l' 5

根 室 羅 日

'無 別

伊 茶 仁

計 根 別

1i]: 別
浜 中

厚 床

5 6 l 5 7 1 1 1 3 l 3 4
6 1 6 1 l 2  4

3. 8 4 3 1 8 、 7 0 8 l1 2. 5 5 1 1 - 0
6 7 6 l  6 2 2 1 1 , 2 9 8 l  6 2 9
6、 8 4 0 1 l 5 , 7 9 3 1 2 2. 6 3' 3 1 5、0 ,l 7
2. 2 S 6 l 5. 0 3 0 l 7 , 3 1 6 l 1 , 8 8 2
1 1 5 l  9 0 1 2 0 5 l 1 1 4

1 2

4

8 5 7

3 9 1

1. 8 0 0
7 1 9

6 1

計
本 年 度 1 3 , 8 2 2 1 3 0 、 3 0 6 4 4. 1 2 8 1 0. 6 0  0 3 , 8 4 4 1 4. 4 4 4
前 年 度 2. 9 0 2 l 3 , 5 7 2 ,l;, 4 7 4 2 : 3 2 8 1 , 1 1 7 l 3, 4 4 5

十 勝 1l1l11ii 路 2 8 1 1 1 3 9 1 2 7 l 6 1 3 3

計
本 年 度 2 8 l 1 1 1 3 9 1 2 7 6 3 3

前 年 度 3 1 3 7 1 9 1 , 0 3 2 1 5 8 6 3

5 フ

3 3

4 1

4

2 2 1

天 :tia 徳 志 別
歌 登

屯 別

中 川

5 4 1

1 8 2

2 2 4

1 0

6 4 4

4 3 0

1 8 9

1 3

1 , 3 8 5

6 1 2

4 l 3

2 3

2 5 2

1 4 2

7 6

8

3 0 9

1 7 5

1 1 7

1 2

6 1 3

1 , 4 2 8
計

本 年 度 9 5 7 1. 4 7 6 2,・a 3 3 4 7 8 1 3 5

2 8 5a新f 年 度 1 , 5 5 4 2: 3 3 4 3 , 3 8 8 1 , 1 4 3

渡 島 八 要 3 3

計
本 年 度 3 3

前 年 度

総 合 計
本 年 度 1 6. 2 6 8 3 3 , 0 4 8 4 9. 3 1 6 1 2 , 3 2 5 4 , 4 4 3 1 6. 7 6 8
前 年 度 1 e_ 5 6 6 2 0 , 3 フ 5 3 8 . 9 4 1 l 5 , 8 8 5 5 , 3 8 0 2 1  2 6 5

-7 4-

採 卵 数 増 減 卵 数 仮収容卵数 構 実 施 期 間

千粒
5 7 0

5 2 0

2

8 4

2 4

1 0 1

3 2 0

千考立
5 7 0

5 2 0

2

8 4

2 4

1 0 1

3 2 0

%
1 0  0. 0

7 5 . 9

7 5 . 0

5 1l;. 7

6 6 . 6

7 2 . 1

9 2 . 6

粒
1. 4 0 0
1. 1 0 0

6 0 0

1 , 4 0  0

1. 5 0 0
2 , 1  0 0

1 , 3 0 0

至
8. 1̃ 1 0 . 2 0

7. 4~1 0. 8

9. 1 1̃ 0 . 10
9. 1̃1 0 . 2 0
8. 1̃1 0 . 1 0
9. 8~10.2 0
8. 1̃ 1 0 . 1 0

7.2 5̃  9.30
1 , 6 2 1 1 , 6 2 1  1 8 3 . 7 1 , 3 0  0 7. 4~1 0 . 2 0
1 7 , 3 7 5 1 7. 3 7 5  l 8 8 . 8  l 1 , 4 0  0 6.27̃ 1 1 . 0 4
3 9

5

3. 2 5 9
7 8 7

5 , 8 3 4

2 , 3 9 5

1 4 9

3 9

5

3 、 2 5 9

7 8 7

5 , 8 3 4

2, 3 9 5

1 4 9

6 0 . 7  1 1. 1 C  0
l6 6 . 7  1 , 3 0  0

7 4 . 7  l 1 , 1 0  0
9 3 . 0  l 1. 3 0 0
7 4 . 1. l 1 , 2 0  0
S 2 3 . j 1. 3 0 0

l 39 9 .1 l 1, 0 0

7. - 9 . 3 0
7.l 5l、・ 9.30

6 . 9̃l 0 . 2 0
6. 1 1̃ 0 . 1 0

6. 8--, 10 .21
6.21,~l 0 . 1 5
9. 1̃  9.29

1 2: 4 6 8 1 2: 4 6 8
l

7 6 . 7  l 1. 2 0 0 6. 1̃ 1 0 . 2 1
3, 0 6 9 3 , 0 6 9 8 0 . 2 1 1 , 3 0  0 6. l 1̃ 0 . 2 0
4 3 4 3 9 6 . 4 1 、 6 0  0 8. 1̃  9 . 3 0

8. 1̃  9 .304 3 4 3 9 6 . 4 1 , 6 0 0

2 3 l 2 3 1 5 0 . 4  l 1 , 5 0  0 8. 1 1̃ 0. 1 2
3 4 3

1 2 0

7 8

9

3 4 3

1 2 0

7 8

9

4 6. 5

8 3 . 5

3 3 . 9

8 0 . 0

1. 4 0 0
8 0 0l 1・ooo
1 、 2 0 0

7. 1̃  9.3 0
7. 6 l̃l 0 .  5

7.2 1̃  9. 2 7
7.2S,- 9.2 0

- 5 5 0 5 5 0 4 9. 9 1. 2 0 0 7. l̃ 1 0 .  5
1. 4 2 9 1. 4 2 9 7 3 . 6 1 , 3 0  0 6.01 1̃ 0 . 27

1 4 , 6 8 2 1 4 , 6 8 2 7 5 . 8 1. 2 0  0 6. 1 1̃ 1.4 4

2 2. 1 0 4 2 2 , 1 0 4 8 5 . 5 1 , 4 0 0 6. 1 1̃ l  4

-7 5-



2 )距卵の移殖
桜 館 種 卵 の 移 f 直

発 眼 卵 の 移 殖 単位 :千粒

供 給 地' 移 殖 卵 内 訳

支場名事業場名
移殖月日 受 給 地

移描卵数 移殖前
死卵数 移殖卵数 死卵率

滴 要

根 室 中標津 41 1l1月10日 適立水産ふ化場 7 8
%
15 .4 二股人エ
湖̃、放流

1 2 6 6

合 計 7 8 1 2 6 6 15.4

単位 :千技

供 1合 地 l  _ 1 要 '
;事表建一場d 移殖月日 l 支場名--- .- t -- --.- _- -+-_ _ _ __
虹 別 l 41:l1月2日 1 北 見

1 i

″ 1 41.11月1 o日l 渡 島
1 l

計 l l

i 地 l 移 殖 9l

事業場名 lに;密5同翻
l 1

内 訳

i商 要
支場名

根 室

移殖j展数1死 :9生j率
岩 尾 別

八 要

2 , 2 9 3

1 , 7 4 3

4.0 3 6

2 7 1 l 2 , 0 2 2
l

l
2 4 1 l 1 , 5 0 2

15 1 2 l 3.5 2 4

,,.き
1 3 . 8

12 .7

解 ln1502
和 の 甲
4501700粒
e・以雲差fa
i,跌,改 容

合 計 l 1 l
1 4 , 0 3 6
l

5 1 2 3.5 2 4 12.フ

2. 道 外 移 殖
単位 :千拉

供 給 地
移殖月日 受 給 地

移 殖 卵 内 訳

支場名事業場,t
摘 要

移籍卵数 移殖前
死卵数 流 卵 数 死卵率

根 室 中標津

/ /

41.11月28日

'・

解 ・ 携 1 lttAエ多.化陽

19i用fl - 県内水面jl試小出
地

解 ・ 淡7ll研日光支所

5 1 9

5 3 0

1 1

1.0 60

4 2

5 4

1

9 7

47ア

4 7 6

1 0

9 6 3

8fi

10 . 2

9.1

9.2

/ /

計

41:l1月29日 試験用

合 計 1 , 0 6 0 9 7 9 6 3 9.2

-7 6-

3 題ふ化放流成績概況 ・ .

o 桜 館 

本年度の桜量8のふ化放流は岩尾別外1 6の事業域と1個所の民間収容所で実施したo

採卵数は8.3 4 s千粒で試験卵35千粒と分与卵78千粒を除いた8 . 2 3 5千粒が収容され

ふ化放流事業が行われたoふ化した組魚はオホーツ ク海区 ( 7 水系 ) へ 2 , 0  0 3千尼、日本

海区 ( 1水系 )へ 6千尾、根室海区 ( 7 水系 ) へ 4 , 7 6 4 千1lliの合計6. 7 7 3千尾を無給解

放流された。又給解をしている尻別( 5 4 2 千 尾 ) 八 要 ( 1 8 千 尾 ) は 引 続 き 飼 育t 1 部試

験 ) 中であ る。ふ化率は 8 9 . 7 % で放流率 (ふ出尾数に対する ) 9 1. 7 % であった。

o 雜太e8 ・

本年度の排太1ll11l1の.i,.化11'1l流は岩尾別外2 o の事業域と2側所の民間収容所で実施したo
採5?数 は 1 4.6 8 2 千粒で適外1lll多j'e1卵 1 , 0 6 0 千 技 を除いた 1 3. 6 2 2千粒が収容されてふ
化放流事業が行 -1つれた。ふ .化した親角はオホーツ ク 海区 ( 9 水 系 )̃ 3. 621千月重-- 目本海
区 ( 1 水 系 )̃ 9千是、 if軽 ' 海 区 ( 9 水 系 ) 6. 2 8 6 千 .111、 標整以東海区 ( 1 水系 ) 3 2 千

fj、標裳以西海区 ( 1水系 ) 1. o o o千1ll:、合計1 o, 9 4 8 千 尾 を無総 'lili数流したo

又徳志別-cは.ら上報11l1lがj達知也内でさけ稚角と混合したた‘め、 さけの始 fil開l調中 i準太e能混
養ji通育し 11,11 -果的には 15 2 5 千111llが11金解放流された。え化率は 8 7・ 2 %でt、(f・1;l1 '1は 9 4・ 8 %で

あったo

桜、指,1太理ll:r、.i、化成績は特に例年と大差のない成1l 'しであるo

7フー



昭 和 4  l 年 度 海 区 水 系

海

区

オ

ホ

ー

ツ

ク

海

区- l
本

水 系

尾

斜 里

幌

志

内

別

襟西

璧 海

以区

言1r

仁

本 年

海 区 計

遊 楽  部

海 区 計

総 計

伊

中

計

内

整
根
一

収 容 那 数

粒千
332

1. 0 1 8
7 9 5

津
一
別

前年対比

3 0

l 5 3

' l

別 l 5

登.

2 C 0 1

,n 2 0

度 2, 3 1  1 2 8

lS' l フ 9 6 フ

1 6 6

2

9 3

9 5

8 0

8 7

1 2 3 1  l l l 8_、__---. L-一一一一__- -
3 8 1

1 , 8 2 0

8 9 0

1 3 7

6 2 0

5. 2 4 5
15. 2 3 0
3 0

3 0

ふ 出 尾 数

8 . 2 3 5

4. 3 5 7
3. 8 7 7

1 2

8 4 6=o 1 4
i-i-i1

千尾
2 1

2 3

1 4

1 9 0

l 6

2. 0 3 0

7 2 5

5 4 8=5

-r-

2 9

7 9

1. 1 1 3
2 5

1 4 7 1

2 6

2 1

3 4

4 S 8 ・l

1 6 3 ・
t 2

4.

3 5 6

6 7 3

8 6 4

1 1  6

5 8 6

1i1. 0 6 7

7. 3 8 9
4. 0 4 l
3. 3 4 6

卵数総括 △移籍卵 C 分 与 ) 7 8 千 技  差引収容 ,卵 数 & 2 3 5 千 粒

総採Sp数 a. 3 4 8 手 粒  △供試卵 (調査 ) 3 5千粒

-7 8-

ふ 化 率

%
4 . 8

2:5

8 0. 7

-'高7 6 .

9-2 i
5.1

8 0 . 0

8-「8
;;-i一、

g .

7 5 . 0

8 5 . 4

--f-

8 . 4

フ 5 . 6

, l l7 .2

0 . 4

9 3 . 4

9 1. 9

9 7 . 0

-i8 . o
9 1. 6

9 4 . 9

6 0. 0

6 0_ 0

△ 3 . 1

6

-4-i
一7 一フ

2 4 4

1. 1 i 0
3 5 4

1 . 6 6 4

8 ,li 0

i-l-4
新一5

4. 7 6 4
2. 9 4 5

6. 7 7 3
3. 9 0 3
2 . 8 7 0

( 5 4 2 )

( 1 8 )

(--i一一8.i
( 5 6 0 )

」ll 5 6 0 )

)は現在館1育数 (末放流 )

の事業場は民間簡易ふ化設備

放 流 尾 数

無 給 西 給 解

一三
合 計

千尾
2 1 5

千.

2 1

9 1 4 9 1

6 36 3 8

2 2 2

1

----1i1 3

1 8 6

1 5 1

2. l.l 0 3
7 ' 4

2 , 0  0

7 1

f司 ( 5 4 2 )

飼 (

1'

放 流 期 間

4. 1̃ 4 . 1 0
1. 1̃ 1 . 3 1
1 . 2 0̃ 1 . 2 1
2
一
4

4.2.

1. 1̃ 4 . 3 0

備

l̃ 2 . 2 8
1;̃ 4 . 3 0
1̃ 4 . 1 0
1̃ 2 . 2 8

1 . 2 0̃ 4 . 3 0
3. 1̃ 3 . 1 0

供試SS3 1 千 粒 ( 調 査 )

考

) 42o )  l 3. 1̃ 3 ・ 1 0
2 4 4 2. 1̃ 3 . 3 1

7 7  l 3. 1̃ 3 . 3 1
1 1 0  l 2 . 1 0̃ 4 . 2 1 i? ?暢'、(二股人コ::湖) 7 8 1lll
3 5 4 2 . 2 0̃ 2 . 2 8
1. 6 6 4
8 6 0

li-ll-4

2:. 1̃ 2 . 2 8
3. 5̃ 4 . 1  0

1 . 2 5̃ 2: 3

2.

1 8 )

5 8 5  l 4 .  1̃ 4 . 3 0
7 6 4

9 4 5

1 . 2 5̃ 4 . 3 0
1 . 1 7̃ 4 . 3 0

1 8 l l

' 〇 、

S:16・0
3. 9 0 3

9 6,:D

1. 1̃ 4 . 3 0
1 .1  7̃ 4 . 3 0

-7 9-



昭 和 4 l 年 度 支 事 業 場 別 桜 鱒 ふ 化 放 流 成 績 表

支 場 事 業 場 収 容 卵 数 死 . 卵 _ . . 数 -li,・ 出 尾 数 ふ 化 率

北 見 支 場 幌 内

活 滑

斜 里

岩 尾 別

千1E
3 0

7 9 5

1,0. 1 8

. 2 3 3

千数

7

l 5 3

9 4  -
1 2

千配
2 3

6 4 2

9 2 4

2 2-1

%
7 6 . 6

8 0 . 7

9 2 . 5

9 4 . 3

本 年 度 2 、 0 7 6 2 6 6
1 , 8 1 0 8 7 . 1

9 1 . 6前 年 度 5 5 9 ' 4 6 5 1 2

根 室 支 場 中 標 津

保 茶 仁

計 根 別

虹 別

浜 !t:'

1 , 2 3 1

1 6 6

3 8 ・ 1

1 , 8 2 0

8 9 0

1 3 7

6 2 0

1 1 10

8 7

2 5

1 4 7

2 6

2 1

3 4

1 , 1 1 S

7 9

3 5 6

1 , 6 7 3

8 6 4

1 1 6

5 8 6

9 0 . 4

4 7 . 2

9 3 . 4

9 1 . 9

9 7 . 0

8 4 . 6

9 1 . 6

矢 自 11i1

厚 床

本 年 度

前 年 度

5. 2 4 5
3 , 2 3 0

4 5 8
4 , 7 8 :7

3 , 0 6 7

9 1 . 2

.1 6 3
9 4 . 9

9 2 . 0

9 5 . 1

8 0 . 0

7 5 . 0

天 塩 支 場 德 志 別

歌 登

屯 別

中 川

1 5

2 0  0

2 0

8

l

1 0

4

2

1 4

1 9 0

1 6

6

本 年 度 2 4 3
1 7

2 2 6 9 3 . 0

前 年 度 4 5 6 8 4
3 7 2 8 1 . 4

渡 島 支 場 尻 別

八 雲

6 4 l

3 0

9 3

l 12

5 4 8

. 1 8

8 5 . 4

6 0 . 0

本 年 度 6 7 1
l 0 5

5 6 6 8 2 . 2

a純 年 度 1 0 9
.1 0 4

5 6 5 8 4 . 4

合 計
本 年 度 8. 2 3 5 8 4 6

7 , 3 8 9 8 9 . 7

前 年 度 ・4 , 3 5 7 3 t 4 4. 0 4 l 9 2 . 8

卵数総括

総採卵数 8. 3 4 8 千 粒

-8 0-
△移籍卵(分与)  7 8 千粒

△供 試 卵 3 5  ″

飼 (  )は現在飼青数(末放流)

l一の事業場は民間簡易ふ化設備
放 流 尾 数

放 流 期 間 備 考
無 給 解 給 解

合 ・ 計

2 言尾
6 3 8

9 1 4

2 1 S

千尾 2 2千尾

6 3 8

9 1 4

2 1 5

2. 1̃ 2 . 2 8

1 . 2 0̃ 1. 2 1
1. l̃ 1. 3 1

4. 1̃ 4.1 0

1 , 7 B 9 1 , 7 8 9 1. 1̃ 4 . 1 0

5 0 3 S 0 3 1. 2 0̃ 4 . 1 0

:l. 1 l 0
7 7

3 5 4

1. 6 6 4
8 6 0

1 1  4

5 8 5

1 , 1 1  0

7 7

3 5 4

1 , 6 6 4

8 6 0

l 1 4

5 8 5

2.1 0̃ 4. 111 1
3. 1̃ 3. 3 l

2 . 2 0̃ 2 . 2 8

2. 1̃ 2 . 2 8

3. 5̃ 4.1 0

1. 2 5̃ 2. 3

4. 1̃ 4 . 3 0

4 , 7 6 4 4 , 7 6 4 1_ 2 5̃ 4 . 3 0
2 , 9 4 5 2 , 9 4 5 1. 1 7̃ 4 . 3 0

1 3

1 8 6

1 5

6

1 3

1 8 0

1 5

6

4. 3̃ 4 . 3 0

4. 1̃ 4 . 1 0

2. 1̃ 2 . 2 8

3. 1̃ 3 . 1 0

2 2 0 2 2 0 2. 1̃ 4 . 3 0

3 6 9 3 6 9 2_ l̃ 4 . 3 0
( 5 4 2 )

( 1 8 )

飼 ( 5 4 2 )

飼 (  l 8 )

( 5 6 0 ) 飼 ( 5 6 0 )

8 5 8 5 2 . 2 5̃ 3 . 3 1

6 、 7 7 3 ( 5 6 0 ) 飼e, i a ii ) . l 1. 1̃ 4 . 3 0
3 , 9 0 3 3. g 0 3  、/ j 1 . l フ̃ 4 . 3 0

差引収容卵数 8 . 2 3 5 千 粒

◎ 本表は事業場毎のふ化成續で水系別の放流実1ll;ilではないo

-8 1-



l治 和 4  I 年 度 海 区 水 系 別 樺太 , 鱒ふ化  放 流 成 横 表
「一一lの事業場は民間簡

女 流 期 間 備 考

l 0̃ 4 . 3 C 虹 別 よ り 2 . 2 9 3:f 粒
1̃ 2 . 2 8
2 1 ̃ 3 . 3 1

1̃ 11. 'i, 0
5̃ 4. 7
1 0̃ 2 . 1  l_i
2 0̃ 4 . 3 l0
3̃a. 11l u
1- 4.1 111

1̃ 2 . 2 a
1̃ 4 . 3 0
1 0̃ 5 . 3 1
1̃ 3 .1  -u
1̃ 3 . 1 0
1 ̃ 2 . 2 8

1~ 3 . 3 1
1̃ 5. 2 5
1̃ 3 . 3 1
, o _ ・t z 1 l一」J人 l1: l;f・、_. ?1 9:a1l f空'温、1へS?0:「1ltla1l1l1本11,1・1l 111lL

2 0 ̃ 2 . 2 8

1̃ 2 . 2  8 . 3 :11-,;1f 八illiへ 1 , 7 4 3-f' t _
2 n ̃ 4 . 2 0
1̃ 2 . 1 0
1~ 4 . 3 0
1̃ 5 . 2 5
1 7̃ 4. 3 0
. 2 0̃ -o. 2 0
. 2 n ̃ 3. 2 0
. 1 0̃ 3 . 3 1
り_・ a l _

l 'ĩ K ? i

. 2̃ S. 8 1_________ _ _-------

. l  R̃ A '・. ll l _ ・̃ 5 . 2 o
_ 1 0̃ 5 . 3 1

水 系 事 業 場 収 容 卵 数 ふ ・化 率

:;ー

ホ

ー

ツ

ク

海

区

:f,:・ 1i 別

;ll:1 見

_1整l_

:flilf.
2. 8 6 3

1 - i-o-

2

8 4

111 4

1 0 1

-i-2-0

一◆一一一

2 3

千lllll
2. 5 フ 1
7 3

-T----- -n

2 1

フ 8

%
8 9 . 8

ii 4 3 3 2 フ 9 5. 3

屯 別

1 2 0

7 8 1 -1:1j
1 1  4

6 3

9 5 . 0

8 0 . 7

海 区 計
4, 4 5 5

1 6 . 1 2 4

4 5 3

1. 8 6 9
4 , 0  l11 2

1 4 , 2 5 5

8 9 . 8

8 8 . 4

日 海

本区

根

室

以

i一一一'-一
一一 :l-
'

S
・'一
・

当

ヨ
- --iili

l

仁
一
津

一
，

一 ・

-別
一
仁
一一茶

一一一M
-

一
伊

中

計

8 2

1 0 1l1. 0

ii-i-l、一1l
8 3. 3

si5--

8 0 . 0

5 0 . 5

e 2.1

5B数総括

総採卵数 1 4 , 6 8 2 千 粒

△適外移度翻9数 1. 0 6 o千粒
差引収容卵数 1 3 , 6 2 2 千 粒

-? り C 〇 l  1 l i  1'・

-------・-' l - --°'--i ' ' '--

1, :7 9 S  , 2 0 3  , 1 , 5 '11 5--- ----1-- --- 一 有=-t-------
1、 8 7 3  1 1 し; 1 1,フ 6 3

----5-2-2 l ---i一石一 一「16-2-

-----i i 「  ' -----i--「 一 广 一一1-i-1--
l l

7 ・. l

--n◆i-

1 西 別
'-1ii1ll[---i要i-l 1li_1i、 .__=_
l 矢 目 劃

fSfi 別

浜 中
ri j-i 、 i11if1f?
l フ 1i: : - 1 .,.l ・ ;

g ・. 1

6 9 . 3

=-7f -'

別 当 賀 1 厚 床

海 区 計
本 年 度 7 , 3 7 2 o 8 0 6 , 3 9 2  1 8 6 . l
前 年 度 l 2 , 9 3 9 2 7 6 2 , 6 6 3  l 9 0 . 6

111;ll 1115, 、S111i 路 4 3  l 1 1 3 2 7 4 . 4

海 区 計
本 年 度 4 3  1 1 1 3 2 フ4 . 4

前 年 度 2 2 S  l 4 1 1 8 7 8 1, 8

遊 楽 部 八 量 1 1. 2 2 0  1 2 C 7 1 、 0 1 3  l 8 3 . 0

l や 解 5 2 3 7 9 4 4 4 8 4 . 8

海 区 計
本 年 度 1 , 7 4 3 2 8 6 1. 4 5 7 8 3 . 5

前 年 度 '1 , 0 2 3

1 3. 6 2 2
2 0 , 3 9 7

9 4 9 2 9 9 0. 8--8-7i本 年 度

百一年i
1 , 7 3 0 1 1. 8 9 2

総 計 2 , 2 9 5  1 1 8 . 1' 0 2 8 8 . 7

iii if 年 対 比 △ 6 , 7 7 S △ 5 6 5  l Δ 6 , 2 1 0 △ 1 . 5

8 2-

9 2 . 1

放 流

無 給 組

千尼

2. 5 4 2
4 6 8

--7
2 0

76
一
70
一
2

-i-1i1
3. o 2 1
1 3、 9  1 3

o 1  ;

給

.1基 数
放 1

解 合 計

:ff 1ll 千尾

2. 5 4 2 4.1 (
4 6 1l1

2. 1ー、i1-i-i

1i-ii 1

1 フ 1:,
l 2 0 4. 1

3 2 5

3 2 5

6 . 2 8 6

2. 6 4 4
32
一
32

1 0 0

フ 8 8

1 0 , 9 4 8

1 7 , 5 9  2

△ 6 , 6 4 4

3 2 5

3 2 5

-f

7 6

2 7 「、
一3-2◆
1 1 1

6 1

3 1

4

4 3

フ 3 1

6 7 2

1、 5 o 6

1. 7 5 5

3 l l1 4

1 3 0

6 . 2 8 6

6 4 4

3, 2

3 2

7 8 8

1 i. 2 7 3
1 7. 5 9 2
△ 6 . 3 1 9

2.

2:

1・

-0l.

i

3.2.

2.

2.4.2.

2.

2.

3.

3.

1l

-3 3-



Bfi l 和 4  l 年 度 支 事 業 場 別 樺 太 鱒 ふ 化 放 流 成 横 表

支 場 事 業 場 収 容 卵 数 - 死 卵 数 t ・ ふ 化 尾 数 l
ふ 化 率

'

北見支場

n
3 2 0

1 0 1

2 4

8 4

2

5 2 0

2 , 8 6 3

二fi111
4 l

2 3

3

9

1

4 7

2 9 2

千尾

2 7 9
7 8

2 1

フ5

1

4 7 3

2. 5 7 1

%
8 7 . 1

フ 7. 2

8 7 . 5

8 9 . 2

S 0 . 0

9 0 . 9

8 9. 8

幌 内

活 滑

湧 別

北 見

網 走

斜 里

岩 月程 別

本 年 度 3. 9 1 4 4 1 6 3 , 4  9 8 8 9 . 3

前 年 度 1 4 , 8 0  0 1 , 6 5 0 1 3. 1 5 0
ーマ

4

4 4

1,7 3 6

フ 2 5

1. 5 9 5
1 , フ 6 3

3 6 2

1 3 1

8 8 . 8

根室支場 羅 臼

薫 別

伊 茶 仁

中 標 津

計 根 別

虹 別

浜 中

3 9

5

8 7

2. 1 1 :i
7 8 フ

1. 1l ' 9 8
1 , 8 7 3

5 2 2

l 4 9

7

1

4 3

3 フ 6

6 2

2 0 3

1 1 0

1 6 0

1 8

8 2 . 0

8 0 . 0

5 0 . 5

8 2. 1

9 2 . l

8 8 . 7

9 4 . 1

6 9 . 3

6 7 . 9

1失 自 別」
厚 床

一本 i 一更一

7. 3 7 2 9 8 0 6. 3 9 2

-? 1i一「 一

8 6 . 7

前 年 度 2 . 9 3 9 2 7 6 9 0. d

十勝支場 釧 路 4 3 1 1 3 2- 3 『
-一一8ア 7 4 . 4

本 年 度 4 3 1 1 7 4 . 4

前 年 度 2 2 8 4 1 9 1 . 8

天塩支場 德 志 別
歌 登

屯 別

中 川

3 4 3

1 2 0

7 8

9

1 6

6

l 5

3 2 フ

1 1 4

6 3

9

9 5 . 3

9 5 . 0

8 0 . 7

1 0 0 . 0

本 年 度 5 5 0 3 フ 5 1 3  l 9 3 . 2
前 年 度 1. 4 0 5 2 3 2 1. l フ 3 8 3 . 5

渡 展i支場 八 雲

や く 解 一

1 , 2 2 0

5 2 3

2 0 7

フ 9

1 , 0 1 3

4、4 4
8 3 . 0

8 4 . 8

本 年 度 1, 7 4 3 2 8 6 1 , 4 5 7 8 3 . 5

前 年 度 1 , 0 2 3 9 4 9 2 9 9 0 . 8

合 計
本 年 度 1 1i、 6 2 2 1, :1' 3 0 1 1 , 8 9 2 8 7 . 2

前 年 度 2 0 , 3 9 7 2 , 2 9 5 1 8 . 1 0 2 8 8 . 7

卵数総括

総採卵数

△道外移籍卵数

差引収容卵数

l 4 , 6 8 2 千 社

1. 0 6 0  〟
1 3. 6 1:1 2 〟

-8 4-

「 一1 の事業場は民間簡易ふ化室
放 流 尾 数

放 流 期 間 備 考
無 給 f l 給 liil; 合 計

千.尾

2 7 0

7 6

2 0

7 3

l

4 6 8

2 , 5 4 2

千尾 千●

2 7 0

7 6

:l: 0
7 3

1

4 6 8

2 , 5 4 2

4 . 2 0̃ 4 . 3 0
2.1 0̃ 2 . l 0
4. 5̃ 4. 7

4. 1̃ 4. 3 0
3 . 2 1̃ 3 . 3 1
2. 1̃ 2 . 2 8
4. 1 0̃ 4 . 3 0

3 . 4 5 0 3, 4 5 0 2. 1̃ 4 . 3 0
1 2. 8 3 4 l 2. 8 3 4 2 . 1 5̃ 5 . 3 1
3 1

4

4 3

1. 7 3 1
6 7 2

1 , 5 8 6

1 , 7 5 5

3 3 4

1 3 0

3 1  l 3. 1̃ 3 . 3 1
4 l 5. 1̃ 5 . 2 5
4 3  1 3. 1̃ 3 . 3 1

1 , 7 3 1  2 . 1 8̃ 3 . 3 1
6 7 2  l 2 . 2 0̃ 2. 2 8
1. 5 8 6  l 2. 1̃ 2 : 2 e
1 , フ 5 5  l 3 . 2 0̃ 4 . 2 0
3 3 4  2: 1̃ 4 . 1 0

l

1 3 0  l 4.1̃ 4 . 3 0
6. :2 8 6 6 , 2 8 6  l 2. 1̃ 4 . 3 0
2 , 6 4 4 2. 6 4 4  : 1 . 1  7̃ 4 . 3 0
3 2 3 2  l 2 . 2 0̃ o . 2 0
3 2 3 2 2 . 2 0̃ 3 . 2 0
1 a 4 1 8 4 3 . 1 0̃ 3 . 3 1

1 1 1

6 0

9

3 2 5 3 2 5  l 4. 3̃ 4 . 3 0
1 1 1  l 4. l̃ 4 . 1 0

l6 0  2. 1̃ 2 . 2 8
l

9 、 IS 1̃ 3 . 1 0
1 8 0 3 2 5 5 0 5 2. 1̃ 4 . 3 0
1. 1 4 0 1. 1 4 0 1 . 1  0̃ 4 . 3 0
7 3 4

2 6 6

;7 3 4

2 6 6

3. 2̃ 4. 8
4 . 1 7̃ 5. 8

1. 0 0 0 1 , 0  0 0 3. 2̃ 5. 8
7 8 8 ・ 7 8 8 3 . 1  8 ̃ 4 . 3 0

1 0 , 9 4 8 3 2 1ll 1 1 , 2 7 3 2. 1̃ 4 . 3 0
1 7 , 5 9 2 1 7. 5 9 2 1 . 1  0̃ 5. 3 1

-8 5-



§ 9. 姫 鱒 增 殖 事 業
§10. 交 配 種 増 殖 事 業

S 9  船.範章增殖事業
1 )  捕 獲 採 卵 開

本年度の支易湖における額館の捕獲事業は10月7日に開始し、 1 1 月 2 8 日 に 終 了 し

たが 、 その結果捕獲数は 2 0 , 7 1 8 尾 ( 内 1il 9. 9 0 4 尾 ) で 4 年 魚 が 9 8 % を 占 め 前 年

( 9 ・ 5 2 6 尾 ). 上 り 1 1 , 1 9 2 尾 多 <計画,識 の 1 8. 8 5 o尾 lこ対し110%の達成率である。

一方採卵数においては前年 ( 1.6 9 8 , 0  0 0本t ) よ l ) 1 , 1 5 9 ,o 0 o 粒多い2、85 7,0 0 0粒を採卵
し 、 計 画 数 ( 5 , 0  0 0.o  0 o 粒 ) の 5 . 7,%を達成し終了した。

na和 4 1 年 度t 融l算規魚捕1通採卵成織表

水 系 採卵場 事業場 捕 獲 数 使 用 親 角. 業 数
9 3 計 9 容 計

支 場 湖

/ /

ポロピナイ

湖 畔

支場湖

/ /

尾
5 , 0 4 4

4.8 6 0

尾
6. 1l l 7 2

4.4 4 2

尾
1 1.4 1 6

9,3 0 2

尾
3.5 3 8

4.7 4 7

尾
4 9 6

6 1 9

尾
4,0 3 4

5 , 3 6 6

合 計
本 年 度

前 年 度

9.9 0 4

5、70 0

1 0 . 8 1 4  l 2 0 . 7 1 8
3 , 8 2 6  1 9.5 2 6

8 , 2 8 5

3. 6 9 2

1 , 1 1 5

7 6 8

9、40 0,

4 , 4 6 0・

前年対比 4 , 2 0 4 6 , 9 8 8 1 1 , 1 9 2

仮収容

卵 数

4.5 9 3 3 4 7 4.9 4 a

水 系 採卵場 事業場 採卵数
増 減

卵  数

9親魚

使用率

平 均

採卵数
実施期間

支 場 湖

/ /

ポロピナイ

湖 畔

支場湖

/

1 2 0 3 前

1 , 6 5 4

千粒

△ 7 0

11f-t1l
1 , 2 0 3

1 , S 8 4

70 .1  %

9 7 . 6

2 0 0 粒

3 0 0

?0:ll-3l:1.28
1011 3̃1128

計 l 本 年 度合 '
, 前 年 度

2 , 8 5 7

1 , 6 9 8

△ 7 0  1 2.7 8 7
1

l 1 , 6 9 9

8 3 . 6

64.7

i 0 0-,1 -
5 0 0

10フ̃ 112:8

10.ỹ1124

l 前年対比 l 1 , 1 5 9
1

l

捕獲数に比ぺl系卵計画達成率が低かつた理由は本年度の使用字規角、の平均採卵数が( 1尾

当 り 3 0  0粒 )少なかつた為である。

2 )  姫開卵の移殖

〇 発限卵移殖

道内移殖 (発眼卵 )

単 位 : 粒

供 給 地 移 殖 月 日

4 2 ;' 1. 1 0
. 1. 2 3
. 1. 1 3
1. 2 6

受 給 地 移 殖 卵 数 摘 要

千才支場

/ /

/

/ /

合 計

根室支場・ t[別事業場
道立水産ふ化場

虎杖浜漁業協同1ll日合
北海道解保護協会連
合会

9 1 7 ,o o o可 べニサケ生産用
1 2 o. 0 0  o 1 較平湖放流用100:F粒森養'la1易l 2m
5 o.oo o l 倶多薬湖放流用
5 0 . 0 0  0 l 池申養1高用
1 , 1 3 7 , 0 0 0  l
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道外移殖(本州̃発眼卵 )
単111i: 粒

供給地 移殖月日 受 給 地 移殖卵数 摘 要

千才支場

/ /

/ /

4 2. 1. 2 6
/ /  / / / /

/ / /  / /

福i島県麗政部

長野県、青木湖漁業協同組合

神奈川県淡水魚増殖場

50 . 0  0 0 粒

5 0 . 0 0 0

5 0 . 0  0 0

秋元湖放流用

青木湖 〟

芦ノ湖 ″

.合 計 1 5 0 . 0 0 0

〇 受精直後卵移殖

道内移殖(受精直後卵̃交配 )
単i立 : 粒

供給地 移殖月日 受 給  地

北海道立水産ふ化場

移殖卵数

7 0 . 0 0  0 粒

摘 要

千オ支場 4 1. 1 1. 8 交配種試験卵

3 )  ふ化放流

事業場に収容した1. 3 8 7 , 0  0 0粒のふ化放流成續は下表のとぉりであるo

事業場 収容卵数

放 流 尾 数

合 計
放流期間 ・l1結 考死 卵 数 ふ出尾数 ''・' l if i・

,1電給解 給 餌

1的

1,387000
粒 l 尾

135100 0 l 1 2 5 21000
%
903

1t 1:1 o8p0正
( 55000 )
1.108000尾
・ (55000)

4̃

4 ̃

飼育
( )的 流支%場湖

本 年 度 1387000 135.l)00 12521ll00 903 1,163000 11,163000
前 年 度 1,37311l 00 1 '0100 125380 n 922 1205000 1:2051D00 4 5̃ 46

前年対比 1 3:l00 ,49oo jΔ ,8co 1△ ,.9 j ,2o5 的o l',19言器3) :、1, 92P00(55l)00 ) 11'一_ l,
卵数総括

総採」llli数 2 . 8 5 7.0 0 0粒

△移殖( Aie番) 111li数 1、4 o o.o oo″(発眼,?'?)△交配用試験卵 7 o.o oo粒(採卵直後 1l fl )

実卵数 ( 1 , 2 8 7 , 0  o 0 )  - (道立水産ふ化場)

死卵数 ( 1 1 3.0 0 0 )

差引收容 1用数 1. 3 8 7 , 0  0 0粒 .

i;美 支場湖におlナる姫確の資源最を調ぺるため38年より稚魚の湖内還元数を約1・ o o o 千

尾に定め毎年継続放流しており、 余剰卵は他の河川湖沼に移殖放流を行つているo

8 8-

S l 0. 交配種增殖事業

1 )昭和41年度交配耗i規魚補德採卵成等l表 (蛙9X樺太 i量1l1 F l )

海 区 水 系 l 事業場
l

捕 獲 数 使用親魚 改 l,j1 採卵数採卵場
字 容 計 9 容

オホーツク

海 区

清 滑 清 滑 清 滑 0 1 1 粒

幌 内 幌 内 9是 内 2 1 2 3 4 4 1 6 9 2 5 2 7、 5 0 0

l 合 計 2 1 l 2 4 4 5 1 6 9 2 5 1 2 7 , 5 0 0
海 区 水 系 採卵場 事業場 増減卵甚 l 考器 量 e親魚使用率 平 均採卵数 実 施 期  間

オホーツク

海 区

清 滑 議 滑 瀦' 滑 粒 自8.1 ̃ 話.10.4

幌 内

合 計

幌 内 幌 内 2 7.5 0  0 7 6 . 2 1. 7 0  0 8 . 1 6  ̃ 1 0 . 1 0

2 7 , 5 0  0 7 6.2 l 1.7 0 0

海 区 水 系 採9国場 事業場
使 用 報 f.表:数

採卵数
9

3 6

容 i 計

オホー ツク

海 区
湧 別

l
湧 別 1 湧 別

l
t

l

l
7 l 4 3

1

粒
8 2.6 0  0

海 区 水 系
1 l

採卵場 l 事業場 l増械卵数
I l

収 容
卵 数

備 考

オホー ツク

海 9
i職 別 海 別 湧 別

粒
82.6 0  0

2 )  昭和41年度交配種ふ化放流成系電表

1 )

支 場 !ii業場 死卵数 ふ出尾数 ふ化率 放流尾数

放流 _ ..・ 一 'ふ出

放流期間 放流河川

t lt
2 7.5 0 0

戴
15.9 0 0

尾
1 1 . 6 0 0

%
4 2 . 2

尾
1. 4 3 2

ot,
1 2 . 3.1l:見 幌 内 4 j 3̃58 幌 内 川

-8 9-



2 )

支 場

北 見

事業場 収容卵数 死卵数 ふ出尾数

尾

5 9 . 8 5 0

ふ化率 放流尾1Eil 放流
ふ出 放流期割 放流河川

粒

8 2.6 0  0
粒

2 2,7 5 0

%
72.5

尾

2 9 , 1 8 0

%
4 8 . 7湧 別 411-l:l8 湧別川

・法 幌内川操識放流分

湧別川 ″

参 照

月lliilt・ 右 腹a言 ( 除素 )

月言M着 ・ 背'1持(除去)

交配種概要、別記調査報告

9 t i

§11. 鮭鱒親魚蓄養成績

§12. 河口通過稚魚観測事業

§13. 降河稚魚保護事業結果

§14. 稚 魚 飼 育 事 業



S l i. 能 .鱒親魚蓄養成續

o 館

姓親魚の蓄養を行つた採卵場は岩尾別外66個所(休止個所̃書別・落養を行わなかった

個所̃東 1 5 号様似、仁確1:別.. 広尾、名駒 )でll基l ・総捕獲 -玻 1 7 1. 0 8 8 尾 の 8 2 % にあたる
1 4 0 . 3 0  o尾を蓄養した。

その うち 1 o 8. 0 1 4 尾 ( 蓄 養 数 の 7 7 . 0 °1o )が採卵に供され、この外に即目使用した雌

が 2 4. 8 5 8 尾 ( 雌 捕 獲 の 1 4 . 5 % ) 合 計 1 3 2、8 7 2 尾 の ,雌親1lli.を使用した。本年度の使
用率は7 7 . 7 %で前年より 3 . 4 % よい成類で終つた。なぉ蓄'養 ':t'の晩死数は18, 1 4 8 尾 で
逃逸角.は 1 3. 4 2 2尾を出したことは今後更に蓄養技術の研究を要することでもあり、未利

用親角、の高度利用に努めることが問題として残されている。

o 桜 體

桜e量の蓄養を行つた採卵場は岩尾別外22個所で體総捕i整数6. 4 8 2 尾の うち即日採卵に
使用した期角.は 2 0 4 尾 で あ る。 ・1進親魚の蓄養数は5. 8 9 0 尾 ( ・l 推捕鍾数の9 1 % ) でこの

う ち 4. 2 7 2 尾 ( 蓄 養 数 にマ;t し 7 2 . 5 % ) を 採卵に供 し た。又即日使用分を加~、る と 4 , 4 7 1l1

尾の雌親魚を使用した

本年度の使用率は69. 1 % で あ る ( 前 年 は 7 7 % ) 。使用率が前年度より不良であった主

な原因と考えられることは斜里採卵場で控養期間申增水により961尾と大量の逃逸角.を出

したこと、:・審養::i1の轄死魚を1 o %以上出した採卵場が11個所もあったこと等が挙 l f られ
る o

o 樺太確

-f準太確の蓄養は岩尾別外2 9 個 所 で 解獲数 1  6, 2 6 8 尾の う 'ら即日採9l1lに使用されたも

の は 2 4 1 尾 、 1進親?蓄養数 1 4.'5 0 9 展 ( '御前獲数の89 ''t ) に 対 し採11fi使用の観魚は

1 2. 0 8 4 尾 で即日使用分を含め 1 2. 3 2 5 尾の雑親 faを使」ll1 した。使用率は 7 5. 8 % で あ
る 。  相要, 輝太繼はさけと興な- り害養期開力'、長期にわたるため蓄養期間中に様々な事例が起り
うる事が多く、  特に棒太随は補 i理 ・量の年変化が甚だしいため蓄養施設もこれ等を控動案して完

備する必要がある。
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昭 和 4  l 年 度 能 報 魚 蓄 養 成 接 表,捕 獲 数 1e 親 魚 蓄

一書ア
字

試

験
控
除

即 日 採 卵 書 養

6 計 尾

教
%
要
蓄賽数

著 養

不能数
害養数 % 字 容

岩 尾 別

斜 里

・・集 琴
網 走

西 網 走

常 呂

務 tlI1

清 滑

興 部

幌 内

合 計

尾 l 尾 l 尾
197 l 287 l 484
3a71 l 2 S 3 6 的 7
3 6 0 l  430 7タ0

l
1M23 l 15572 l 25フ95
2:243 3499 l 5;'42
26・1 7 l 21612 l 5229
、a.-8 8 l 10040 1 1 8lll2B
2-58 l 1.499 l 31757

l i
4 2  58 l 100

1780 5 7 5 l 1.3551
301l 7 9 l 3 7 1 0 8 l 67237

尾 i ,,f

l ;:
l 2 2 0

8 1 ;::

一5 ¥

I
1 3 l '3;:

尾

2 7

3071

350

10:l48

20 25

2466

7,1l13 0

2253

42

760

281ll7 0

尾

ll1

躍

2 l

3P /1 .

350

10094

2017

2.464

7507

2246

42

739

28551

l 尾 l 尾778 21 1 1 2

1 0 0 . 0 l 31D71 2509

100.00 1 350 181
';l 9 S 1 0 P 9 4 6 3 1 6

9 9 フ 2JD1 7 : 3 3 1 2

999 l 2.464 l 933
l l

9 8 4 l 7 動 7 l 3,170
l9 9 フ 2 2 4 6 1 952
1 l1000 . l 42 16

9 7 2 , 7 3 9 l 322
l .

992 l 28551 1 18323

;863

23

aフ
98

5 3

8:9

54

6

2

123

7

21

219

26

4.6
1離 自

審メli古丹

植 別

元崎a購基
崎 無 異

i't 別
古多事項

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

失 臼 別

風 室

別 当 賀

穗 香

合 計

1- l 702l 1.716 l l 1009
18 l 1 5 j 33
144 1 142 l 286
51 1 6 2 1 1 3 l l

485 l 5 7 7 1 0 6 2 i l

1342 l l S91 3 2 3 3 l l 202
2:;l ::1 :: l l
1,012 l 3 j 00 l 4112 l l
4547 l 4フ62 1 93a9 l 11 1 407
2,919 l 2フ62 l 5,691 1 l

3 5 9 1 3 1 3 l 672 l l
1354 1 729 l 2983 1 1

4 :H,,,;引 1,'882

l l

に
l

1,76 4 1 ,7 4 6 3 5 1 0  77

2 0 l 5 4 7 4 l
641948 j 72751137699 l 1 1 1 6 5 7 7

995 5 1 1 5 l 100a l 5 1 1 1
1 1 8 l  l 18 : 100」叫 1 8 l 15
1 144 l l 144 l 100a l l 1 4 4 l 1421 51 l 51 l 100ll l 51 1 62

1 l. l 4的 485 l l , 0a 485 577
15.1 j 1,140 1 9 l 1,131 l 9 9 2 : 1.131 1 1.374

l 72 l 1 72 l-l 72 l 64
l 213 l 8 l 2 0 5 9 6 2 l 205 l . 270
l 1 .012 1 l 11D1 2 l 1 0 0 」0 : 1.0 1 2 j 3 . 1 0 0
90 1 4:129 l 9 : 4 , 1 2 0 1 9 9 8 1 i.1 20 l 2-

' 1 l l 1
2 9 1 9 l  2919 l 1 0 0 0 1 2 .9 1 9 , 1.8311 359 l l 3 5 9 l lSOa 1 359 l 293
l 1354 l l 1354 l 1000 l 1354 I 615

10フl33523 l 2685 l 3Ce38 l 92.1 l 30838 1 12,426l ・39 l 3 9 l 100 0 l 39 : 65

l
ll 90 8 , 1 . 1 8 2 l 9 9 3 l 118 2 l 599

4.4 1 , 6 8 7  2o9 1 1.478 l 874に7 8 l 833
20 1 20 1 1:000 20 l 54

2 5 5 4 8156 0 2 .928 l 45432 l 9 3 9 4 5,ll32 1 24521
厚 岸

釧 路

同 寒

茶 路

805

1 _部60
268

9

543

1 9a13
409

6

1348

35073

677

1 5

8 1n 797
1 51600

265

9

797

15558

265

9

100i1

993

1001D

100il

797

15558

265

9

543

8,477

171

6

1 0 2

3

-9 2-

養 内 訳 9
総
使
用
数

使

用

1率

数 字

催

熟

境

死

そ の 他

計
% ' %

逃逸 老 魚 調 査 未 熟 計 %

尾

1t◆3

5580

531

161;110

5329

3397

10677

3198

58

11:]61

4的74

尾

21:

3013

321

9664

1.931
2S83

7234

2 2 3

39

739

275,的

尾

58

29

430

86

81

9 6

23

2

805

尾 尾 E3 l 尾
!

l
l
・ 1
1

l
l 88
l

, l
l
1 1 88

尾 l 尾

l
l
l

l
177 l 24

l
1 l ぉ

,178 l 60

尾

191

3013

331

9フ39

211 51

2534

7 984

2223

39

759

28964

%

969

o 91M

919

953

959

968

956

990

921i'
973

96.1

100.0

981、
91.7

95フ

95フ

''t6 i

963

99 l0

92:9

1 oon
966

1.g,

83

43

43

33

1.3

1」0

4S

28

89

89

16 l 5 l 100n l l
33 l 18 l 1000 1 l
286 1 141 i 979 l l
113 l 50 l 980 l l
1a 62 l 461 l 9 5 j  j 24 1 49

250 5 l 1 」 169 l 945 l 62 : 55
136 1 「7 1 792 1 l 1.4
475 1 1 8 9 j 922 6 l 29
4 j 1 2 l 976 l 964 1 3 6 l 34
6310 l 346a 1 84ll 1 123 1 30
4フ50 l 2B85 l 988 l 34 l 1 2
652 l 357 l 99.4 l 2 1 0 i
1969 l 1352 l 999 l 2 l Oj
43264 l28240 l 9 1 . 6 2159 8 l 8.4
1 0 4 l 2 7 、692 1 ' 2 l 30.8

l ; l 111781 793 67 j l 384 l 325l l

容11 l 1.350 l 913 l 86 l 58
74 1 18 l 9 0 0 1  2 l 100
l l l 1691;l53 ;41.448 , 912 3372 74

l l l l l l 1- l 1ooanl 1 ' 1 1

3 l l l ; l ;; 1 ,f l 業
l 1 l 1 l l l 461 1 95 j
l l l 1 ・ l 1 2 7 1 l 90フ
l l l l盗14 l 194 l 5 7 l 7 9 2
10 l l 1 l 10 1 49 1 189 l 8a7

1 l l l l 9 7 6 l 9 6 . 4

537 l I 1 l 537 l 130 l 3867 1 85a1 l l l l 2;:; 1 ;;:
l , 1 l l l 1352 l 999
l l 1 l 1 j 431:; 1 :;;
l 5 l l 1 5 1 04 l 793 l 66442 1 l 42 l 29 l 1.427 l 809

l l l 18 l 9001 l ,
5 5 0 4 8  l l 6 1 2 l 1 . 4 l 5 8 P 2 5 : a93

1.340
24」335

436

1 5

778

lOP48

233

2

974

646

879

l 222

19

l 23;j
2A

149

50

771B

784

l 10048
23:

9 7 i

642

869

222

2842

19

136 221 311 99

1 9

205

711
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゛ 1il 親 魚 書

捕 獲 数
試
験
控
除

即 日 採 卵 蓄 養l 蓄 養

字 6 計
尾

数
% 要
客養数
蓄 養
不能数
9養数 % 字 3

尾

l2 009

27;l 77

1

1」617

1a16
555

59917

131

951

126

959

652

' l81 9

尾

4920

54613

4

960

2538

858

l

94265

88

t810

134

1927

593

4552

尾

261;lW

・81;ll'lin
5

:a977
41i54

1.41・3
1

154:382

219

2ア61

260

2386

1245

7371

尾

114

1

.尾 尾

11S95

27;l77

11543

11B16

340

59502

111

951

126

959

652

2799

尾

837

尾

11895

26340

1S43

1l546

124

58177

109

944

126

956

652

2フ87

尾

11.895

26340

1543

1J46

124

58:l77
109

944

126

956

652

2フ87

尾

21ll66

3フ27

402

168

8

16.1l 6 8

28

230

8ll1

203

1 6e
715

千 代 田

打 内

利 別

幕 別

東 3 3 号

歴 舟

広 尾

合 計

德 志 別

北見桃別

屯 別

天 塩

中 川

合 計

10010

969

100」0

90.ll1

365

978

982

993

100」0

99フ

1001D

996

74

214

296

20

4,6

、38,16

0 5

153

170

216

1325

! l

7

3

1 2

1

119

20 153

石 狩

西 起

音 江

幌 別

元 浦 河

三 石

静 内

1er 冠
富 川

船 川

勇 払

白 老

数 生

買 気 別

合 計

990

1345

8 l 3

77

291

122

a95
238

77

113

1.079

135

130

19

61l24

2、498

1324

946

',284

465

104

693

225

114

64

1.051
160

186

1 2

8112,S

如488

21ll69

1.759
361

756

226

1388

463

191

177

211 30

295

316

31

1 41250

990 l 723

l1104 5 3 2

800 , 35

l
7 7 2 3

2 3 2 1 2 8

59 1

632 ,l 9
l

196 1
77 l 39
1 1 3 7 5

1.079 4

l

23 l 1 2

2 9 l 7

19

5 3 7 1 1:i3 8

267

1P13

765

54

104

58

583

196

38

3 8

11D75

11

1 2

19

4233

30ll l 267
9 6 9 1a乱
956 1 765

l
70:l 54

4 4 8 1 0 4

983 58

9 2 2 1 5 8 3
l

1001D l 1 9 6

494 l 38
336 l 3 8
9 9 6 t 0 7 5

471B l 1 1

41.4 1 2

1 0 0 . 0 l 1 9

- l

78B 4233

907

457

43

94

81

426

134

31

4 0

345

1

6

1 2

2S77

9 291

1 3

59

63

63

42

112

101

7449 1 211

朱 太

冷 水

厚 沢 部

長 万 部

遊 楽 部

有 川

135

1206

350

16

357

8

20:7
1S39

468

4 2

290

1 4

342

2745

818

58

647

22

135

91

340

1 6

25e
8

135

77

339

6

233

5

100a l 135
8 4 4 7 7

9 9 フ 3 3 9
l

375 1 6

9 0 3 2 3 3

625・ 6

1 l 2

3 2

2 4:a

10

149

8

1115

10

99

92S

29

273

1 4

1

10

25

3

-9 4-

一一
一_-
数一一
計

電

11456

301)67

1lll45

1S14

. . 132

74345

137

1.1l 74

1'1 2
1,159

820

3S02

267

t;l 20

1222

97

198

139

1.C09
330

69

78

1.420

12

18

31

6810

養 . _・ 二 _ 内 ' 訳 9
総
使
用- 数

使

用 -
率

- 9 - -
催

熟

用

994 3

7964

1.490
1‘336

124

31,918

109

937

123

675

6,l 8

2l l92

%
第

死
%
逃逸

尾

10P02

そ の 他

老魚

-i-

調査 未熱 計 %

尾

t94 4

8374

1'3

310

12;l91

7

3

281

4

295

尾 」i 尾

盗 8

1 01]02

40

13268

尾

9943

7964

1S64

1336

338

321214

129

937

123

675

648

2512

i
828

293

96フ

736

609

5 的

9a5
785

976

704

9 9l;

89;l

836

302

964

812

100.0

549

100i1

993

976

7016

994

89ll

163

31S

08

188-

223

0フ

:2.4
294

016

104

01l

38l:l

2.6

228

4 0

17612l;63 221

67

1013

695

4 8

91

5 8

583

149

1 8

3 5

713

11

1 2

18

3511

2 511

100」]

90B

8 85l

875

100.l]

1 r1oo
760

47.4

921l

663

1000

1 oao
94フ

829

166

70

6

13

622

9 2

11.1

1215

盗3 4 12フ l 67
ll l J 0 4

l 708

4 8

l 150

121

646

44 l 191
18

35

06 1 713

l
123

113

18

1 2 4 2 5 5

6 8

965

87.1l

623

1l l l S

992

929

803

234

310

,666

, - g1.1

869

94フ

3 8

・ 20

3

356

191l l

5216

7.9

3311

9 9

盗 6

1

673

53

159 9 49

247

109

583

10

382

13

133

77

339

4

230

985

100i1

1oon
66フ

98フ

2 1S 133

1 .1l 9 2

349

4

329

985

9aB
99.7

28」6

922

2

3

5

333

13

100J:l

-9 S-



゛捕 獲 数 9 親 魚 書

s 合 計

試
験
i空
除

即 日 採 卵  l 蓄 養 蓄 表

尾

数
%
要

蓄養数

蓄 表1

不能数
書養敏 Clb 章 3

尾

4l:91

207

331

7101

尾

5371

14 i

21i

830t

尾

9864

355

550

1 5401

尾 尾

41ll26

164

11

5825

尾

65

4 3

320

11276

尾

65

38

156

尾

0

5

320

1120

尾

t

320

1.120

尾

0

200

749

f這辺地

角 川

知 内

合 計

1l86

792

332

82.1

11.6
100.0

878

総 合 計 1711088 225;1 01 396190 152 24S58 1 4 S 146P78 5フ78 140,300 96.0 1 4 01;00 l 63P53

9 6-

養 内 訳 字

総
使
用
数

使

用

率

数 字

計
催

1ll:ll. Cj1、
究

死

そ の 他
olo

;逃逸 老魚 調査 未 熟 計 oll1

尾

5

520

1fi6';l

尾

5

28 1;1

1.077

尾 尾 尾

31

31

尾 尾 尾

31

31

尾

4.426
169

300

69C2

%

98,6

81」6

904

972

10010

903

962

917

2.712 1.1

203353 108P14 l 7710 1 81l 4 8 l29 13,422 344 1 309 14;138 1 1 0:、 1 1 328 7 2 7717

9 7-



昭 和 4  l 年 度 相i・ .聽 親魚蓄養成積表

X項日
卵1

捕 獲 数 s 親 魚

字

試
験
控
除

即 日 採 卵 書 養

3 計 尾

数
%
要

書養数

書 養

不能数

書 養

数
%

1i
1 1 8

1.7 5 5

5 3 1

1 3 1

1 3

2 , 5 4 8

属

' 6 5 -

8 4 6

3 1 5

5 5

2

1.2 8 3

尾

1 8 3 .

2.6 0 1

8 4 6

1 8 6

1 5

3.8 3 1

1i

5

尾
4

尾

1 1 4

1.7 5 0

5 3 1

9 7

1 3

2 . 505

1i

・ 尾

1 1 4

1、750

4 8 2

9 7

1 3

2.4 5 6

岩 尾  別

斜 里

清 滑

興 部

幌 内

合 計

3.4 1 0  0.0

1 0 0.0
9 0 . 8

1 0 0 . 0

1 0  0.r

98 . 0

4 9

5

4

0 .2 4 9

忠 類

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 蓮

別 当 資

合 計

8

8 8 1

3 1

1 2 8

1 0 5

6 6 1

1 2 6

7 1 6

5 1 5

3 , 1 7 1

5

1 9 4

2 0

4 6

3 5

3 8 8

1 1 7

5 3 9

3 3 5

1 , 6 7 9

1 3

1 0 7 5

5 1

1 7 4

1 4 0

1.0 4 9
2 4 3

1. 2 5 5

8 5 0

4 , 8 5 0

8

8 5 6

3 1

1 2 8

1 0 5

6 2 0

1 2 6

7 1 6

5 1 5

3.1 0 5

8

8 5 6

3 1

1 2 8

1 0 5

:5 6 5

1 2 6

6 6 4

5 1 5

2.9 9 8

1 0  0.0

97.1

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

91.1

1 0  0.0

9 2 . 7

1 0. 0.0 .

9 6.,l l

2 5 0.3

4 1 6.4 5 5

5 2

1Cl76 6 2.1

徳 志 別

北見場別

猿 払

申 川

合 計

1 5

1 5 3

2 8 1

6

4 5 5

4

1 8 3

7 5

1 0

2 7 2

1 9

3 3 6

3 5 6

1 6

7 2 7

1 5

1 5 3

2 8 1

4

4 5 3

1 5

1 5 0

9 2

3

2 6 0

1 0  0.0

9 a6
32 . 7

7 5 . 0

57.3

3

1 8 9

1

1 9 3

2

2

33.3

0.4

西 越

仁 確 別

合 計

1 9 ・

1 0

2 9

1

1

1 9

1 1

3 0

1 9

1 0

2 9

1 9

l 0

2 9

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

名 駒

条 太

合 計

1 5 2

1 2 7

2 7 9

3 2

1 5

4 7

1 8 4

1 4 2

3 2 6

1 3 2

1 3 2

86.9

47.3

2 0

1 2 7

1 4 7

2 0

1 2 7

1 4 7

1 0 0 . 0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

総 合 計 6 , 4 8 2 3 , 2 8 2 9 , 7 6 4 5 2 0 4 3.2 6 , 2 3 9 3 4 9 5.8 9 0 94.4-9.8-

・書 養 内 訳

gl

総

使

用

数

使

用

・率

書 基 数 9

e 3 計
催

験
ab
発

死
% そ の 他

更.

1 1 4

1 フ 5 0

4. 8 2

9 7

1 3

2.4 5 6

1i
6 5

8 4 2

7 9

2 0

;2

1.0 0 8

尾

1 7 9

2.5 9 2

5 6 1

1 1 7

1 5

3,,464

是

1 1 4

6 9 6

3 8 0

7 7

1 3

1 , 2 8 0

尾

l 3

l tl 2

2 0

2 1 5

尾

逃逸9615 41ll%

尾

1 1 8

6 9 6

3 8 0

7 7

1 3

1.2 8 4

%

1 0  0.0

39 .8

71 .6

5 8 . 8

1 0 0 . 0

5 0 4

1 0  0.0

39 . 8

78 . 8

79 .4

1 0 0 . 0

52.1

5. 1ll

21. :1l

2 0 . 6

8.8 9 6 1 3 9 1 %

8

8 5 6

1S1

1 2 8

1 0 5

5 6 5

1 2 6

6 6 4

5 1 5

2 , 9 9 8

4

1 9 4

2 0

4 6

3 5

3 2 1S

1 1 7

3 3 2

3 3 5

1 , 4 0 9

1 2

1.0 5 0

5 1

1 7 4

1 4 0

8 9 1

2 4 3

9 9 6

8 5 0

4.4 0 7

' 2

7 6 9

2 9

7 4

1 0 2

4 8 3

1 0 6

5 9 3

5 0 5

2.6 6 3

2 5 . 0

89 .8

93 .5

57 .8

97.1

85 .6

8 4 . l

89.3

98 .0

8 a9

6

1 7

2

5 4

3

8 2

2 0

:7 1

1 0

21l・5

75.0

2.0

6.5
4 2, 2

2 9

1 44

15.8

10 . 6

1.9

8.8

2

7 9 4

2 9

7 4

1 0 2

5 2 4

1 0 6

5 9 3

5 0 5

2.7 2 9

25.0

9 0 . 1

9 3 . S

57.8

97.1

フ9.3

84.1

89 .3

98.1

8 6.0

盗難70 8 2 %

70 容%

1 5

1 5 0

9 2

3

2 6 0

4

3 6

2 0

3

2 6 0

1 9

1 8 6

1 1 2

6

3 2 3

6

1 4 :1'

1 3

3

1 6 9

4 0 . 0

98.0

14.1

1 0 0 . 0

65 .0

9

3

7 9

9 1

60 .0

2.0

85 .9

35 .0

6

1 4 7

1 3

5

1 7 1

40.0

9 6.0

4.2

83.3

37.5

1 1 9

1 0

2 9

1

1

1 9

f 1

3 0

1 3

1 3

68.4

4 4 8

5

9

1 4

26 .3

90.0

48,3

ll査1 5 3 %

逃逸1 1o0
2 69

1 3

1 3

68.4

44.8

2 0

1 2 7

1 4 7

3

1 5

1 8

2 3

1 4 2

1 6 5

2 0

1 2 7

1 4 7

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 5 2

1 2 7

2 7 9

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

l 5.8 9 0 2.4 9 9 9 , 3 8 9 4,2フ2 フ2.' 5 8 5 9.9 1P33 17S.lb 4.4 7 6 69.1-9 9-



昭 和 4 l 年 度 樺 太 鱒親魚蓄養成積表

t 捕 獲 数 9 親 魚

e
試

験

控

除

即 日 採 卵 書 養

0 計 尾

数
%
要

蓄養数

息
3 6 7

6 0 3

4

1 0 4

2 4

4 3

2 5

4 7

2 0 2

1 , 4 1 9

蓄 養

不能数

蓄 養

数
%

尾
3 9 7

6 0 3

0

4

1 0 4

2 4

4 3

2 5

4 7

2 1 1

1 , 4 5 8

尾
4 2 9

4 5 4

1

3

9 0

1 8

5 2

3 2

4 7

1 1 l ' 9

1 , 2 5 5

見
8 2 6

1 0 5 7

1

7

1 9 4

4 2

9 5

5 7

9 4

3 4 0

2 , 7 1 3

尾 尾
3 0

尾 尾
3 6 7

6 0 3

4

1 0 4

2 4

4 3

2 3

4 7

2 0 2

1.4 1 7

岩 尾 別

科 里

漢 琴

細 走

常 昌

携 別

清 滑

興 部

雄 武

幌 内

合 計

7.6 1 0  0.0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

92 .0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

99.9

2

9

3 9

4.3

2.7 2

サ i/ルイ

春刈古丹

械 別

忠 類

標 津

春 別

当 幌

床 丹

西 別

風 班

矢 自 別

別 当 資

穗 香

合 計

2 8

2 8

6

7 1

3.7 7 2
2 4 9

1 86

2 4 1

6 , 8 4 0

1 , 8 2 l

4 6 !1

1 1 4

1

1 1ll.8 2 2

3 0

2 7

6

2 3 1

8.4 7 7

3 0 8

2 1 0

1 0 4

1 5 7 9 3

4 , 1 0 5

9 2 5

9 0

5 8

5 5

1 2

3 0 2

1 2 . 2 4 9

55フ

1l;9 6

3 4 5

2 2.6 3 3
5.9 2 6
1.3 9 0

2 0 4

1

4 4 , 1 2 8

2 8

2 8

6

フ1

3 , 7 7 2

2 4 9

1 86

2 4 1

6.6 4 0
1.8 2 1
4 6 5

1 1 4

1

1 3 , 6 2 2

2 8

2フ

6

5 9

3, 6 2 6

2 4 9

1 8 6

2 4 1

5 , 0 8 5

1 , 8 2 1

4 6 5

1 1 4

1

1 1.9 0 8

1 0  0.0

96.4

1 0 0 . 0

8 3 . 0

96.1

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

77.2

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

87.4

1

1 2

1 4 6

2 0 0 2.9 1.5 5 5

3 0.3 0 6 2 0 0 1.4 1 7 1 4

釧 路

合 計

2 8

2 8

3

3

1 1

1 1

3 9

3 9

2 8

2 8

2 8

2 8

・1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

長 万 部

合 計

0

0

3

3

l

3 1 -
l
3 l  -

・ 一 t G 0-

蓄 養 ・ 内 駅 9
総

使

用

数

使

用

率

書 養 数 9

字 容 計
催

義
%
発

死
% そ の 他

島
3 6 7

6 0 3

4

1 0 4

2 4

4 3

2 3

4 7

2 0 2

1.4 1 7

尾
1 2 0

4 :1l 1

2

3 3

1 6

2 0

2

1 6

1 2 2

7 5 2

属
4 8 7

1.0 2 4

6

1 3 7

4 0

6 3

2 5

6 3

3 2 4

2 , 1 6 9

尾
3 6 7

4 5 8

3

5 8

1 6

4 2

7

2 8

2 0 2

1 , 1 8 1

尾

8 5

1

4 1

8

1

1 6

l 尾
1al遍43  7 j %

1 4'1 老 魚 1 7  ”
l

l25.03 9 . 4 老 魚 5  4 8 %3 3 . 3

2 3 l
6 9 . 6 l
l illll遍l5 3 1 9%l 名 魚 4  85
l 逃逸5 8 ' 41%

1 0 ・7 提 2 6  1 g

尾
3 9 7

4 5 8

3

5 8

1 6

4 2

7

2 8

2 1 1

1 . 2 2 0

%
1 0  0.0

75 .9

フ5.0

5 5 . 7

66.6

9 7.6

28.0

5 9 . 6

1 0 0 . 0

83.7

l 0  0,0

75 . 9

7 5 . 0

55 .8

66.7

9フ.7

3 0 . 4

59 .6

1 0 0 . 0

83.3 1 5 2

2 8

2 7

6

5 9

.3.6 2 6
2 4 9

1 8 6

2 4 1

5 , 0 8 5

1 , 8 2 1

4 6 5

1 1 4

1

1 1.9 0 8

9

1 8

6

1 9

1.1 3 9
3 0 8

2 1 0

1 0 4

2 , 1 5 7

1 4 9 9

2 0 5

8 3

5.7 5 7

3 7

4 5

1 2

7 8

4. 7 6 5

5 5 7

3 9 6

3 4 5

7.2 4 2
3 , 3 2 0

6 7 0

1 9 7

1

1 7 , 6 6 5

1 4

2 0

4

3 0

2:8 4 0

2 0 2

1 8 6

2 4 1

4 , 867

1 4 3 0

4 5 2

1 1 3

1

1 0 , 4 0 0

5 0 . 0

74.0

66 .6

50.8

78 .3

81.1

1 0  0.0

1 0 0.0

95.7

78.5

97 .2

99.1

1 0  0.0

8 7.3

1 4

7

2

2 9

7 4 2

4 7

5 0 . 0

26 .0

33 . 4

4 9 . 2

2 0 . 5

18 .9

1 4

2 0

4

3 0

2.8 4 0

2 0 2

1 8 6

2 4 1

5 , 0 6 7

1 , 4 3 0

4 5 2

1 1 3

l

1 0 , 6 0  0

50.0

71.4

66.7

42 .3

75 . 3

81.1

1 0  0.0

1 0  0.0

74.1

;l'8.5

97.2

9 9 . 1

1 0 0 . 0

76 . 7

盗難44 1 2 %

2 1 8

3 9 1

1 3

1

1 , 4 6 4

4.3

21.5

2.8

0.9

12 .3 盗難44 0.4%

2 8

2 8

1 1

1 1

3 9

3 9

2 7

2ア

96.4

96 .4

1

1

3.6

3. l5

2 7

2 7

9 ・6.4

96.4

:
1

: :

-1 0 l-



1、
捕 獲 数 9. 親 魚

率
3

試

験
控

除

即日採卵 書 ・ ・ . 養., . ・

計 尾

数
%
要

書養数

蓄 賽

不能数

普 養

数
%

島
5 4 1

1 8 2

6 0

1 6 4

1 0

9 5 7

尾
8 4 4

4 3 0

3 3

1 5 lll

1 3

1.4 7 6
3 3 , 0 4 8

尾
1 3 8 5

6 1 2

9 3

3 2 0

2 3

2 :433

尾 属 尾
5 4 1

1 8 2

6 0

1 6 4

8

9 5 5

尾
1 1 1

1 6

1 2 0

2

2 4 9

尾
4 3 0

1 6 6

6 0

4 4

6

7 0 6,

徳 志 別

北見幌別

屯 別

技 払

;中 川

:合 計

;7 9.5

91 . 2

1 0  0.0

26 .8

7 5 . 0

7 3 . 9

2

2

2 0 0

0.2

総 計 1 6.2 6 8 l 9.1l l 1 6 2 4 1 1.5 1 6.0 2 4 1.9 6 8 1 4.0 5 9 8 7, 7

1 8 2-

書 養 内 訳 字

総

使

用

数

使

用

率 .

書 養 数 :9

s 3 計

催 .

熱
%
発

死 ・

% そ の 他

尾
4 3 0

1 6 6

6 0

4 4

6

7 0 6

尾
5 8

3 7

3 3

2 1l1

4

1 5 5

属
4 8 8

2 0 3

9 3

6 7

1 0

8 6 1

尾
2 5 2

1 4 2

5 7

1 9

6

4 7 6

尾
1 7 8

2 4

3

2 5

2 3 0

尾 尾
2 5 2

1 4 2

5 7

1 9

8

4 7 8

%
46 .5

83.5

95.0

1 1.ら

8 0 . 0

49.9

58.6

8,5.5

95.0

4 3 . 2

1 0 0.0

6 7 . 4

41.4

1 4 . 5

5.0

56.8

3 2 . 6

議 9 %1 4 , 0 5 9 6 ,6フ5 2 0 , 7 3 4 1 2 , 0 8 4 8 6 . 0 1 , 8 4 7 13.1 1 2.3 2 5 7 5 . 8
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S l 2  4 1 年河口通過稚魚観測事業結果

A 実 施 方 針

本年度の河口通過稚魚観測事業は各支場1河川づつ担当することをたてまえに6河川につい

て観測を実施する計画であった力',,、 事業実施上の都合から天塩支場については本事業を見あわ

せ、これに係る分を遊楽部川の增水観測実施に振り向lナた。従つて、本年度は、常呂川(北見

支場 ). 当幌川 (根室支場 ) 、ヌツプク川 (十勝支場 ) 、千オ川 (千オ支場 ) 、遊楽部川 (渡
島支場 )の 5河川について観測が行なわれた。この内- 前年に無続して実施する常呂川、遊楽
部川の2河川については河ロ部で観測(正式な意味での河口通過稚魚観測)を行なった力、、新

規の3河川については、当l院川一上流域段階、ヌツプク川( l 勝川支流札内川支川)一放流支
川段階、千オ川(石持川支流)一支流段階のように、上流域で通過量実体の掌握を行なった o

この新規実施個所にっいては、 トラツプ設置並びlこ拡大推定の困難な河ロ部で直接観測を行な

ぅ ょ l ) 、  ト ラ ップ算定技術適用の容易な放流支川、支流を送び、その段階で確魚通過段の把握

を行なうと同時l◆_ トラツプによる部分観測から全量j性定の力法、即ち、 トラツプ算定技術の
改善を行ない、 それに基づいて観測場所を河口部、拡大して行くことにしたo

- 1 0 4

B 実 施

(1) 観測対象稚魚の放流状況

( 第 1 表 )  観測河川の稚魚放流状況,河 川 名 放 流 場 所 放 流 期 間 放流尾数 備 考

北 見 常 呂 川 端野町一区 4月 7日̃5月16日 6390P00 全数結・西し輪送放流

根 室 当 幌 川 ふ化場計根別事業境 2月10日̃ 3月17日 3:;39P00
当川~、の放流数 5P7:21]0 0 前
ち3S39000尾について通過量
観測。 全数無給Pi

十 勝 ヌツプク川 ふ化場十勝事業場 3月15日̃4月28日 4:1l97l1)00
給領数 2.50  0.0 0 0尾
無給餌2, 4 9 7.0 0 0尾

千 才 千 オ 川 .i。-化場千オ事業場 2月 4日̃5月26日 6:l 08P00 全数給解 .

渡 島 遊楽部川 上.化場八雲事業場 2月28日̃5月 8 日 2013ll)00 全数 ii合解

1 0 5-



( i111 2 表 )  4 1年度河口通過.稚角観測事業結果

1ll1ll 測 場 所
、・、

観 演!1 方 法
德通測 ・期 構]

( 離 fa采網.対1間)
ト ラ ツ プ の 基海 l 、

111li標及び設 題證方法
支場名
河 川 名
(延長距表整)

トラツプ設識1個所

」ヒ 見 常 呂 川
( 1 4 510Km)

河口より3K1:1

1:,流点の常呂捕

獲場(放流点よ

り 4 2 h 下 流 )

ー 、

隔日の1 5時一・23時
間帶観測

補助l識測として23時
̃ 7 時 と 7 時-- 15時
を月に各2圖観細ll

4月7日̃6月9日

( 4月7日̃6月9日)

数 3 基

f長 さ 3 m
規模1口経0 . 5-n
、細目4m 4m

方法 吹き流し式

根 室 当 程.是 川 1 ふ化場計 1製別事
( 4 0 . 0 Kn ) l 業 場 よ り 1 8 K al 下流し旧当幌橋

下
1
l
i
1

3月7日̃5月21目

(3月7目̃5月21日)

基数 2 基{長 さ 5 m
口経0.5m・X 0.5 1n

規模 6m,xx 6 a
網目4n0< 4ml

方法固定式

隔日接l測( 観 1期日は
2 4時間を3時に船

'l立に 割 り、 8回のト

ラツプ観測)

l l
十 勝 l ヌツス,ク川 l ふ化場十膀事業
l ( 1 8 . 0 K : n ) 場よ り 9 K a1下流
l の愛tr到橋下。

l 'll ,

1 ll
l l
1 l

3月y日̃7月1 1日

(3月31日̃ア月8日)

基数 2 基j長さ2m ( 2号トラツ
規模 フ)
口経0 . 5 m,>く1 m,

網目4aa><4ai l
方法

国定式一 トラツプ末端に
網1llE装を連絡

隔日報測(観測日は

2 4 時 間 を 3 時t割単
位に割り、  8回のト

ラツプ観測)

千 オ 千 才 川

( 6 8 . 0 b )

ふ化場西能獲

採」11l l場(千才事
業場iよ り 9 . 5b

下流 )

3月3日̃5月30日

( 明 3日̃5月30日)

基数 1 基{ 長 さ 5 rn・
規模 口経1m・x 2 m,
細目6M > ( 6ae

4 1al>(4m

方法lft l置li定式

夜問観測( 2 o 時̃
7 時 ) 。 観測時間
( 2 0 ̃ 2 0 . 3 0 、 2 2 ̃
2 2 . 3 0 o 2 4 ̃ 0 . 3 0 、

2 ̃ 2 . 3 0 、 4 ̃ 4 . 3 a.
6 ̃a 0 )

渡 島 遊楽部川

( 2 0 . 0 1l1l1 )

河口より2Km上

流点(ふ化場八

要事業場より

1 8 K m下流 )

2月5日̃6月25日

(5月1日̃6月17日) 基 数 3 基最?業增水
規模 {長 さ 8m,f 通型口経 0 . 5- m

綱目 6n>く 6n
4 m X 4 M

標 8 a

増水型 ロ経 0 Wo5″'
網目

方法画定式

編日観測

( 観測日は 2 4時間

を3時間単位に割り

8回のトラツプ観測

-1 0 6-

Nl I N2
ト ラ ツ プ

ll l1 1l ff1 ・ff .数
乗1事推定数

l

-----i「一 一一iさlナ 8 5 3 l 3.3 7 9

l
I

係 i改
M

if1 定 総

通 過  数 放 流 数 1業過雲i
---------t----
6,3 9 0,0 0言 l 4 9 .?

l
l
l

l
l

E

平均拡大f持率

f

ト ーラツプ効率

尾

o、1 6 1,0 0 04 '11. 6 0 0 5 2 o

さ け  2.7 0 0 9 0 , 8 1 1 8 . 8 8 0 8 1 7 8 7、0 0  0 3 , 5 3 9.0 0 0 50 .5

さlナ13.1 4 3 2 6 , 3 2 3 1 0 . 0 0 1  l 2 6 3 2 0 0 0

1 、

l
l

l
l

i

499 7,0 0 0 5 2 . 7

さ け  7 , 2 8 6 2 8.5 3 8 、一_
0.0

_
9

5 , 5 2 4.0 0 0 6.1 0 8.0 0 0 90 .5

さ け 2. 5 2 2

( か らふ と ま

す 3 1 9 )

31、790 27.7

( ″ )

0 . 93

( ″ )

l
l

1 4 4 1 , 0 0 0

( 9 6 , 0 0  0 )

2.0 1 3.0 0 0

( 1. 0 0 0,0 0 0 )

7 1 . 6

( 9 . 6( 2.3 8 8

- 1 0 7-



( 1 結果及び考察 ・

2表にも明示したように、個々の観測場におlナる通過量は 1・ ラツプ乗網稚魚実数(第2表 ) 、

常 呂 川 8 5 3 尾、当院川2. 7 0 O ii11.. ヌ ツ プ ク 川 1 3 , 1 4 3 尾 、 千 オ 川 7. 2 8 6 尾 、 遊 楽書 l?川
2: 5 2 2尾を基にしてトラツプ乗細数を推定し. 更にこれを拡大倍率、 トラツプ効率で補正し
て常呂川3. 1 6 1 , 0  0 0 尾 ( 実 測稚魚数の 3 , 7 0 5 倍 ) _ 当幌川1. 7 8 7 , 0  0 0 尾 ( 6 6 2 倍 ) 、
ヌ ツ プ ク 川 2 , 6 3 2. 0 0 0 尾 ( 2 0  0 倍 ) 、 千 才 川 5, 5 2 4. 0 0 0 尾 ( 7 5 8 倍 ) 、 遊 楽 部 川

1. 4 4 1 , o o o 尾 ( 5 7 1 倍 ) と い う推定総通過量を得た。
しかし、 この拡大推定方法は、 よほど慎重に行なわなlナれば有意な数値を得ることは難しい。

本年度は特にひどい増水がなく、各河川とも観測は順稿に行なわれた。 しかし. トラツプ効率
f については、ほとんどの観測河川で一回のトラツプ効率調査から求められた値を観測期間中

一買して充当して通過量の推定を行なっている点に間題があり、 今後更に有意な推定通過量を

得るために期間中数回(出来るだlナ多い方が良い)のトラツプ効率調査を行なし、.そのような
値を充当していく方向に努力が注がれねばならないと考えられる。

各河川の実施結果は次の通りである。

1. 常 呂 1ll

本年度は観独'i場所を1日観l誤 l1場所より上流約1Kmの,ti置に当る常呂鮭iii捕獲場前に移して行

なゎれた(旧観測場所は全体の流速が選い上に、流れがかたより、又、部分によって淀を形

成しているため、 一度トラツプに乗網した稚魚の逃逸が多く、 観測場所として適当でなかつ
た )。 常呂川のような大河川の河口部は特に流速が運<、 又、 海水の -:':-、111ilの影響域にあるた
な 河ロ域での観測を行なう限り、 他の流速の早い河川で使用するトラツプと異なった構造

のものを製作して、 乗細稚魚の逃逸に対処しなlナればならない。 と ころ力 ',i,. 常呂川はノ ロの
流下が観測期に夥しく、これがトラツプの網目を閉塞してしまうので、 トラツプ構造を高度

化することを不可能にしている。 と同時に、 トラツプの機能を極度に低下させている。

本年度は増水が少なかつたため、増水時の欠測の問題は少なかつた力'、ノ ロに よ る ト ラ ツ プ1l要
機能の低下は依然としてさlナられなかつた

観測結果は2表の通りである。

ここで使用した f 値 0 . 0 5 2 6 は神測始めに請査した値で、 こ の値 を 4 月 7 日 か ら 6 月 9 日

(接 l測終「 )まで一買して用し、通過量3. 1 6 1 , o o 0 尾 ( 通 過 率 4 9. 5 % ) を 推 定 し た。
実際には上述のような条件下にある場所においては、 河川水の変化、 ノ ロの流下量、 稚魚の

遊泳力等の変化に従し、 そのっど、 それぞれの条件の下での f 値を求め、 これによって通過
量を推定しなければならない。 この点から考え、 常呂川において今後も同地点で機設l1を継続

するのであれば、 上述の方法を取らねばならないが・ 実際の観測に当つて、 それを実施する
ことが可能かどうかが問題である。

2. 当 幌 川

放流確角.総数 5. 8 7 2 o o 0 尾 の う ち 3. 5 3 9 , 0  0 0尾の放流分について通過最の細測を

-1 0 8-

行ない1. 7 8  7. 0 0 0 尾 ( 通 過 率 5 0 . 5 % ) を 推 定 し た。
3. ヌツプク川 . ・ ・ ・

雅魚 を 3 回 に 分 け 計 4 , 9 9 7 , 0  0 0尾放流し、権tl測を行なった結果. 通過量2.6 3 2.o o o尾
( 通 過率 5 2 : 7 % ) を 推定 し た。

この川は札内川( -f'勝川支流)の支流であり、増水に よる欠測もなく、  ト ラ ツプに よる稚角
0、採捕計測は当初計画どぉり行なわれた。その結果通過率 5 2 7 % であったo た だ 、 こ のl川
の場合、 養角池o、構造上o、不備から、放流識1魚数の算定にt?1顯があり、 算定のilf過 からみて、
この通過率は過少に算出され'ていることは関違ない。 この点については今後の改善lこ事たな

lナればならフ1i'い。

4. 千 オ 川

推魚6. 1 0 8 , o 0 o尾を放流し、観測を行なった結来通過量 を 5. 5 2 4 0  0 0 ( 通 過 率
9 0 . 5 % ) と 推 定 し た。

5. 遊 楽 部 川

当川は今までの橋算測結果では実際にトラツプに乗紹する数が少ない上に、 ;l部1角、の降 一下:藤期

に当る増水時に欠測が重なっ・1tため、 求められた数値の有意性がfRかつた。 本年度はこうし

た問題を解決するため、 増水時も観lalの出来るような装置を設置し、 これに )tt処した。

増水時は _ このトラツプだけを操業させ、推定値の補正に用いた。なぉ、当川では観測期
間 申 f 値を数回調査し、それによって推定が行なわれた。そうして通過量1. 4 4 1, o o o尾
( 通1ll11率 7 1 . 6 % ) を 推 定 し た。 上述はサケの JIEi過i量推定であるが,. 当川については、力ラ
フトマスも放流した関係上、 この種についての通過量推定も行なった。 .

この結果は第2表に示した通りであり、放流数1.o o o. 0 o 0 尾に対し通過量 9 6;o o o尾

( 通 過 率 9 . 6 % ) と い う ;,if過率が推定されたが,、この結果考察については今後の観測に よ り
検討したい。
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S l 3  降河稚魚保護事業結果

1. こ の 事 業一は 放 流 確 魚 の 河 川 内 減 耗 を 極 力 防 止 し、 生 存 率 を 向 上 さ せ る た

め t'、 次 の 計 商i を も っ て 実 施 し た 。

1 ) 放 流 水 路 の 確 書 除 去 ( 清 掃 )

確 f? の 放 流 期 に さ き だ ち 各 事 業 場 の 養 ii1lli1llか ら 本 流 に :1ili る 迄 の 時 河

を 容 易 に す る た め 、  放流水路 の 清 掃 と 各 i重l1速害物の除去 。

2 ) 稚魚の河川外迷入防止

放流河川 で ・1・住,費 tが各種の取水口へ 迷 入 す る 被 書 の 予 卷 、 さ れ る ・111 所 に

つ い て の 被害防止対策

3 )  害魚の駆除

降河稚角、の 生 残 率 を た か め る た め の 害 魚 l1l区除

4 )  さ け ・ ま す 權 角 、 の 保 護 協 力 に つ い て こ う 報 活 動

2 実 施 喊 賽l

1 ) 放流水路 の購害除去

本 年 度 は  2 1 個 所 の 放 流 河 川 内 で 倒 木 及 推 措 物 の 除 去 と 河 川 内 の 水

讓 、 1権草 等 の 刈 り と り を 行 つ た 結 果 一般 に 水1ll11lの:,通 水 が よ く な り 、 l1l,11,

川 迄 の 降 河 日 数 が 全 般 的 に 短 縮 さ れ た 。

又、 放 流 河 川 が 市 街 地 を 流 れ る 根 室、 天 塩 、 大1lllll 事業表 場 に つ い て は 何

れ も1藤 ・?及破損器物の投集が 基 だ し く 町 村 よ り li る 汚 水 の 流 出 等 も あ

つて、  こ れ 等 の 個 所 の 放 流 方 法 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。

1 1 0-

支場名 事業場名 障 害 物 除 去 区 間

北 見  1 斜 里 1 事業場より下流エトンビ川合流点、迄l 操 琴 l 〟 " 1, o o o mの間
1 澳 別 ″ ″?別川合流点一、1t1の浅井川( 1.5 o o m )

根 室  l 成 別 l " " くん別川合流点這( 8 o o m )

伊 条 仁 1 " ″伊茶仁川 1.o o Omのにl1

根 望 1 〟 ″ 標津川奔流這の俊真布川(2. o o  o ,o )
, 1 ,虹 別 中央油水池より .構l'l可川を含めふ化場簡下流1,5 0  o mのll11]
l 厚 味 l 事素一場より下流恵11i1,人川這 1, o o o nの間
1 l1 'a' 中 l " " 3 , 0 0 0 n の l 間
. 1 1 .

十 ・1;lf 太 田 l 〟 尾,i見川合流,1」、 這の ホマ力 イ川 ( 6 0  o n )
l l .l 釧 路 1 ″ 2級国道集橋地占迄 ( 9 o o m )

l
l 密事 居 1 " 下 流 3.o O o mの芦別川
l l
lま深 別 ″ ″ 2.o 0 o 画のl日途別川

l '上 _ l . , __ _ _。…
天 塩

大

内

別

/ / / l , :) U U !iL ' J 11-?0 1 i l

″ " 徳志別川奔流這の無名川( 5 o o m )

,, " 1 0  0mの l l9

" ″ ウ ソ タ ン川迄 ( 5 4 0  m )

″ ″ 4 , 0  0 0 mの美探川

″ 〟 セ イ ョーべ ツ 川 起 ( 1 5 0  m )

養魚池並イデス川

事装場より下流目名川迄 ( 5 o n )

1 1



2 )  稚魚の河川外迷入防.止

放流河川で特に稚魚の迷入被害の大きいものは權觀器( 5月上句取水) エ場. 防火
用(周年)取水によるものが挙げられるが、これ等被害の予想される北見. 漢零、音
江、 敷生  事業場では稚魚を取水位置の下流1起運搬して放流した。 このため取水時期

を外して放流することも必要なので」i・化 ・用水温と卵の収容を考慮し乍ら稚魚の放流を

行つている。
この外河ll t環境(汚水)の患.< なった大構事業場と.i,化施設の関係(立体式ふ化
及水路の不備)で網走、精滑、静内事業場ではさ‘ナ稚魚の輪送放流を行つた。

区 分

迷 入 個 所 放 流

水 系

輸 送 放 流 数
場 名

融概
構
防火用
水 路
工場
取水

給 解 無給印t

--1電一一

合 計

①さlナ稚魚輸送放流 北 見 〇
千尾

6.3 9 0
千尾

6.3 9 0

1,9 5 3

常 呂 川

漢 琴 〇 漢 琴 川 1.9 5 3

音 江 〇 石 持 川 1.3 7 9 2 7 1 . 4 0 6

5 3 3敷 生
l

l 〇 敷 生 川 5 3 3

1 4 , 2 2 5

大 樹 汚水 :( 町 下 水 ) 歴舟1 l l 2.9 5 6 2.9 5 6

網 走 立体式ふ化 網 走 川 1 4 , 2 2 5

清 滑 / / 清 滑 川 3.8 5 6 3. 8 5 6

静 内 水路の不備 静 内 川 1 , 3 8 0 1 , 3 8 0

合 計 1 1.2 5 8 2 1.4 4 1 3 2 , 6 9 9

②迷入防止施設 港 滑
古川のそ上防止
(土俵積み )

港 滑 川

3. 害 魚 駆 除

本年度は湧別川水系浅井川(湧別)と当幌川(計根別)及十勝川水系メ ン用 ( 札内 ) 、.' ・

徳志別川水系無各川(徳志、別)の4河川一e害魚の」i区除を行つ'ft。 '
1 )  湧別川水系浅井川

さ lナ稚魚の放流は4月 2 0日より 5月 2 5日迄‘こ 約 1 4. 0 0 0千尾を給解放流した
が、稚魚の1部は3月下句より養魚池下流5 o o,nの個所に群遊しiiじめ早いものは
5月1 0日頃に降海しているものもぁる。害魚σ、採 集 は 3 月 2 7 日 よ り 5 月 3 1 日 の
間、 5回にわたってタモ網 (口経 1 m )‘こより行つた。さlナ稚魚を捕食しているもの
は主にヤマべ、 ウグイ、 カ i11'カの3種であり、浅井川に 觀、している魚種はこの外ド

ジ ヨ ウ、 トグゥオ、アプラハヤ等で時期によりアメマス、イワナ等がそ上している様

である。 さ‘ナ稚魚の放流期は河水温が比較的1E いため、 この1llの接息魚は上流の湧水

地帯に多く集り水温が上昇すると共‘こ下流に分散移動する模様である。

-1 1 2-

採取結果及食害状況は別表のとぉりである。

2 )  当 幌 川

当幌川は流程約4 o hの混地帯で上流部に若千耕地(採革地)がある程度で灌木の

茂げる自然河川である。常息する魚類はアメマス、イワナ、イトゥ等でこの地方の釣

河川として知られている。

さけ稚角tの放流は例年4月上旬より6月にかlナて行われ. 降海した稚魚は野村半島
の内海に出る力◆、 5月下旬以降lこ現われる稚魚は小形で早い時期は大きいものが多い
よ うである o

本年度は 5 , 8 7 2 =I1:-尾(.細会9ll ) のさけ稚魚を2月2 1日より放流し害魚の採集は
2 月 2 0 日 ̃ 3 月 3 0 日 と 6 月 1 7 日 ̃ 7 月 7 日 迄 2 回 に わ た つ て 刺 網 ( 長 さ 1 5 m

巾 2 m,、網目2. 1 cm、 1 0 . 5 cm )及的りで行つた。 2̃ 3月中は河水温が2℃̃ 5 . 8
℃と低く事業場の放流口でアメマス、 イワナを若千採集したに過ぎず刺細に よる採捕

効果が充分でなかつたため、 6月1 7日以降はこの網を河1 lに張りきり、上流より追

い込む方法と的により期間中60  o 余尾を採集した。

採能はイ ワナ 、 ア . メ マ ス 、 イ ト ウ、= i ,''マス、 力レイ等で等にイワナは上流部̃
中流部にかlナて、さlナ稚魚を抽食しており、アメマス、 イトウについては捕食してい

な かった。構息魚の河川内移動は河水温に影響されるものと思はれ水温が1 o℃以上

になると支流 l こ入るが或は本支流の合流点lこ多<集るようで放流稚 ・fitの降河期におlナ

る実態と実施結果の積重ねにより今後更に使用漁具の改良を加へて効果的な害魚の採

集を行う必要がある。

3 )  十勝川水系メン川

メン川は札内事業場より下流 s, 0  0 o mで十勝川に合流している放流河川で水量も

毎分約12tと周年あまり変化のない比較的安定した河川である. 河水温は最低2.5
℃̃最高1 5. o℃で全川にわたり水草が繁茂し、例年十勝川本流より大小ウグイがそ
上している。本年度は札内事業場より放流されたさlナ稚魚は23 , 5 0  0 千尾 ( 給餌

1 9. 9 9 0千尾、無給領 : 3. 5 1 0 千尾 ) で 2 月 2 5 日か り放流を開始した。飼育の関
係で流下稚魚の環元(養魚油)を行つたため放流開始迄は殆んど放流河川の下流lこは

稚角が認められなかつた。

害魚の採集は 1ll1_ ( 高 さ 9 0 cm、巾 6 0 cm、高 6 0 cmの鉄製アングル枠に金網張り )
割 網 ( 長 2 4 m、 巾 1 . 6 m、網目5 . 9 cm ) を 使 用 し 3 月 1 日 か ら 5 月 3 0 日 に わ たっ

て行し、採集魚はカジ力、 ウグイの2種類であ0た。
本年度は十勝川本流の水量が減少していた為ウグイが放流河1lにあまりそ上しなか

ったことと使用魚具の構造(基)と細日(刺網)が採捕対象魚に適合しなかつた t:と

等が挙げられ充分な結果は得られなかつた。
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4 )  徳志別川支流無名川

放流河川は德志別川河口より上流約2 o o m地点の左岸より合流する無名川でさ‘ナ、
ます稚魚の降河は4月下旬よりからふとますが本川に現われ、 きlナは5月上旬離題增

水が終「した頃より降河活動を始めて5月下旬‘こは大半の稚魚が降海している。 本年
度は4月3日より放流を開始し、さ く ら ま す 1 3 千 尾 ( 無 結f日: ) か ら.i・と ま す 3 2 5
千 尾 ( 給 解 ) さ け 1 , 2 9 2 千 尾 ( 治 解 ) 計 1. 6 3 0 千尾を放流した。徳志別事業場の

ふ化用水は動力に より揚水し使用してぉり、  この用水は養角、池で上流から導入した用

水と混合して放流水路より本川に流入している。例年12月より翌年5月の間は河水

温が放流水路より低いためこの期間支流の無名川で越冬する魚が多いので、 害魚採集

用 ウ ラ イ ( 金 細 9%目 )を設置し、  2 月 7 日̃ 5月 2 0日迄採描を行つた。 2̃ 3 月

中は構書、角.の遊泳も不活発なためウグイ、 ト ミョを数尾採集するに過ぎなかつた力'、
4月以降はウグイの採描が比較的多く、魚体は・全長 5 a ;̃ 1 2 a の小形のもので 、中

旬以降はヤマべ、 ドジ ョウ 、ゴ リ等で採集魚終計3 3 3周選のうち 9 2 . 2 %に あ た る

3 0 7 尾 が ウゴイで主に iヨll,熟と水生長:‘虫を描食しているものが多かつた。この水系に

接息するアメマス、イワナ、イ トウ、 力ジカについては今回採捕されなかつた。
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'l . こ う 報福 ,111」
さ.け、 ます稚:1、,111の安金なfi河と降海を ktかる l11二ooにj,i内 6 プ ロツクで沿岸及河川のl?1係
;,:,をj f1,き;F:111・l lの保護''11:i11lli会議をi期il11すると;11、に ポ ス タ一及チ ラシ等 ''i1:1 '、j して ail l商'の1;'1i・'1

i ・計つた。

〇 さ け、 ま 一 11- lff11ili保護対策会 . 1l
会議内容

?推 faの生態及食1書 混獲等につ、,、て ・-i去の識l査',i果を説明し. :11r放流河川の現状を
報告した後これ等の'費疑を行い、 映l商「日本のさけ、 ます」を上映して出席者の協力
を依頼した。

l 1 l 出 席
地 区 l 年 月 日 1 場 所 .「名一部0p「者・ 計

11室1 集 者

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 才

l渡 島合 計

4 2 . 3 . 1 7

3 . 2 5

3.23

3 . 1 5

3 . 9

l 3 . 7
l

l

l ' l l

北 見 会 館 l 2 3 l 1 6 : 3 9 1 ) 支  庁
l i
1 ! 2 ) 海iX1、1l,、111li調整委l量

1 l 1

中 標 推 出 J 公 民 館 l 2 0 l 1 5 l 3 5 3 )水産業改良普及 l '式
: j l l 4 ) 土 ・ 商 ,業所

帶広ステーション、ホー ル l 2 4 l 1 6 1 4 0 1 5 ) 響 等 察 署
l l I1 j l l 6 ) 市 、 ul「、村

浜 屯 別 町 消 防 会 館 l 1 5 l 9 1 2 4 l 7 ) 学 校 ( 小 )l l l l 8 )農、漁業協同組合
千 才 市 民 会 館 1 1 5 l 1 5 1 3 o 9 )增殖漁業 t第l同組合及協力会

l l l 1 o ) 養 商 合

1 l l l A八 要 公 民 館 , 2 o l 1 3 l 3 3 11 1 ) 釣 n
l 1 1
l l 1 2 ) 託 者l 1 1 7 l 8 4 l 2 o t「 本、支、事業場員
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S l ム 4 1 年度権魚飼 一目事業結果

l 飼育事業経過概要

本事業は3 7年度より始まり、 4 1年度で 5ケ年を経過した。開始初年の37年は2事業場
で実施し26 , 8 0 5千尾を的育放流したのに対し、 4 年後の 4 1 年度は 2 9 事業 a,で
1 5 7 , 4 9 2千尾を飼育放流という著しい事業の拡大をみた。この5ケ年間全放流稚魚数にし

める飼育稚魚放流数の割合( 1llil1育放流率)を支場別‘こみると北見支場は2グ所で実施し飼育放
流率は 2 8 . 9 % 、 .根室支場は2ケ所で1 8. 4 % 、十勝支場は4ケ所で 4 2 . 1 % 、天塩支場は1
ケ所で 3 8 . 3 % 、千オ支場は 2グ所で 2 0 . 9 % 、渡島支場は 1ケ所で 9 . 4 % で 、全体では 1 2

ケ所で飼育放流率2.8. 2 9 % と な る 。

これを游括したのが第 , 表である。 .

1 2 (1
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lll 当初事業計画多i

本年度は昨年 ( 4 o 年度 )実施の 1 1事業場に 2事業場 (十勝 、尻別 ) を加え 1 3 事 :'' l11;lこ
お い て 1 5 0. 0 o 0 千1:l liの継fltを 111i青することを目標とした。この内i?は第2表の通り ' ,〔:,ある。
第 2 表  当初飼育計画数

支 場 名 事業場名 飼 育 計 画 数 i常 考

千 尾

1 4 ,0・0  J

5. 0 0 0

1 9 , 0  0 0

北 見 湧 別

北 見

計

根 室 伊 茶 仁 l 2 0 , o o o

計 l 2 0 , 0 0 0

十 購 太 田

釧 路

鶴 居

十 勝

礼 内

幕 別

計

6 , 0  0 0

2 6 、 0  0 0

1 . 7 0  0

5, 0  0 0

3 0. 0 0  0

2 2. 0 0 0 .
9 0. 7 0 0

天 塩 中 川

計

6 , 0  0 0

6. 0 0 0
千 オ 千 才

計

9. 0 0 0

9、0 0 0

渡 島 八 要

尻 別

計

5 , 0  0 0

3 0 0

5 , 3 0  0

合 計 1 2 ケ 所 1 5 0. 0 0 0

(iai) 1. 飼育期間は1月̃ 3 月 ( 但 し給9ll期間は1ケ月 )
2- 尻別 3 0  0千尾はサクラマス

l 本年度稚魚飼育事業

A 事業方針 .

本年度の捕獲採卵経過からみて、 サケ権角aの生産量は3億尾を割ることが予想されたので、

これに対処し、 当初計画の一部変更を行なし、 稚魚飼育事業の弾力的運営のもとに期t魚の強
化放流を行なうこととし、 下記の4項を事業方針とした。

1:. 一乾操餌の大巾採用による中小事業場での実施

- 1 .22-

2_ 餌料の有効投餌
3. 結・餌管理の強化

4. 報告の様式化

B 事業実施要領

1. 業lT規実施個所については支場が通切なる指導を行なう - 特に、餌付時期、餌の酬化等の
指導を充分に行なう。

2. 従来、 飼育池の排水部は開放し、 稚魚の降下は敢えて阻止しなかつた。 このため、 総解

期間中に 2 0̃ 3 0 %位が降下してしまし、更に、給解管理が患lナれば50%以上も降下
する結果となり、  解の有効投解が出来ず、 l9llの余剩が生ずる場合がみられた。 そこで本年

度は確魚の降下生態に障害のない範囲で排水部を選断す る。 速断方法は下図を参考とするo

L

、 ・ 一 /
要翻1屋翻

飼 育 .池

/ 、、、 養富 飼 育 池

--/ 、、一 5 cm目の金網
5 an以上の砂利

3. 飼育池の降下防l l-1l1lll置下部には降下雅魚受網を設置して、 降下稚角.を受lナ止め飼育期間
が終るまで池に戻すことを原則とする力'、 池の状况. 又は収容確魚の発生時期のずれなど
で止むを得ない場合は飼育池iこ続く河川内に滞留しているところの稚魚に給印fを行なうo

4. 浮遊池を有する事装場においては、 これを整備して飼青池とする。但し、浮上直後の解

付lナ、 解馴しは稚魚池で行な・ う。

5. 解付時期を進しないこと (病ノウを 8 0̃ 9 0 %吸収し、浮上が全体の7 0 %以上に達
した頃より開始する1 。

6. 撤布給解の場合は少量づっ数同に分lナ、広い範囲に亘り、  各個体に平均に ll11lが行渡るよ

うに撤布する。

7. 生 ・ej料の置解又は品解は餌の無くなる時点で直ちに補給する(サー モ ン ' ドライ ' フー
ドも同様)。

8. クランプル (乾燥餌 )の撤布は最初の1 5日間は1日に8回以上行ない、後の1 5日間

は5回以上とする。

g. 1日の給餌最は特に規定せず、稚負の食欲に応じて随時与え、 日数は30日未満で終ら

- 1 2 l;-



せず、不足と思われる時には1ii前に解の記布を受lナ、?少期間30日間の1ll ,育を行なう。
1 0. 水温等の影?に よ り 摂a真が不活発なるためt平料消費が予定より選滞した場合は事前に総
解の延長申請を行なって配布解料の全殿を与える。 .

1 1. 飼育池の目a板は稚魚が解こ91lれたら取外してもょい。
1 2. 給9il人夫に対する労務管理の徹底を計ると同時に事前に業務の意図するところを理解さ

せ充分な指導をする。又給解器具等は常に清潔に保ち、 整理整頓を良く行な・ う こ と。

1 3. 歩留りについては従来通り、 無作為lこ抽出した池の坪当‘)斃死数に全面積を乗じて算出
する。

1 4 .  科t魚の成長測定は浮上時放流時各別に夫々に 1 0  0尾以上の平均体長(フオー ク ・ レ グ

ス)、体重を求め、且つ同時にi i i少、無'大を言iilll,する。
1 5 .  飼育池におlナる各種測定は前年通り水温、P H、 D 0、 水量等を記録する力◆,、 D 0 につ

いては 1l:1l1具の1生il:布を受けている事業場又は一支場がこれを行なう。
1 6. 事業報告l-t様式に従い取りまとめる。
,l、 事業実施結果
1 実施事業場

本年度はサケ卵子収容 llilf1l、i要tが例年より少l11i- く 全 道 で 3 4 8、4 6 9 千粒であったこと、
更に、木年度より乾燥911l料を+巾に採用したことによ り、銅育実施事業場を前年(40

年 ) の 1 1 個 所 か ら 2 9 個 所 ( う ち 、  3個所は民間簡易ふ化場)に拡大して実施した。

実施事業場は以下の適りである。

1ll' 3 表  飼育実施事業場一覧

支 場 名 事 業 場 名 備 考

器lf規

/ /

4 0、 3 9 、  3 8各年実施

4 0 、  3 9 、  3 8各年実施

1i'r規
( 新 規 3 ケ 所 )

北 見 支 場 岩 尾 別

斜 里

北 見

湧 別

幌 内

( 5 事 業 場  )

羅 自

伊 茶 仁

中 標 津

虹 別

( 4 事 業 場  )

根 室 支 場 新規 .

4 0 、  3 9 、  3 8 、  3 7各年実加

新規

/ /

( 第r期 3 ケ 所 )

十 勝 支 場 太 田

釧 路

4 o 年実施

4 0 、  3 9各年実施

- 1 2 4-

支 場 名 事 業 場 名 備 考

十 勝 支 場 鶴 居

十 勝

札 内

幕 別

大 樹

( 7 事 業 場  )

4 0 年実施

第T規

4 0、 3 9、 3 8 -、 3 7 各年実施

4 0 、  3 9 、  3 8各年実施

1ei規
( 新 規 2 ケ 所 )  .

天 塩 支 場 徳 志 別

歌 登

屯 別

中 川

( 4 事 業 場  )

第T規

'・

/

4 0、 3 9 、  3 8各年実施

( 新 銀 3 ケ 所 )

4 0、 3 9 各年実施

第r規

/ /

/ /

/ /

/

(案lr規5ケ所r・ ・ う ち民1l111ll3 )

千 才 支 場 千 オ

音 江

〔 様 似 〕

〔 式島 川 〕

敷 生

〔 :f9 浦 〕

( 3 事 業場 + 3 民間 )

渡 島 支 場 illll 沢 部

利 別

八 要

( 3 事 業 場  )

新規

/ /

4 0 、 3 9 各 年 実 ;施

(業lT規 , 2ケ所 )

合 計 ( 2 6事業場+ 3民間 )  1 ( 新 規 1 8 ケ再T,-・ う ち 民 間 3 )
l
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2. 解 料

本年度使用解料として、生国料は単餌( 夕 ラ子)と生配合、乾操解料はクランプルと:1'
ーモ ン ・ ド ラ イ ・ フー ドを用いた。これらの飼料成分及び使用状況は第4表の通りであっ

た o

第 4 表  4 1 年度使用fll料一覧表

、、、、餌
料種

事 類

項

-l-f --F

l 程 a 自
l組 2言 ,空
l 組 織 維

9El 1 租 灰 分
1 ロi]容無基業物

生 餌 料 乾 燥 解 料

単印i(タラ子3 配 合 ク ラ ン プ ル
サーモン・

イ 'フイー

・ラ '

理 研 理 研 日農工n付用A号 目清n付固型lA152 理 研

8 6.4 0 %
1 0 . 3 6 i r

1 . 4 2 ″

0 . 0 2 ″

0 6 1  ″

1 . 1 9 / /

7 5 . 5 3 %

1.7 .72 ,,,
0 . 7 3 ″

0 . 1 0  / /

1 . 9 3 ″

3 . 9 9 ″

l ̃

8 9 %

4 9 . 0 %  4 9 ̃ 5 0 ,  ″

4 . 0 ″  4 ̃  5 ″

1.5 " l 0 ̃  1 ″
12 .0 /1' 9 ̃ 1 0  ″

1 9 ̃ 2 0  ″

4 8 . 0 %

5.,0,,″

0.4″

1 0 0 ″

5 1 . 3 %

6 . 8 ″

1 . 5 ″

1 0 . 1 / /

l 配合成分
料 l
l

l内 l
l

タラ子 スケソすlりみ lホワイト・フイツ l ホワイト - フイッ
粉 ( g4 o'b ) l Mュミニル、 延 1 =意 ミー't 購.紛末?,漢 l?粉:;1t、、脱 1iョ 母 脱1lli識1iし.
( 1 o % ) l 生扮戰_ 小表粉、j血粉、アルフア

K差脂粉乳(%)血粉、混合ビl一澱粉、ビタミ
解 ( ビー ル 1 タ ミ ン 、 混 合 1ン ミ ツ ク 入 ミ
( 5 、一b ) l ミ ネ ラ ル 、 そ ネ ラ ル

水 分 (・io°lo ) lの他微量添加
l剤 l

l北洋白身魚粉、
l肝J選粉末、血
l粉.‘ 脱脂粉乳 ,
ビー ルl游li、
1小表粉アルフア
iルフアーミー'“
1 ,」、1li表ff:芽,. ヒ'夕
ミンミツクス

-fA、一元 3、一福, 幅一,、f :一福:
VB 1l、VBo、ナイlナイアシン. ノ?
ンシ、Kパ、ントa トテン確、イノシン態、ィノl/ ト , トー.11.‘ビオチ、ン1、
J? 1iオチン.葉 l葉it量,, バラア,ミノ
酸、パラアミノl安息香藤一.コりン
安息香酸. コリ1 vr1,、VB,2、1
、X 、Bl 2、W,、 l ll、平、YA、
VE、VK、その他、u:)
ミネラル l

容
微量添加物 l -

l
l

l
l
l
l
l

l

l
l
1
l

ll.n.n I VA、u3 、 西 1 幅 1  、幅,、
VE、機l、カ.ルc/ VB,、Vlill 、 I VBc、VB ! 2、
ウム、鉄  ‘VB,二、ニコチン l パントテソ観i..

jE空.. バントテンlナイアシ、:・.イノ
? ? ヒ'オチンl l シトーノ?葉電1i、1 コ業x バラアミ l コリ、ス ピ 'オチン
.・安息香E生、 ln、VA,、VD 31葉 酸 、 イ M-t里、その他ミ
lール、 ll、幅、1ネフ j“
VK3 1

カ ロ リ ー 60j na1
一_09 的 1 1

93 イタ 1
nシ

32o _,一、oag
使

用

状

況

便用事業場 湧1lllL釧路、幕別:. 中1ll、1 北見. 斜里、
千オ ほ仁, ,KI;1;u、

l 基量 資量厚沢部、尻別l ( サ ク ラ マ ス
用 )l

岩尾1ll:L斜里 一部)、  幌内
離自、中標津 太田、釧路
( 一部 ) 、  大樹、徳 -
志1l;lL屯男1. 音江、利別

十勝、札内
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3 実 施 概 況

i1l年度よ ‘)事業報告を様式化し:それに基づいて各実施個所から稚魚飼育1既況報告を求
めた.
これらの報告は第5表に要約したがこの大要は以下の通りであった。

a 飼育池の状況 ・ '

各場とも1llS1角a浮上池として使用している稚魚池を銅育池として活用した(tlu年向様)。

この ;11l1l合、稚 角 の 浮 上 が 全 体 の 8 o % ̃9 o % 't、・進行した時点で水位を上げ(水深
2 o ̃ 5 o cm ) 、給餌しやすい条件とした。その? 輪内の水利条件の良い事業場では

稚 f自、池(飼青池)に連絡する放流河川の一部を土俵等で塞き止め、 浮遊池を仮設して飼

育池とした。例えば務男1L 釧既札内等の事業場はその良い例である。又放流河川を飼

育池の延長として、 給li!tの場所に用いる方法も一部で行なった。

確魚の飼育密度は全道平均で1㎡当り9千尾(範囲3̃ 1 6 千 尾 ) で あった。用水は湧

水、 地下水揚水、河川水等とまちまちであるが各実施事業場の基'化用水に大体同じであ

る .(事業場別ふ化用水は 「さlナ・ます增殖實料」 1 9 6 5 年、北海道さlナ・ますふ化場

の P 2 4̃ P 2 7 参 照 ) 。 水 量 については池 1面当 り 8 3̃ 2: 1 8 7 e / m i :a 、 水 温

は平均 7 . 5 ℃ ( 1 . 8̃ 1.7. 0 °〇 ) 、 P H 6.2̃ 8.1、 D 0 4 . 0̃ 1 2_ 9 であった。
b 給解及び摂餌状況

使用餌料は前述の通‘) 、 生 餌 料 ( 単 民 配 合 ) と 乾 燥 解 ( ク ラ ン プ ル 、 サ ーモン ・

ト ラ イ ・ フ イ ー ド ) で 、 これらの給f国方法としては単1ill とサーモ ン ' ド ラ イ ' フイー ド

は品解方法で、生配合は置餌方式を主体として、 一部を吊解方式で、クランプルは撤餌

方式を主体とし、 一部は水で練り団子状にして置餌や吊餌として給餌した。品餌用とし

て製品化されている生配合tこついては、 製造工程の冷凍化段階で生ずる肉質のスポン1y

状化 (一種のミオ i / ン系タンパクによる足の現象)のため、 f'i .,品のままの状態で給解す

ることが出来ないためチョツハーにかlナて後用いた。

解知ナ時の給解方法としては、生領:料使用の事業場では単1西 ( タラ子 )のため、 割合
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llii調に行なわれた力、乾操餌料使用の事業場では、 ク ラ ンプルを水で乳状に溶して流し

与えたり、  徴粉にして少量づつ撤布したり、 あるいは他の解付用解料を採用する等のエ

夫がなされた。 解付け後の給餌方法としては、 飼育池の水深が前述の理由で高< たもて

;:、 このため、 特に撤解方式では投餌ロスが生じやすい点を考慮して、. 稚魚の商能力

が活発化した段階で徹布方式を主として用い、 この間は置餌、 品解方式を併用した。

旧の給解回数は解イ、了lナ期間中は少量づつ回数を多くという章に留意して実施した力',,、 普

通は、置? 品餌方式で旧3回̃ 4 回? 撤餌方式で5回~ 8回位とした。

摂Stl;状況については、 水温の低い事業場では部i ,lliが思うように行かなかつたようである。

力,i. 水温の上昇と共lこ摂餌も活発化した。 その他. 勢r規実施個所等で一部. 解付が悪い
個所もみられた力i、 しかし、 大部分は解付開始段階よ‘)摂餌良好であった。

,「1 成長及び歩留り

全場平均成長率は浮上時(体長3 . 4 a,、体重 o‘ 3 69のものが飼育して放流のとき体長

4 . 8 a'、体重1、o 1 9 とな り 、体長 1- 4倍、体重で2 . 8倍であった。各事業場別の成長
率は第6表の通りである。 増重比(=飼育直前の確魚総重量/1e11l育放流時の稚魚総重量)

成長率の良かつたところは、水温条件の良い事業場でクランプルを使用したところであ

つた。 クランプル(乾燥解)使用の個所は全般的に良好であつたのに反し、生解料使用

の 6 事業場 ( 湧 1ll lL釧路、幕月1L ':t11 l l、千オ)のうち、 クランプルを併用した釧路事業

場を除 < と 増;重比は平均1 . 7倍 ( 1 . 5̃ 2 0 倍 ) 、 成長率は体長で 1 . 3 借 ( 1 . 3̃ 1 . 4 )

体重で 1 . 9 倍 ( 1 . 5̃ 2 0 倍 ) と 不調であった。

歩留りは十勝管内で2事業場 .で太田、観居)が融曾増水による被害、 根室管内の1事業

場(羅臼)の導水路断水による被害で5 o%台に落ちた外は非常に良好であった ( 全 場

平 均 歩 留 り 9 5 . 2 % )。

4. 実 加 結 果

41年度稚角.飼青事業の成領は第6表‘こ整理した。これにより、支場別に飼育結果をみる
と、北見支場管内でtま 5事業場で3 1. 6 5 4千尾の雅魚に生解料 1 1. 0 0 0時と乾燥fil料

-1 2 8-

5 , 8 0  0 時 を 2 月 2 6 日 か ら 5 月 1  5日まで与え、 3 1. 4 5 9千尾の飼育稚魚を放流(飼

育放流率=給 fl放流数/総放流数= 5 6 . 8 % ) 、 根 室 支場 で は 4 事 業場 で 4 8 , 5 1 7千尾

の稚魚に乾操西16. 0 3 8 時 を 2 月 2 0 日 か ら 6 月 2 4 日 ま で 与 え 4 5 , 2 1 3 千 尾 の 飼 育

稚魚を放流 ( 4 0 . 2 % ) 、十勝支場では7事業場で6 . 1. 2 7 4千尾の稚魚lこ生SEl

1 9. 6 0  0 時 と 乾 操解 1 5. 6 0  0 時 を 2 月 1 9 日 か ら 5 月 1 8 日 ま で 与 え 5 8. 1 7 1 千 尾

の飼育確魚を放流(9 o. 2 % ) 、天塩支場では4事業場で、  1 o, 8 5 o 千尾の稚魚に生解

3 , 7 0 4 時 と 乾 操 解 1. 5 0 O K fを 2 月 2 日 か ら S 月 9 日 ま で 与 え 1 0 , 4 3 3 二F尾の飼育稚

魚を放流 ( 9 2 . 7 % ) 、 千オ支場では 3事業場で 8 , 5 3 7 千尾の稚魚に生餌 4 , 5 0 8 l'1e'と

乾操餌 6 7 8 時を 2月 4日から 5月 2 5日まで与え、 7. 8 2 3千尾の飼育稚魚を放流したと

同時に、民間簡易ふ化場で765千尾を飼育放流したので、 当支場の飼育放流数は ・

8. 5 8 8千尾 (飼育放流率 6 3 . 2 % ) であ り 、渡島支場では3事業場で3. 7 5 1 千尾の稚
・ ' ・

魚に乾操誤 1.2 5 0 ] l 19'を 2 月 1 5 日 か ら 4 月 1 3 日 ま で与え 、  3. 6 2 8千尾の飼育稚魚を

放 流 し た ( 2 4 . 4 % )。従つて全体では、 2 . 6 事 業場で 1 6 4 , 5 8 3 千 尾の稚魚に生国料

3 5. 1- 0 8 K f と 乾 操 解 料 4 0 , 8 6 6 的 を 2 月 2 日 か ら 6 月 2 4 日 ま で 与 え 1 5 6 , 7 2 7 千

尾の飼育稚魚を放流し、又3ク所の民間簡易ふ化場で765千尾を飼育放流したので、合

計で 1 5 7 , 4 9 2 千尾を飼育放流じたこ とになった (飼育放流率= 5 7 . 9 % ) 。'



第 5 表  4 1年度事業場別確魚飼育概況

支 場 事 業 場 飼 育 池 の 状 況 i合餌及び摂解状況

1.浮上開始稚魚より遂次1lll1l誤最初は
少量づっ回数を多く行ない、 後摂

l1l l i状秘こ応じて増量

2 : 識富耳 ( 1日大体 3配解 )

3.食い残しな<、 摂Si1;は松めて旺盛

1.1認i角、池1  0 4 , 4 m2を 2面使用

2.フk量は各々1 5 11le/m i n、水温
6 ℃ ( 4 ̃ 9 ℃ )

3.飼育池排水部を金網進断して降

下稚角の防止を行ない完全飼育

を 計 る。

岩 尾 別

北

1.雅角池60 フ . 2㎡を 4区分 ( 1 5 li4

.. n i 1 4 5 , 2 m i 79.2rr1l. 22:4,4m2 )
し、各 ・?l,を金細こて雄断

2 . 水温 7 . 4 ̃ 8 . 0 ℃ ( 平均 8 . 0 ℃ ) .

D 0 7 . 6 ̃ 1 0 . 4
3 .親 水

1 .置露方法( 1 日 5 ̃ 6回給f耳 ) の
他、少量を撤布給餌

2.流下確魚に、,c':1しても少量給餌

見

支

場

斜 里

1 2 - 1 '1.稚角、池5 6 8 . 9 mを 4区分し、各々1 .,i差l'5ii方式を主体とし、補助的に1故
を金細進断 l 1lli1;方法を採用

J 見 1 2.フk業-2 0 M 水 .量 2 o o e/ m加(1-3 ) 1 2. j浦当初tj空.fi(重f量の大体1%前
ヒ l 水深30cm、 水端14 0 0 e/min l4) l 後 と し 、 成長に伴ない 1 日 2̃ 3

1 3.溶存酸素 j注入部 8 P P m  1 回給解
l 排水部 4 ″
l 4 . PH 6 . 8  l

1 1,ittiiさ'lt1l 3 9 6 m'( 1 池 ) 59 4rr、'' 11.置解方式→革細はそのままの型で
1 ( 2 池 )  1使用、配合1調;はチョコツバーに か

l 2,水深 1' 1 池 ̃ 4 o ̃ 4 5°' j「̃l lナて後使空
l し 2 ″ ̃ 3 0 ̃ 3 5cm .[) 0 6 .g、l 2.飼育池下流の浮遊池では撤布給瞬

湧 別 l 3 .排71く部は金織こよる進断 1 を行なった。
1 4.定司育池下流をま俵業止め水深 1
l 4 0 ̃ 5 0一こ深め浮遊池として、 l
, ここに降下したものも給西
1

1 .権魚池2面を4 lX分(  1 区分当

4 1 . 0 ㎡ ) し,金總. 選断
2.水の循環.患<、 厳寒期には各所
で結氷、水温平均5.0℃(20̃aP)

1.撤信萬方式にて1 日数回結解

:2_飼育水温低く、 摂 解 性幌 内

1 .雅魚池3面 (  1 面 1 3 2 ㎡ ) 3 9 6m'
使用

2.水深3 0̃3 5 al,、 水量 6 0  0 ,e/h ilr
水温、平均12o°C( 7 .o ̃ 1 7 .o )

1.撒解方法

2:1i日:付1li,惑かつたが除々に擬解活発
化した。解付l+当初はミルク状に
水溶して流し給解

羅 自
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成 長 及 び 歩 留 り 飼 育 管 理 一 般 そ の 他

1 .第 1池は6  o日間の給解で浮上
時体重 o. 3 9のものが放流時iこ
は1 . o 9 と 約 3倍 、第 2池は

2 . 3 倍 と なった。
2 歩留 り良好 ( 9 8 、 0 % ),

1.河川水使用のため、 増水時に
飼育池に土砂流入

t 池̃、の土砂流入防止策並びに
水温の平均化が今後要望され

る o

2 . 漏水  飼育区分のための稚魚

池完備を要する。

1,成長率は体長で1.2倍、 体重で

2 3 倍

2 . 歩留 りは 9 9 . 6 %

1.鴨による食害!t11ll一止のため日中
の給餌を除き夜間完全に日覆

板をした。
2.和t魚の成長状態及び天候に伴
なう稚魚群の密集を防く'た め

日報板の一部 lヨei.はずしで調節

1.新定魚の成長を良くするために

をは規定量を置解とし、一部を

微布方式 (回数多く ) と した

ら良いと考れられた。 

1 .浮上時魚体(体長3.54cm、体

重o. 3 2 タ ) を 3 0日間飼育して
放流角、体 ( 4.2 3ca、 0 . 6 59 ) を
得た。
2 .飼育稚魚には1 . 5 9を超えるも
のが多数みられた。

1.飼育量に対する水量が充分で

ないため、 特に水質管理に留

意して飼育管理を行なった。

1.揚水設備をし、 水最を増加さ

せる1警あり、

2. クランプル以夕1・‘こ 単 1ili ( タ ラ
子)の併用が望ましいと考え

る。 '

: ,

1 .成長率は体長で1.3倍、 体重で l 1.飼育池上段の池に多量のアオ .

2 o 倍 1 ミドロが発生し、飼育 itl L池
2.気象状況. 餌料ll1lle4管理共に好1 底をよこしたが摂餌iこ支障は
条件のため発死魚は特に少な<i 1 なかった。
好成績 ( 9 9 . 8 % )  l

l

1.乾燥解i料を全西料の%程度使

用したい。

1.飼育期間中の水温低く生長悪し

2.生長率. 体長1 . 2倍、体重1 . 6
倍

3 . 歩 留 り 9 5 . 1 %

1.飼育期間申におlナる除雪作業

の煩わしさ

2.飼育池が融雪期の增水の影響

を受lナる

1 .飼育池2面のうち1  面だけが

三角日覆であるため他の一面
もその施設を要する。l t生長率は体長 2 1倍、体重 a 3

倍と極めて高かつた.
2.量。1青 期 間 中 ( 4 月 2 1 日 ) の 導
水路新水で大量の稚角.が斃死し

歩留 り 4 7 . 9 % と 低 調

1.i合f日;人夫は50 0万尾に対し
て最低1名必1零.であった。

l
1.水 温 1 2 ̃ 1  3℃の時が摂伊l

最も良t5-であった。
2.飼育申の降下稚角、を河川内で

給解することは効果的であっ

た o

- 1 3 1-



支場 事 業 場 飼 育 池 の 状 況 絵 解 及 び 摂 餌 状 況

1,継 魚 池 2 面 ( 2 S  ma、 2 9 0  m り

と 飼 育池 5 . 5 面 ( 1 面 当 り 1 4 0

m9 )を定i情池として使用

2: .能角池は游水と一部河川水、 飼
育池は全量河川水を使用

3 .水量8 3̃ 1 6 7 le/m i n. 水温
9 . 9℃ ( フ ̃ 1 4 8 )

PH7 .0、D09 .5̃1 2:9

1.解司育期間を前. 申、 後期の3等分
にし、各期の給解量を2 : 3 : 5
の割合(計画給餌量を1 o とする
で行なった。
2 .解付の5日間は水溶して投国し、
以後は品解方式( i免l,状にねったも
の )にて給餌

3.食欲旺盛.年前、 午後のうち年前 ,
中の方が良好

伊 茶 仁

根

室

支

場

l 1.雅角池は循環式のためこれを3l 区分した.l 2 同一水量を全面に流通させてい
るため排水設備が患く融雪の大

中 標 津 1 雨があると突発的に增水し洪水l 状態となることあ り (水量 2 2 5
e/,min )1 3.水深は2 0 cm程度とした。

l
1

1.給e再開始当初は低水温のため品解
置解等による解患く 、  ために解 -
を細粉して袋に入れ乳液状に して

ifi;t t結解
2 . 2 0日位から漸次摂餌良好となり

4月中旬以後は水温上昇に伴ない

活発化

3 .撒布方式で給餌( 1日8回̃ 1 o
・ '回 ) ・

l 1.稚魚池の水深を5 0 cmまで上lf 1 1全体の確魚が60̃ 7 0 %浮上した
l 飼育池とした。 l 段階で解付けを開始
l 2.排水部に玉石をrti3 o m、高さ  l 2:給解方法ははじめ撤解方式をとっ
l 6 o cmに積み降下止とした l たが粒子が大きぃのと撤布後の沈

虹 別 1 3 . 水 最 5 1 9̃ 1、 o o 7 ,e/1min、 l 下が速いため有効給1iqが出来す、
1 水温9.3℃ ( 9 . 1̃9 5 ) 、 P H 7 . 2 l ために解を水で練り品解nを と
1 D06 . 8̃ 1 0 . 2  つたo

l 1 3 .最初の1 0日間は総体重の2 %と
1 1 し、その後は3̃ 4 % と增加させ
l 1 た。
1 1

1 1 .稚魚池全面 ( 9 9 o. 6 ㎡ ) と 旧
l 雅 魚 池 ( 1 3 3 . 5 m2 )を定司育池l として使用
2 . 4 月 1 o 日まで金網電設置

太 田 l 3.水量69 0̃8 1 0e/nl in、水温
1 6.7℃(1.8̃1 1 . 1 ) 、 PH 6 . 8、
1 D 0 8̃1 0

1
l

1 .解付には徴粉を1週間程度与え後

に ク ラ ン プ ル を 1 日 4̃ 6回給解'
(撒伊障方式 ) し た。
2 .クランプルの撤布当初は摂解が悪

く餌料ロスが多かつた。

-1 3 2-

成 長 及 び 歩 留 り 飼 育 管 理 - 般 そ の 他

1.最初の乾操f ll:料使用であったが.

比較的成長度合が良好で、 特に

飼育開始1 5日以後の成長度合

は目をみはらすものがあった。
2 5 日 毎 に発死数を抽出して、歩'
留りを調ぺた結果、歩留り極め

て好成績であった。

,1.i合餌作業からみて1 日 3̃ 5 ,
回の給解で売分計画達成可能

2.金網による1處断には装解とそ

れに伴なう水生菌が付者し、

水の流通をさまたげ、 管理上

の支障となった。

1.乾操角明l;lを散布する場合沈降

速度が早くむらがり食うに も
抱らず多くの沈餌がみられる

点から浮力のあるものが必要

と される。
( 後期に品1iEl;方式の他、撤餌方
式を採用した。)

1.初期飼育のものは低フ1'(温のため
生長が運かつたが4月に入つて

もちなぉした。
2.歩減りは0 . 3 % と極めて少ない

数字であった力-,、 この原因は増
水時の被害によるものが主であ
つたo

1.降下留装置を通過した稚魚は

飼育池に戻して給解(通過量

は 1 日 2 o 0̃3 0  o尾で多い時
に は 1. 0 0 0尾内外 )
2.全稚魚が浮上するまで日覆板

は'取らず給餌する部分だけ2m

置き位に日覆板1枚だlナ取除

いたo

1.飼育を今後継続する場合は飼

育池の改審を要する。
2.1ilill1の沈下が速いので浮力性の
ものが望ましい。

1i .降下留の方法に改善が望まし

いo

1.給餌開始の1 0 日間はあまり 1llEl: 1特記なし 1 1.使用した乾操解料は粒子が荒
付が良くな- く、体重 o. 4 11l程度 l ' .1 ・ _ ・ ,  1 ぃのと沈下が速い点から考え

であったが 1 o j以後は解に馴 l 1 1重i 1llj方式の給解には適さない
れ、稚角、の群集形成とともに摂 ・ l と考え られた。
flllが活発となり急速に成長した。1 1
しかし生長の差がめだった。 l l
2成長率は体長1.3倍、体重2.5倍 1 ,
3.歩 留 り 良 好 ( 9 9 . 1 % )  l l

1 l
l '
i l

1.水温の影響もあったが昨年の生 1 1.日後板は、飼育当初は給l調:個
解による飼育では1 . 4倍にとど l 所のみ取はずし. その後は事ll.
まったが、 本年の乾機解使用で . 1 餌状態が観察出来る程度に取
は2 . 3倍と好成績を得た。体長 l はずした。
では1. 4倍。

2.飼育申の增水で池が水没したたl

1め一部の稚魚流出。しかし飼育
期間中のi9ii死減耗ti僅少であっ

1た o

1.旧稚魚池を金司育池として充分

活用出来るように整備するこ

とが望ましい。

l
I
1
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支 場 事 業 場 飼 育 池 の 状 況 i合 餌 及 び 摂 西 状 況

1.稚魚池、 水路- 浮遊池を飼育池
と し て 使用 ( 2 , 0 8 3 ㎡ )

2.水量4 0. 0e/m i n 、水温 7 . 7℃
( 6 . 0~9 . 5 ) 、 PH 7 、D 0 1 0 . 0

1 . 精 け と して タ ラ子を 1週間位給

西して除々に生配合に切替えた。
1 0 日 位 たって餌になれた頃より
ク ランプルを併用して 1日に 3̃
5回投与

「子一品解方式で給解

生配合一自然解凍しチョツパー
にかけ置西方式 1l111
稚魚が大きくなってか
らの摂9El;良好

クランプ:ル一撤解方式。生i目lこよ
りtfl馴れしてからの
ため摂解極めて良好

釧 路

十

1.本年新設の稚魚池( 3 6 0 m2) を

定司育池として使用

2 .水温80℃(5̃1 1 ) 、 PH 6 . 9 、
D 0 1 0 . 0 o

3降下Ll二装置は省略した。

1.水温変化、泥水の流入等のため餌

付lナは不調であった。
2.給解と摂S1l のアンパランスのため

かなりの残1調を生じた.
3.撒t1l 方 式 ( 1 日 8 回程度 )

勝 18 居

支

場

'、

十 勝

1 .第2稚魚池( 3 3 . 1 . 2m2 ) を飼育  l 1.1/ 3月 6日一 3月21日一微粉 ( 95
池として便用・ 1 1 付lナ)
2 . 水 深 2 5 al̃ 4 0 cmo  l 3月22日̃3月30日一サーモンド
水量2,o oo e/ m i n,.' 7i(温5.4℃l ライフード (水温変化のため摂餌
( 2 . 0̃11 . 0 ) 、 PH6 . S、D0 1 2 . 0 l 下振 )  .

3.降下防止装置をっけ た  l 3月31日̃4月8日一グランプル

1 を併用。

4月8日以降一サモン・ドライ - フー ド
(摂解活発化)

1 .稚魚池( 1.320㎡、 水深2 5̃
3 0 a,, ) と遊浮池 ( 8 0  o㎡、水深
1 õ8 ocm )を飼青池として使用c
2.降下防止装置として飼育池の最

下流部をモジ網で仕切る。
3.水 温 8 . 4 ℃ ( 4 . 4 ̃ 1 2 . 3 ) 、

PH6.9

1.稚魚池の始.191lF
撤布方式.前半一 1 日 7 ̃ 9 回

後半・-・ 1 日 4 ̃ 5 回
flC ・fr lナから3日間・-・微粉1 o o %
4 日 目一微粉70 %クランフ:ル 3 0 %
5日目 ″ 5 0 %  ″ 5 0 %
6日目・・・ " 7 0 % " 3 0 %

7日以降・・・クラン;; lソレ100%
2.浮遊池の給解

主体としてサーモン ・ ドライ ' フー ド
(吊解方式)で補助的にクラン'フl1'レ

撒布。

札 内

- 1 3 4-

成 長 及 び 歩 留 り 飼 育 管 理 一 般 そ の 他

1.成長率は、 体重で1 . 6倍

体重で3 . 3倍

2.歩 留 り 良 好 ( 9 9. 5 % )

1.タラ子による富5付けから生餌

に 51llれる段階まで一応 3 区 に
区分して飼育したカ'、 その後
は遂次集約して浮遊池で一括
して総餌した。

1.'lfi.設の浮遊池を完備して、一括
飼育の出来るようにすることが

望ましい。
2.稚ii,、降下防止装置として水車書
を応用することが効果的者考え

る o

1.放流時の魚体は平均で体長

5. 0 a,,、体重 0 . 7 8 9となった
力・、個体差が大きく不揃であっ
た o

2增フ大のため歩留りは不振であっ
た

1 . 4 月 4  日の増水被害により泥

の流入あり

1.增水時に稚魚池に泥の流;1、、-i一な
いような設備を要する f

l
1.成長は摂flj1lの盛んとなった 4 月 l 1 .水温が2.0̃11 . 0℃(平均5.4
8 目 よ り 順 調 、 4 月 2 0 日̃ 1 ℃)と変化が激しく、飼育管
4 月 2 7 日は最も良 く成長。こ 1  理が大変であった。 -

れは水温上昇による。' 1 2.fa,下防止装置は効果的でなか
成長率は体重1 . 3倍  1 った。
体重2 . 1倍  1 ・

2 . 1 日 当 り 解 は 5 0 尾 程 度 で 1期間中3千尾が推定。

1.集約的給解の可能な 1ll司育池の完

備を要す。

2.稚魚の成長に応じた多種類lill料
の併用給解が望ましい。

1.飼育日数4 3 日間で飼育終 ;「時
の平均(池の5ケ所の平均値)

は体重で1 . 0 1 9に達し、その
成長率2 . 3倍。体重で4 . 7 cmで
1 . 2倍であった。
2.体 -長iこついては後半に大きく伸

びた (水温上昇による )。
3 . 歩 留 り 良 好 ( 9 9 . 9 % )

1.降下防止装置と してモジ網使

用の結果.. 従来,,f、飼育時の稚
魚降下状1態より選lくなり、一

応の効果を収めた。

1.餌付け用には徴粉が効果的であ

る o

2.浮遊池の放水部こ:l要堤を設置す

ることが望まれる。

3.収容稚魚の全数飼育がのぞまし

いo

l

-1 3 5-



支 場 事 業 場 飼 育 池 の 状 況

1 .稚魚池 ( 1 , 5 4 8 m'、)と浮遊池
( 1.2 o 0m') を飼育池として使
用。
2.浮遊池下部に降下防止零をぉく。
3 .水温6 . 7℃ ( 3 . 5̃ 1 2:5 ) P H 6 . 8

給 解 及 び 摂 解 状 況

1 .餌付けとして、単 flii( タ ラ 子 ) を
3日間連続給解、 4 日目 よ り単解

と生配合を併用。
2.生配合はチョツバーにかけて後使

用。
3.摂解は水温上昇時の午 後 2 時̃ 4
時頃一番活発。

1 .収容BB子は採卵月日の10月上旬

̃ 12月下旬までのものが少量づ

十 幕 別

勝

支 1.現有稚魚池全面( 1 3 5 . 3 m2 ) を

飼育池として使用

2 . 水 量 9 8 9 e/m i n、水温7 . 0℃
( 5 . 1 ̃ 9 . 4 ) P H 6 . 6、D 0 1 2 . 0

大 樹 つあたため、飼育初期のものはふ

化權である期間飼育した。
2.1積.解方式と撒lii1方式を併用した。
3.摂解は前半不3a、 後半活発

場

l

l 德 志 別
l
l

l .

1.日1llli式稚魚池の1又面( 1 1 5 . 6 m )
を使用

2.用水は重1ll力揚水のみを使用した

が、 雪融lナ水の浸透のため

水温低下。水量54 o e/m i n 、
水温 ,6,0℃(3.4̃1 0 . 4 )、PH6 .8

1.撤e年方式( 1 日 5̃ 8回)と品都耳
方 式 ( 1 日 2 ̃ 5 回 ) を 併 用 し て

給解

2_摂解は4月上旬1liまで低水温のた
め不調、以降は活発

3.水温7℃以上では摂9ll極めて大。

天

塩
'l・

1 1.現有it11llg,.池金面 ( 2 ・4 4 . 8㎡ )を飼 l 1,撤西方式と吊解方:式を併用
歌 登 l 育池として使用 l 2.給911:回 数 1 日 4 ̃ 5 回

E- 2.池の落差少なく水の流通が悪し、。l3,1lll11宵開始1 o 日目傾よりi要解11負調
l - l  a 。
13.用水は動力揚水。 フi,:量 3 ? 0e/ llaril 4.揚水のため水温5.5̃6.0 C( 平 均l 水温5. 8℃( 5 . 0 ̃ 6 . 5 )、PH6 . 2  l 5 . 8℃)のため摂1il l非常に良し

l

1. ;llfl1角 池 1 面 ( 1 3 6 m1'、 7」l('深 l 1.解付けの期間は少量づっ静かに線
5 0 ln )を使用、飼育に適す。 l 布し、 l武1L1l:.9l:化させた。
2 用 7」'(は動力揚水で水量90 o %i n2 l展意li1の活発化に iiい線ll1ll:方式と吊
水温は平均5 . 9 ℃ ( 5 .o ̃ 7 . 0 )-l liEl:方式を併用し結開を増カ置した。
3.推魚降.T協 l l一帶置として金細1: ; , 3 . こ れ に よ l ) 9l l ;料の無駄な沈澱を防,
を使用 l ぃだ。

1

屯 別

支

場

1
1 . 稚魚池 2面 ( 5 6 2 . 4 m2 )l. こ の う 1 1 .単餌 ( タラ子 )である期間飼育し
ち1面は三角日種の稚角.池 1 てから生配合を使用
2.フl(量は 1面当 り 2 8 1 . 2 e/',m i n  l2. 給 f西:方法は置 fliと品f耳を併用した。
水温は1面が平均4 . 0℃ ( 3 ̃ 5 ) l 1 0 ケ 所 位に配置。
他の 1面平均 6 . 0 ℃ ( 5. 2̃
6 . 8 ) o

l

申 川

-1 3 6-

成 長 及 び 歩  留 り 飼 育 管 理 - 般 そ の 他

1.生有9料の品質が患かった。1.飼育前期は低水温のため成長不

1lfi.. 後期に入りもちなぉす。
しかし目標の2倍増重に至らず

2_成長率は体長で1 . 4倍、体重で
1 . 8 倍

3.歩 留 り 9 8 . 1 %

1. fll料は一 5℃で保存
2.用水取口水門の流着物の除去

を 6時、  1 7 時. 2 1 時 に 行
なった。
3 .生配合の再生(チョツパーに

かける)は翌日の分を作つた。

1.成長率は体長で1.3倍、 体重で

1 . 9 倍。
2 . 歩留 り 9 8. 1 %

1.飼育稚角の一部に標識を施し
た ( 1. 0 2 6 千 尾 ) 。
2.放流稚魚全数を本流へ輸送放
流した。

1.現有の稚魚池を定i1育池として
整備することを要する。

1 .成長率は体長で1. 2倍、  体重で

1 . 9 倍。
2.歩 留 り 9 9 . 3 %

1 .からふとますの 1ll。1育も合せて

行なった。
2.降下防止装置は効果的でなか

つた o

1.ei料を増量したい。

1.生長率は体長で1.5倍、 体重で

2 . 4 倍 となった。
2.放流角、体の個体差は体 -1まl,で 4.2
̃ 5 . 4c,n、体重0 . 6 ̃ 1 . 39
3.:1lt 留 り は 9 9 . 8 % と 好 成 續

l
1.池底は残餌のため水生i考iの発l1.稚角.池に落差をっl ナることと
生並びに ・1i基,臭を帯びたので素t l 飼青時に水位を上げることの
魚への惡第l11,'1iltを防ぐため給9l1: 1 出来るよ うな池のコンク リー
期間申、 3回程度.. た も 網 で l ト個1陸が必要

これらを除去 ,
l

1.増重特に高く平均5倍の値を示

した。增長は 1 . 6 倍。
2.歩 留 り 良 好 ( 9 7 . 5 % )

l

特記なし l 特記なし
l
l
1
l

l
l
l

1 .成長率は体重では4 0 年度よ り

・態 く 、体 1章ではそれより良かつ
たo

2 . 歩 留 り 9 4 . 1 %

l l - '
1.池底の残99は遂時小さい夕モ 1.生配合ful:には自いのと黒いのが
網ですく .い除去した。 l が見られた。黒い方が好んで
2 .飼育直前( 機魚ふ上前)に原 1 捕食された。
因不明の状態で稚魚が多数9t l
死 ( 推 定 2 8 千 尾 ) し た。 -・・ 1
解青ノウ突起構ノウ自点が症状 l
としてみられた。

1
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支 場 事 業 場 ・ 飼 育 池 の 状 況 給 餌 及 び f要 餌 11i;1. 況

1.解料庫前の稚魚池 1 面を重復使
用。累計使用面積6 0 3 n f
2 . 湧水使用 ( 6 o 0 e/1m i n )で:
池 の 水 深 は 1 5 ̃ 4 0 cmと し た。
水温6.9℃(5 . 9̃9 . 4 L PH6.9
D 0 5 ̃ 1 0

1.J結f1目1;ll l始2̃3日一単解 (  タ ラ 子 )
t 〟 4 ̃ 7 li-・タラ子と生西治
″ 7日以降一生配合

2.給解方法は-置 fll:方式と品下取式を
併用。
3.始顯は年前 9時と年後 3時の 2回

千 才

千

オ

支

1 .稚魚池9 9 m2を飼育池として使

用o

2_水 量 1 2 6 e/m i n 、水温6 . 2℃
( 3 ̃ 9 ) o

1.給 f ll;方法は以下の通り
3月中旬 (平均水温4 ℃ )…吊解

式、撒解式

4月上旬(  ″ 5 ℃ ) --・品解
式 ・ 置S日:式

4 月 中旬 (  ″ 6. 7℃ ) 一置解
を主体

2 . 4月上旬以降の給餌は1日5回

( 1 回 3 K ) と し た。

音 江

場

1 .稚魚池5 2 . 8 m2を飼育池として

使 用 ( 3 面 分 )。
2.各面とも水深 3 0  cm、水量192

e/m in.平均水温9 . 5 ℃
3.降下防止めため金網使用

1 .給餌方法は撒餌方式として1 日当

り 5 回̃ 7回給解
2.・9日:frlナ当初から摂餌良好で有効給
餌が出来た。
3.給alにはなるぺく時間をかけ、 全
推魚iこ西がいきゎたるよう心掛‘ナ
た o

敷 生

1.稚魚池1 9 8㎡を飼育池として

使用。

2.水量1,11 o e/m i n.水温11.o°C
( 1 0 ̃ 1 2 )o PH6 . 6,

1 .給細は撤解方式とし、 最初の1 5

日 間 は 1 日 1 0 風 そ の 後 は 1 日

8 回

2.13耳付lナから5日日頃より摂餌活発
となり、殘餌出ず。

渡

1

1島

厚 沢 部

1

支

場

1.稚魚池の1 1 4 m2を飼育池して

使用。
2.水 深 2 0  o,,、水温は平均7.1℃
( 4 . 5̃ 9 . 0 ) o

1 .最初の1 週間は8時̃ 1 6時まで
に 1 時 間 毎 8 回 給 餌 ( 1 日 2 時 を

最高限度) 。
2.その後は9時̃ 1 6 時 ま で に 1. 5
時間毎給fil : ( 1 8 5̃ 6 時程度 )
3 .解は水温上昇時に良好であった。

利 別

- 1 il1 8-

成 長 及 び 歩 留  り 飼 育 管 理 一 般 そ の 一他

1.・,茂長率は体長で1.3倍、 体重で
a o倍。
2. 歩 留 り 8 9 . 9 %

1 .給解を1  日 2 回 と し た ため 1 .

回 に多量置解することになり

戦領がかな・り沈般した。

.特記なし

1 .対照試験のため無給解を残し

ておき治餌群と比較してその生

長をみると前者の平均の体長
4 .1 cm、体重 0 . 3 9l、後者の
体長 4 . 8 cm、 体重 0 . 8 9。
2 . 歩 留 り 9 7 . 8 %

特記なし 1.当場での飼青事業は放流体制

(短かい支川から大河川とっ
な力つている? から効果的と
考える。

l

1. 1l1111育密度の高い区画では若千成
長が患かつた。
2.3区画の各々の坪当り究死数は

2 5 0 尾 、  3 3 3 尾 、 1.0 0 0 尾
であった o

・ 日覆板は給 1ll日1中に全部取除い 1 2.稚魚池の整備を要する。
た力-,、夜間は .島害を考慮して
日後板をかけた。

1 ・

I
l

l
l
l

1.成長は予想タ、に良好で給解1 週間

目で浮上魚体の1.3、 2週目で

1 . 9倍、  3通目で3 . 0倍、  4 週

目で 4 . 0 倍 と 伸び 3 1 日間で

4 . 4 倍 と な◆)た。これは高水温
平 均 1 1 ℃ ( 1 0 ̃ 1 2 )に よ る。
2.歩留りも好成績

1.水鳥等lこよる稚魚の食害を防

く'ため飼育池に網を張つた

1.発生月日が大きくことなる卵

子を収容した場合、 飼育期間

がそれに応じて、ながびくの

で、 こ-れに見合つた解iPt人夫
が必要

1.成長については 2月は低水温の

ため見るぺき変化なし、 3月、

水温幾分上昇し急激な成長がみ

られた。
2.給餌に伴なぅ斃死は見られな-か
つたが鴨に よる食害が若干あっ
た。

しかし歩留りは良好

1.池の構造から給解ll1魚と無給
lili稚魚を完全に 9分すること

が難しかつた。

1.用水に水田用貯水池水を利用

している関係上寒冷期の水温

低下甚だしい。
2.放流河川lこは灌觀用水路があ

り、  これへの迷入防止のため
当場での飼育は効果的

-1 3 9-



支 場 事 業 場 飼 育 池 の 状 況 給 解 及 び 摂 解 状 況

渡

島

支

場

1 .稚魚池1. 0 4 8 m'を飼育池とし
て使用。

2.水量2. 1 8 7 e/m i n 、  水温平
均7 . 1℃ ( 6 . 0 ̃a 5 )、PH8 . 1
D0 1 1 . 0

1.給解は撒布方式で1 日 3̃ 4 回
行ない。9部れるに したがい 1日
7 ̃ 8 回行なった。
2 .摂解は漸次旺勢となり活発化し

た o

八 雲

1 4 0

成 長 及 び 歩 留 り 飼 育 管 理 一 般 そ の 他

1.十勝川産のもの

浮上角体 : 体長3 . 9 cm、
体重 0 . 4 8 9

飼 育 ″  : 体長 5 . 5 a'
体重 1 . 7 9

渡島管内河川産のもの(遊楽

部その他)

浮上1ll1l、体 :体長 3 . 7 a'
体藍i 0 . 4 4 9

飼青 " : 体長 3 . 7 cm
体重 1 . 4 9

2 : 歩留りいずれも 9 4 . 8 %

1.放流稚魚全数の1i算一i量算定を実 ・ '
施した。

1.稚魚池に数いてある砂利が大

型過ぎるので、 取替える必要

あり。

1 4



第 6 表  4 1 年 度 稚 魚 飼 育 事 業 成 演

支

場

領; 料 実 施

期 間

飼 育 数

l管死数

飼育放流数 歩

留

増

重

比

事 業 場

種類 投解:量 尾数 重量 尾数 重量

時

800

2f 00

16oo

(単1 1 J000
国1 oPoo

800

11P00
5e00

月日̃月日

3 . 1 0 ̃ 5 . 1 0

3. 1 ̃ 5 . 1 3

3 . 1 0 ̃ら 1 5

2.°6̃4 .2 9

3 . 1 0 ̃ li 8

2.26- 5 . 1 5

千尾

2l077

“59

6897

14P49

1.972

31 ,l654

時

6232

2S470

22430

5P014

7110

1 0:1125ll

::f -1i
41

2 8

7

22

97

195

千尾

2P36

61l;31

6B90

14l]27

1S75

31.459

時

11l'022

501a

4 ,ll933

9l;963

107:20

22;1 80A

%

9810

996

999

998

95:t

99.4.

倍

27

2.1

20

:2i)

1 5

20

岩 尾 別

斜 里

北 見

湧 別

幌 内

北見支場計

乾

乾

乾

生

乾

i i差

北

見

l維 臼 l 乾

根 l伊 茶 仁 1 乾
l中 ・標 津 l 乾
室 1地 別 l 乾
l根室支場計 l 乾

1,400

6100

2.1l00

5638

16l1138

3 . 2 1 ̃ 5 . 2 9

4 . 1 9 ̃ 6 . 2 4

2 . 2 7 ̃ 6 . 1 5

2.20̃ 4 . 1 0

2:2 0 ̃ l l 2 4

51116 5

20;P17

5S58

16077

48517

11B00l]

6S27Cl

1S850

4S200

15032f )

3:l 0 5

31

19

14g

3304

2860

20S86

51539

15928

4 5e13

7e0010

l8 l l370

47320

11ll;690

42a380

479

999

99.7

9911

932

43

28

25

2.5

2S

太 田

釧 路

l: :
l札 内

乾

能
l 乾

l t

800

書認i器
2Soo

11l 0  0

1,480

8920

l

3 . 2 9̃ 5 .12

3 . 1 3 ̃ 5 . 1 7

4. 3̃ 5.15

3. 6 ̃ 4 . 2 7

3. 9 ̃ 4 . 2 0

2i;02

l 1 3皮8

4P00

5P00

20p00

l

8961

5141 1

1,lS601

l 215a

8800

藤1335
5

01

1,1584

3

10

l

1、462

1.部65

2016

4197

19990

1P前

171000

2p411D

42970

201900

522

995

654

999

999

1.2

3 3

1.5

2D

23

十

勝

- 1 4 2-

流た

a一M一

し

水

施

の
算

実

り
加

M

購

場

1

の

化

池
用

ふ

:
使

易
料
量
複

簡
解

水
重

間
操

、
、

民
乾

）一計
は

一
囲
累

数
一
一
範
面

魚
乾
現
水

稚

、出
用

育
料

（使
飼
解

均
:

の
生
平
積

内

一
:
面

弧
:

温
育

括
生
水
一
飼

1
2
3

1・-・/
．

1

・l
・

-
、

誌（
- 稚 魚 成 長 度 飼 育 池 条 件

浮上魚体 飼・育放流魚体 成 長 率 用 水
司育面積

備 考

本表 体重 体長 体重 体長 体重 水 温

℃

6 ( 4-9 )
1i:0 ) 7l1l-・iif、)
a0 ( 7-80 )
7:1( 6ill̃8.4)

P H D 0 k量

Cllt

34

33

35

34

a4

3.4

9

03

035

032

035

036

「、34

Cll1ll

4 4

4.1

l 42

l:
l
1
1 42
1

9

085

081

0.65

0フ1

058

0フ2

倍

1.4

12

12

1.3

12

12

倍

28

23

2D

20

1.6

2 j

]lPlm 必 m2

300

m9

208S

6072

568.9

9900

1640

25389

76
10A

40
̃80

69

6S

614
̃68

600

50(20̃80)

65 (2.0~9 )
64
6̃8
40
io4
300
6̃00

32

34

33

34

33

03 l “

0.32 l 41E;
l
034 1 46

03 1 4A
032 1 5:1

1

250

a87

0B0

0フ4

123

2:1

1,4

1.4

1.3

15

83

27

2A

25

38

120(70̃ 170)

99(70 1̃ 48 )

8.1(310 1̃14)

93(9.ĩ95 )

98 (310̃170)

74

7D

600

lll3、~67
225

579
1,oi7

83
1o i7

3960

1311ll

8140

11D550

35760

'l15
i29

72

フ0
̃ 7‘l

69
'io2

68
i'2'9

32

3.4

3.4

32

38

032

038

034

l OA3
l 044

45

55

50

40

l 47

0フ3

127

0フ8

09

1J01

1 ,4

14

15

13

12

l ・

23

33

23

2.t

23

6フ(1B̃11.1、)

7.7(60̃95)

80(5̃11)

l 5l;(20̃11.0)
l

l
l

l 8,4( 4 4--12.3)
l ・

6B

7.0

6 9

65

6 9

的j 0 1

10」0

100

12」0

l

S90
8ilo

400

111 24 't

2P830

360D

3312

2P0010

※は飼育中の
增水によ ◆癌

2000

- 1 4 3-



艾

場

解 料 実 施

期 間

飼 育 数 角司育放流数 歩

留

增

重

比

事 業 場 基t死数
種類 投胆量 尾数 重量 尾 数 重最

時

9l;00

800

19lS00
15600

月日̃月日

3 . 8  ̃ 4 . 1 1

2 . 1 9 ̃ 5 . 1 8

2 . 1 9 ̃ 5.1 8

千尾

12フ86

31l58

61274

時

5ll1260

11074P

2504710

千尾

246

57

要1335
1.768

千尾

12540

3:l01

58,171

]li;'
9フ810

20160

56491」:l

%
98.1、
9a1

9411l

倍

1フ

1.9

23

幕 別

大 樹

十勝支場計

生

乾

i差
徳 志 別

歌 登

屯 別

申 川

天塩支場計

千 才

音 江

( 様  似 )

( 1船 川 )

敷 生

乾

乾

乾

生

i-差

-i-

乾

400

700

400

31704

3フ04
1,500

4508

498

3 2 0 ̃ 4 . 3 0

2 . 1 8 ̃ 4 . 2 5

3. 1 ̃ 4 . 1 5

2. 2 ̃ 5 .  9

2. 2 ̃ 5 .  9

13o1

2000

1292

6257

10e50

3554

800」1

5160

2S755

40471l

9

5

32

371

417

1292

1.995

1260

5886

101433

671B

1.9472

西20」D

40624

92014

993

998

975

941t

96:2

1.g

2A

49

1.7

23

2. 4 5̃_2 5
3. 5 ̃ 4 . 3 0

6578

1.410

( 450 )

( 1 1 8 )

549

( 300 )

(868)
8S37

19670

282ll

667

31

( 2 5 )

( 1 8 )

16

( 6 0 )

( 103 )
714

3

1 3

107

123

5911

1379

(425)

(100)

533

(240〕

(765)
7B23

30000

1,057:l

899

973

1.5

3.7

乾 180 2. 4~ 4. 5 2290

2lll7的

6080

466511

97:l ・

1881)
916

2フ

1.9

( 豊  浦 )

千オ支場計 i差 4S08
678

3S0

230

670

1250

2. 4 ̃ 5 . 2 5

厚 沢 部

利 別

八 雲

渡島支場計

乾

乾

乾

乾

1 . 2 4 ̃ 3 . 1 3

2 . 1 5 ̃ 4 . 1 0

2.21̃ 4.13

2 . 1 5 ̃ 4 . 1 3

781

900

2P70

3フ51

2880

3600

943」0

1S91i)

778

887

1,963

3628

12560

71ila3

:29780

50323

996

9a6

948

96il

4.4

22

32

32

合 計 {差
35,a 08
40e66 2 2 ̃ 6 . 2 4

(868)
164583

59:l2017 (103 )浦程5 ト';; 「40.40a (;i1) 2;4

- 1 4 4-

一 確 魚 成 長 度 飼 育 池 条 件

備 考
浮上角.体 飼育放流魚体 成 . 長 率 用 水

lll育面積

体提

体 .靂-

体長 体重 体 長 体重 水 温 PH D 0 l 水最
on

34

3.1

34

9
0.44

034

038

cm

46

4」0

46

11l
0フ8

065

0S7

倍

1A

13

14

倍

1S

1.9

23

℃
6.7(3S-125 )
70 (5:1-J9a)
7:、( 1-25) p f,f h e/f i i n ㎡

274a0

1353

8フ81,6

63

66

65
i o

12」0

80
f2 0

989

400
2oiio

34

33

36

32

3.4

0.2B

0.4

04

038

037

42

49

5.8

40

4 J

052

0.97

20

069

1.05

1.2

1.5

16

1.3

1.4

1.g

2A

50

t8

28

60(3.Ã 10A)

58(50̃65 )

59(5」0~70)

50(3i l--68 )
5フ(30-10,4 )

6a

62

解料400 9で
カラフトマス327
千尾を同時に
飼育

540

360

900

1151l1

2448

136.0

562.4

11D588

7‘;
6.2
:iA

11S

11.8
360
g̃00

29

34

3.4

32

026

02

045

030

38

48

48

4 5

0 53

0フ7

1.16

0B2

1.3

,u

2」0

39

69( 59-9a)
62 (3~g )

95 (90~96)

7 5 ( M 6 )

69
5
io S00

126

196

126
3̃0,0

6030

990

528

7548

14

1A

26

2フ 69
5-̃
10

3フ

36

3B

3.7

037

04

0A6

0A1

59

4i l

5A

54

1.64

f g

1.的

1.36

t6

14

1.4

1.5

4A

2 3

1,A

3 3

1110(100̃120)

7.1 ( 4”0 )
71l(60-8 5 )
a,4( 45,-:、20)

66

72

8.1

66
il

1.110

630

2:1l87

6'0
2:l言7

1980

1140

104的

13600

・ ・94

110

9 A

1 in

l 部

a3lS 48 101 1.4 西 75(13 ~170)
62
̃8.1 4? j1g

83
2i「87 1a070.1

飼青並びに放
流数の括弧の .
数字iま民間ふ
化場で飼育の
もの
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lV 補 足

稚魚飼育事業として、シ ロ サケの外にカラフ トマス、 ヒ メマス(以上短期間観育 ) 、 サク ラ

マス,  べニサケ生産用のヒメマス(以上周年飼青)‘一:ついても飼育を行なった。
これら魚1iliの飼育結果は第7表の通り、 力ラプ ト マ ス ( 徳 志別 )は 3 2 7千尾の浮上雅細こ

乾操e1 : ( ク ランプル )の一部を与え、 5 月 5目から 4月 3 0日まで飼育して 、  3 2 5千尾の重言1
育放流雅魚を生産したo ヒ,,iマ ス ( 支?湖 ) は 1 , 2 52千尾る浮上確魚lこ乾i量lj領 ( ク ラ ンプル )
6 o 5 時 を与え 3 月 1 0 日か ら 5 月 2 7 日 まで館1育して、 .1 , 1 6 3千尾の飼育放流稚角を生産

したo サク ラ マ ス ( 尻 別 )については 5 4 2 千尾について、 べニサケ生産用のヒ メ マス ( jl1:別 )
については7 10 l , 8千尾について飼育を行なったが、 周年飼育のため、 別途に報告する予定であ
る o  一

第7表 力ラフ ト、 ・ ヒ メ マ ス、 サク ラ マス、 べニサケの重il育状況

, iil. 需l 事業場(支場 ) 飼育尾数 l控死数 爾育放流数 備 考 ・

千尾

1i; 2 '1l

千 ie

2

千尾

3 2 5

飼育期間3月5日̃ 4 月 3 0 日 、
浮上魚体(体長3 . 3前、 体'重
0 . 2 3 11l ) 、 放 流魚体 ( 体長 3 . 5
cm、体重0 . 2? ) 、池の条件は
シロ角f1育に同じ。 展解は不調で
あった o

カ ラフ ト マ ス 徳志別 (北見 )

ヒ メ マ ス 支笏滿 (千オ )

1
1 , 2 5 2 1 8 9

l
1
1

1,1,l1 3

的育期間 5 月 1 0 日 ̃ 5 月 2 7 日
投1ill:量(クランフ' ル ) 6 0 5取浮上
角t体 (体長2 . 4 5 a,、体重0.1 1ll )l.
放流魚体(体長3 . 3 8em、 体重i0.3
9、)、池画構9 o ma、水量1 5 o ̃
2 0 0  e/ nn 水温 s. 5 ̃ 9.9℃

サ ク ラ マ ス
.尻し 別 ( 渡 島 )

八 製 f  ″ )

5 4 2

1 8
周年飼青のため別途報告予定

ヒ メ マ ス
(ぺ:,:1''ケ生産
用 )

1t[; 別 ( 校室 ) 7 0 8 周年lll11育、ベニ ー;-ケ生産事業で
報告予定

- 1 4 e-

S l 5  昭 和 4  l 年 度 調 査 研 究 結 果

自 然 . 環 境 の 変 化 は 最 近 着 し い も の が あ り 、  さ け 、  ま す 資 源 保 存 の た め 人エ的
援 助 を 必 要 と す る 部 分 が 次 第 に 增 大 し っ 、あ る 一

こ れ ら さ け ・ ま す の 生 活 斑 境 の 惡 化 に 伴 う 障 害 を 除 考 し て 、  資源の維持. 再

生 産 を 確 保 す る た め に は 、  さ け ・ ま す の 生 理 、  生態.、 或 る い は 資 源 変 動 の 要 因
等 ,  解 明 せ ね ば な ら な い 多 く の 間 題 が 残 さ れ て い る 。

本 年 度 の 調 査 研 究 は 現 在 の 繁 殖 環 境 の 下 に お い て 有 効 な 再 生 産 補 充 を 確 保 す

る た め. 親魚の illf:上 或 る い は 稚 魚 解 の 峰 海 に 関 す る 、  生 理 、  生 態 研 究 を 進 め る

と 共に 資 源 変 動 要 因 の 解 11F、 環 境 障 害 の 実 態 に 関 す る 研 究 を 進 め て 来 た の で そ

の 概 要 を 取 組 め て 報 告 す る 。

結 果 概 要

1. サ ク ラ マ ス 稚 魚 飼 育 放 流 試 験

昭 和 3 9 年 1 o 月 2 日 尻 別 事業場 に お い て 採 9 P 、 同 年 1  2 月 1 o 日 ふ 化

2 月 下 旬 に 浮 游 し た サ ク ラ マ ス 確 魚 を 八 要 寧 業 所へ 移 し ( 活 魚 輪 送 ) マ ス

用 べ レ ツ ト を 投 与 し て 飼 青 を 行 な い 次 の 如 き 結 果 を 得 た 。  ( 飼 育 尾 数 2 o,,

o o o 尾 )

各期における稚魚の成長度

月 別 平均 (管が 平均体重 月 別 平 均 体 重 備 考

( 4 0 )  4

5

8

1 0

1 2

( 4 1 )  2

4

a田
3 8 . 0

4 7 . 0

6 8 . 0

7 6 . 0

9 5 . 0

1 0 0 8

1 1 0 . 0

g r・

0 . 6

1 . 4

l 4 1

,。::
1 2 . 5

l 1 8 . 0

m m
1 3 4 . 0

1 4 0 ・ 0

1 4 5 . 0

1 5 0 . 0

1 5 5 . 0

1 6 0 . 0

g r
2 5 . 9

3 0 . 0

3 3 . 0

3 5 . 0

3 8 . 0

4 2 . 0

6

8

1 0

1 2

( 4 2 ) 2

4

l

5 月 2 7 日

1 部 放 流

4 1. 5 、 2  7 日 放 流 時 の 体 重 及 体 長 ( ii a、 )
残 留 魚  平 均  1 2  4. . .7' a%m 2 2. 2 9 「

放 流 魚  ″ 1 3 4 . 5  2 4 . 5
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こ れ ら の 飼 青 魚 は 何 れ も 暗 色 を 呈 し 、  6 月 頃 よ り 稍 々 急 速 な 成 長 が 認 め ら れ

8 月に は 平 均 6 8 . o aan 4 . 1 g  r を 示 し に、併 し 同 時 期 l こ 遊 楽 部 川 本 流 で 採 集

し た 河 川 辞 は 平 均 9 6 . 2m l 2 . 4 g r を 示 し 飼. ili.聲 は 着 し く 小 型 で あ った 。

昭 和 4 1 年 5 月 放 流 時 の 降 海 辞 は 平 均 1  3 4 . 5m 2 4 . 5 9  r を 示 し 最 大 一は 、

1 6 2 . 0 m 4 3 , 3 g  rにも達してぃる。

銀 毛 降 海 魚 は 3 月 中 に は 末 だ 始 ん ど 認 め ら れ ず 、  4 月に 入 つ て 消 々 多 数 に 出

現 し 、  5 月 末 放 流 期 に は 全 飼 青 魚 の 約 4 4 % の 銀 毛 魚 が 認 め ら れ た o

こ れ ら 銀 毛 変 態 魚 の 稍 々 少 な い 原 因 は 飼 青 魚 中一 定 の 大 き さ に 達 し な い 魚 体
が 稍 々 多 かっ た た め と 考 え ら れ 、  淡 水 生 活 2 年 で 降 海 す る も の が 稍 多 < 出 る と

考 え ら れ る 。

銀毛変態魚の能雄比は 1il 7 0 . 7 % 、  容 2 9 . 3 % を 示 し 魚 体 は 河 川 残 留 魚 に 比 べ

稍々大きい 。

区 分  平 均 体 長 ( F 、 .e ) 平均体重  変態割合

銀 毛 魚 1 3 4 . 5a 2 4 . 5 9 「  4 4 %

(1 1 1 . 0~1 6 2 . 0 )  ( 1 3.6 -- 3.3 )
残 留 魚 1 2 4 . 7  2 2 . 2  5 6 %

(91.C l̃ 5 2 . 0 )  (7 .7~4 0 . 6 )
こ 知 ら の 飼 育 魚 は 銀 毛 出 現 前 の 2 月̃ 3 月 中 l こ 全 数 標 識 手 術 を 行 な い 指 酸

及 右 腹 館 を 切除 し た、 5 月 下 旬 1 提 毛 に 変 態 し た も の 4,5 o o 尾 を?定 し そ の

中 4 , 0 5 5 尾 を ・遊 楽 部 川 河 口 上 流 4 杆 の 地 点 か ら 放 流 し た 。 ( 放 流 月 日 5 月 2 7ヨ)

領 毛 魚 放 流 後 の 飼 育 尾 数 は 次 の 通 り で あ っ た o

標識魚放流時飼青尾数

区 分 尾 数

残 留 魚 7. 2 0  0 尾
( 内 成 0ll 3 )  ( 6 0 . 0 尾 )

銀 毛 魚 5.6 0 0 尾
(i1'll放流) ( 4 . 5 0  0 )

放流迄 の 飼 育 経 過

飼 育 尾 数  1 9. 8 o o 尾

減 耗 7. o o o 尾
放 流 4. 5 0  0 尾

放流後飼青 11ll1数

残 留 魚 7. 2 0  0 尾
(v、i成1ta魚 3 )  ( 6 0  0 尾)
銀 毛 Jell. 1 , 1 0  0 尾

4 4 %

( 2  0 , 0  0 0 尾

ll1 発 死 3 , 0 4 2

( 放 流 4. 0 5 5

-1 4 8-

8 6 , 8 %

( 8 . 3 % )

1 3. 2 、'/tl

論 産 2  o. o 尾 発 死 )

標 本 1 , 0 5 0  不明 2. 9 0 8 )

発死 4 4 5 )

標式放流魚の再捕

l l 召 和 4 1 年( 1 9  6 6 )  5 月 2 7 日 遊 楽 部 川 河 口 上 流 約 4 料- の 位 置 よ り 放 流
し た 前 記 領 毛 標 識 魚 4. o 5 5 尾 の 中 の l 尾 が 釧 路 沿1単昆 布 森 沖 イ ワ i / 定 置總で

再 捕 さ れ 報 告 と 共に 魚 体 の 送 付 を 受 け た 。

再捕月日  昭 和 4  1 年 ( 1 9  6 6 )  6 月 1 4 日

再 捕 場 1';i 釧 路 沿 岸 昆 布 森
〟 漁具 ィ ワ シ 定 置 網

〟 魚体 !ll Z 2 o 5 . 0  °m ( 体 重 性 別 不 明 )

欠 損 部 位  a旨館及右腹始
こ の 標 本 は 放 流 後 ● 8 日 目 に 再 捕 さ れ た も の で、 こ の 魚 と 共に 放 流 魚 の 大 部

分 が 、 胆 振 、  日 高 、  沿 岸 を 軽 て 釧 路 沖 に 達 し た も の と 推 定 さ れ 、  そ の 魚 聲 は 昭

和 4 2 年 ( 1 9  6 7 ) 春 以 降電卵:購 と な って 放 流 河 川 の 沿 岸 に 回 帰 す る こ と が

期 待 さ れ る 。  ( 標 識 魚 の報告は釧路教青大の l 」 l 代 Ft よ り 受 l ナ た )

附 記  前 記 後 留 魚 は 引 続. き 八 雲 事 業 場 養 魚 池 で 飼 育 中 の 処 そ の 中 2. 5 o o 尾

は 昭 和 4  1 年 ( 1  9 6 6 )  1 2 月 2 日 、  千 歳 支 場 賽 魚 t也 へ輸 送 、 飼 青

中 で 水 温 そ の 他 の 条 件 の 異 な る 環 境 の 下 で 、  成 長 度 等 を 比 較 検 討 の 予

定 で あ る 。

2. - 親魚の生理生應調  登

0i:: 上 親 魚 の 有 効 Jl'l1 用、 :番養 技 術 の 改 書 を 日 的 と し て 、 前 年 に 引 き 続 き、 十 勝

川水系の海上 親 魚 、  書 養 魚 の 生 理 的 調 ・,置:、 生態調 置、 水 質 と の 関 係 等 に ついて

調 査 を 実 施 し た 。

( l1 水質の ;番 養 親 魚 に 及 ぼ す 影 善 につ? て

十 勝 川 千 代 田 ,蓄 養 池 は 十 勝 川 河 水 を 利 用 し た 番 i i 池 で あ る た め 、  河水の汚

潟 は そ の 成 績 に 大 き な 影 響 が あ る と 考 え ら れ る 。

本 年 は こ れ 等 水 質 の 影 響 を 調 奮 す る た め 千 代 田 審 養 池 上 流 部 と 下 流 部 に 生

費 を 設 置 し 夫 々 9 . 2 o 尾、 3 1 o 尾を収容 し 、  途 中 1 回 9 3 尾 、 1S 2 尾 を 分

拆 用 に 取 り 上 げ た 他 は 全 部 第 死 す る ま で 観 察 し た 。  こ れ と 同 様 方 法 で 十 勝 支

場 ふ 化 用 水 取 入 用ダ ム 上 流 部 に も 生 '資 を 設 置 し、 清 浄 用 水 と 対 比 し た 。
〇 十 游 川 並 に 千 代 田 審 養 池 の 水 質

十 1防川上流部には多数の搬粉工 '場,が あ り 更 に ビ ー ト 工 J場 も多量の廃水を

流 出 し て 居 る 。  そ の 結 果 水 わ た の 流 下 量 が 多 く 特 に 書 1 養 魚 に 春 を 与 え る と

見 ら れ て い る 。

し か し 本 年 は 馬 鈴 基 の 不 作 と 大 工 J場の廃水処理の改善が進み 、  水 質 は 前

年 に 比 し 着 し < 良 好 で あ つ た 。
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十 勝 川 の 水質の 変 化 を B. o、D.で 示 す と、 オ 1 表 の:通 り で 近 年 に 無 い 好 条

件 に あ った o

11l , 1 表  十 勝 川 水 質 年 変 化 ( B. o. Dl, )

年 次 千 代 田 大 津

昭 和 3 6 年

3 8 年

3 9 年

4 0 年

4 1 年

2 . 6  P P a

3 . 6

3 . 3

4 . 2

1. 1 5

1 . 8  P P m

2 . 2

3 . 2

3 0 .

2 . 2  9 ( 打 l ,' i )

般粉廃水の影響の中で目立つ も  の と し て 浮 .速;物 の 增 加 が あ る 。  千 代 田 蓄 養

池 の 浮 遊 物 を落養池の上、 下 流 部 で 比 較 す る と 、 方 2 表 の・a り で あ ' 、。
こ の 表 に よ れ ば、 前 年 及 び 斜 里 川 等 と 比 較 す る と 着 し く 少 な い が 、  蓄養1tl'

下 流 部 で は 上 流 部 , の 2 . 5 倍 に  J l青加して . 打 内:器養 池 よ り も 多 い 。  こ の こ と は 書 l

養 池 内 で は 流 速 の 低 下 に よ り 沈 降 が 起 り : 番 成 し 、 ;審 養 魚 に よ り 提 拌 さ れ て 增

加 す る も 1f、と 考 え ら れ る 。
うt, 2 表  審養池浮遊物量

千 代 田 審 養 1他(上 ) 千代田者養池0 打内書養池 ( 下 )

浮遊物沈般量

乾 操 重 量 ( A )

‘ll直熱損失量(B)

B / A X 1 0  0

2 8 c o / 1 0 0 e

1 . 1 4m・g/ 1 0 0 a

: 1 0 0 //

8. 7 1 %

7. 5 o c / 1 0  0 e

31ll27 mg/ 1 0  0 e1

3 5 2 "

1 a. 3 0% ・

3 . 3 o0/ 1 0  0 e

1. 3 5 0 / 1 0  0 e

1 2 8  ″

9 . 4 8%

② 試験書養 の結果

試 験 水 構 に 器 1 養 し た 結 果 は 十 勝 支 場 ふ 化 用 水 使 用 の 分 は 全 魚 成 戴 し た o

千 代 田 蓄 養 池 の 上 、  下 流 の 水 糟 の 書 養 結 果 は オ 3 表 の ,a り で あ る 。

- 1 1:l 0-

M区 分  統 日 10 11 12 13 14  15  1 6  17 18 19 2 0  2 1  22 23 2 4

上

流

ロ部

11l
未成 tll第死 1 1

l

成 熱 能  死 1 1 1. 5 6 2 1 6

前 期 発 死 . 0
3
成期9E 死 1 2 1 2 6

下

流

部

19
未 成 開 死 1 1 1 1 5

成 外 第 死  , 2 1 2 3 4

1 1

1 1 l 3

1 2

未成〇ll9死 . 2
6
成 ,戴 発 死 6

こ の 結 果 に よ れ ば 需 養 池 上 止 め の 上 流 部 に 設1Etし た 構 と 下 止 め の 上 流 部 に

設 置 し た 下 流 部 の 槽 で は

e) 下 流 部 で は 来 成 . 期 発 死 が 多 く 出 て い る 。
② 下 流 部 で は 第 死 魚 の 発 生 が 4  日以上早い 。

③ 下 流 部 の 方 が 上 流 部 よ り 成 期 境 死 魚 の 発 生 が 早 い こ と か ら 成 戴 度 の 進

行 が : 普 干 早 い と 考 え ら れ る 。

本 年 の 水 質 は 例 年 よ り 良 好 で あ り 、  蓄 ;養 魚 も 少 な < 溶 存 酸 素 量 は 水 温 1  oo

o で 、  上 流 部 は 飽 和 度 9 7 % ( 約 7 . 7 o c / L ) に 対 し 、 下 流 部 は 飽 和 度 、  9

0 % ( 約 7 . 1 o o / L )  と 若 千 低 下 し て 居 る と は 云 え. 魚 に , 態 影 響 を 与 え る 酸
素量ではない。

こ の こ と か ら 、 審 養 池 に 親 魚 を 収 容 す る と 従 来 考 え て い た 酸 素 の 減 少 あ る

い は 酸 素 量 か ら 来 る 制 約 以 外 に 書 1 養 魚 自 体 に よ る 用 水 の 汚 染 が 重 要 な 要 素 と し.

し て 働 い て く る も の と 考 え ら れ る 、

又書 l 養 池内では魚自体の排泄物 、  魚 相 互 の 関 係 ( ス ト レ ス の 問 題 ) 等 か ら 、

魚 の 生 活 の 面 で は 決 し て 良 い 条 件 で は 無 い に も か、わ ら ず 、  成 期 と い う 面 で 、
は そ れ に 刺 戟 さ れ て 成 . 熟 が 早 め ら れ る 傾 向 が あ る こ と は、., 前 年 度 の 結 果 と 併
せ て も 否 定 出 来 な い 。

l2) 審養現魚 の ェ ネ ル ギ 一代 謝 に ついて
親 1lll,. を 需 養 す る 場 合 そ の 策 境 条 件 が 視 魚 の エ ネ ル ギ 一代 謝 に 大 き な 影 響 を 与 ・ '

与 え 、  その生存期l1;1、 成 熟 機 構 と も 密 接 な 関 係 を 持 つ と 考 え ら れ る 。

こ の 試 験 で は ;書 養 構 l こ お け る 水 流 の 速 度 を コ ン ト ロ ー ル し て 、  一定 の運動

量を与え 、  そ の運動量の大小が生存期間 、 成 .熟 現 象 に ど の 様 な 影 響 を 与 え る
か を 調 ぺ た 。

し か し 本 年 は 後 述 の よ  う な 魚 病 が 発 生 し 鋼 査 目 的 を 十 分 達 成 出 来 な か つ た o

又 魚 体 成 分 の 分 拆 は 現 在 尚 実 施 中 で あ る が 現 在 ま で に 得 ら れ た 知 見 の 概 要
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を 述 ぺ る 。

(i) 連 動 ・量 と 生 存 期 間 の 関 係

十 勝 支 場 構 内 に 11l' 4 表 に 示 す 流 速 の 水 指 を 設 置 し. 十 勝 川 河 口 種 牛 か ら
親 魚 を 輸 送 し 収 容 し た 。

第 4 表

区 分 A 区 B 区 o 区

0 . 0  4 6

2 2

D 区

水 槽 内 流 違 a / S e c

発 死 率 %

0 . l  8

5 6

0. 0 9 2

3 3

0 . 0  1 8

4 4

こ れ に よ  る と 、  計:;al に よ  り 、  河川 を i斥 上 す る た め に 最 低 必 -要な運動量 と
し て 設 定 し た 。 流速 o. o 4 6 'a/S e o の 区 の 発死が最 も 少 な く 、 流 速 が . そ れ

よ り 大 き く て も 、 小 さ < て も 発 死 を 助 長 す る 傾 向 が あ る 。

② 運動量 と成 . 總 と の関係

魚病発生等の理由で、 書 養 日 数 2  o 日 目 に 全 魚 を 取 上 げ 調 査 し た 結 果 各

区の生存尾教並に成 . 熱 魚 数は オ 5 表 の 1,ia り で あ る 。
;オ'5表

区 分 A 区

1

1

B 区

2

1

0 :_g D t9_
生 残 尾 数

完 .期 尾 数
3 l 3

3 1 0

ま た ,  こ の 運 動 量 と 成 . 熟 の 関 係 に つ い て は . 卵 集 の 成 與 に と も な う ;P H の

変 化 を 予 備 的 に 部言l ぺ た と こ ろ、 来?魚 の 卵 巣 P i i が 流速を 強 く し た 水 槽 .の

魚 程 高 い 傾 向 を 示 し た こ と か ら 、  連 動 -登 の 違 い が 報 魚 の 成 熟 時 期 と 密 接 な
関 係 に あ る も の と 考 え ら れ る o 尚 卵 巣 の P  H は 10lr 上 開 始 時 に 6 . 4 8 ~ 6. 5

6 を 示 し. 完 期 卵 の P  H は 7 . 8 8、, 7 . 9  7 を 示 し た 。
③ そ の 他

上記各供試魚 に つ い て 、 運 動 量 と S P 巣 の 成 鐵 に と も な う 卵 硬 度 と の 関 係 に

つ い て も 予 備 調 査 を 実 施 し た の で 体 成 分 の 分 拆 結 果 と 併 せ て 検 討 中 で あ る 。

l31 書 養 魚 に 発 生 し た 病 気に ついて

先 に ・illllぺ た 様 に 試 験 魚 並 に一 般 審 養 魚 に 病 気 が 発 生 し -ll 9しい場合発死角、の
7 0 % が こ の 病 気 に よ る院 -;'liと 判面 され た 。 こ の 病 気 は 一般 に?ia病 と 称 さ
れ て い る 魚 病 と ・判 定 出 来 る が 、  今 回 調 査 し た 結 果 は 次 の 通 り で あ る o

審 養 魚 に 発 生 し た 病 気 につい て

本 年 の 十 勝 川 水 系 の 水 質 は 例 年 に 比 し 着 し く  良 好 で あ り 、  又捕獲尾数が少

な い た め 蓄 養 尾 数 も そ れ に 伴 つ て 少 ・ な く 、 番変 条 件 は 各 種 改 普 の 結 果 も 併 せ
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て 、  着 し く 好 条 件 に あ っ た 。 し か る に 1  o 月 5 日 頃 か ら 千 代 田 、  打 内 両 需 養

池 で 急 激 l こ 発 死 が 増 加 し て 来 た 。

1 0 月 1  2 日 打 内、 1 0 月  1 3 日 千 代 田 の 発 死 魚 を 調 ;置 し た 結 果 3 0 ̃ 5

o %が 病 気 に よ る 斃 死 と 見 ら れ た 。

症 状 は 昭 和 2 3 年̃ 2 8 年 に か l ナ て 全 道 各 地に 発 生 し た 病 気 と 全 く 同一の
症状 で あ った 。

こ の 病 気 は 千 代 田 及 び 十 勝 支 場 ヌ ツ プ ク マ ツ プ 川 使 用 の 審 養 試 験 魚 の 中 に

も 発 見 さ れ た こ と か ら、 札 内 事 業 場 メ ム 川 で 行 な って い る 蓄 養 魚 に も 出 て い

る こ と が 予 測 さ れ た。

1 o 月 1  9 日 札 内 、  1 o 月 2 1 日 千 代 開 、  打 内 の 各 審 養 池 の 発 死 魚 を 調 置

し た 結 果 は 次 の ,患 り で あ る 。

場 所
発 死 魚 病 魚 疑がわしいもの 不 明 魚 病魚出現率%

な 1i 計 3 1 字 l 計 6 1i 計 6 9,相1e完部1、1 計 6十 9 計
札 内 1 3 2 2 3 5 0 1 2 1 2 0 l 4 4 1 3 1 2 1 6 45.ア 7 2 . 7

千代田 4 3 3 3 7 0 l 1 2 1 1 2 0 l 3 3 4 9 9 2 2 4 0 . 5 4 5 . 4

病 魚 出 現 感 は 疑 わ し い も の を 合 む。

打 内 の 病 魚 出 現 率 は 丁 度 增 水 後 で 下 止 め が 僅 か に 出 現 し た 段 階 で 、  そ の た

め 衰 弱  魚 の 中 か ら 病 魚 を 選 出 調 査 し た の で そ の 率 、は 明 ら か で な い が 、  十勝

支易iで 前 回 調 査 し た結 果 で は 4 o % 以 上 と 云 う こ と で あ る 。

打内 は今回 の 增水 で 病魚 、  そ の 他 衰 弱 魚 は 冠 水 中 に 始 ん ど 下 流 に 押 し 流 さ

れ た 様 で あ る が 、  現 在 尚 斃 死 魚 の 3 0 ̃ 4 0 % 位 が 病 魚 と 推 測 さ れ る o
l リ  病 魚 の 症 状

病魚の症 状 は 試 報  ( 8 巻 1. 2 ・号)  と 全 < 同 様 で あ る o  外 部 的 1lli11 状の明ら

か で な い も の で は 発 死 直 前 に 狂 つ た 様 l こ 急 激 に 泳 い で そ の ま ま 池 底 に 沈 下

す る 動 作 を 数 回 線 返 し て か ら 範 死 す る も の が 目 立 つ た o

又 胸 鐘 基 部 が 犯 さ れ て い る も の が 多 < 目 立 ち、 この場合は患部が心臓、管

1l1ll に近 く 内 震 が 影 響 を ;i : l ナ 易いためか、 外 観 的 に 着 し い 変 化 が 無 い 場 合 で

も jt 死 す る も の の 様 で あ る 。
内 1 蔵 諾器官の組截的な検討は現在実施中であ る が  ( 道 調 査 課 采 倉 技 術 に

依 頼 ) 腎 廣 、 肝 横 の 組 織 が一部 異 常 を 呈 し て い る o
② 病 原 菌

こ の 病 気 は 症 状 か ら 見 て 明 ら か に 細 菌 に よ る も の で あ り 、  患部及び '胃' 購
等 か ら 直 接 出 を 検 鏡 す る こ と が 出 来 た 。 又 器 官 及 び 患 部 か ら 細 菌 を 培 養 し

た 結 果、 各 部 か ら 菌 が 出 た が 特 に l9' 成 か ら は 殆 ん ど 純 神 な 状 題 で 菌 が 分 離
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さ れ た 。

分 離 富 に つ い て は 現 在 検 討 中 で あ る が 、  培 養 3 、一 4 日 目 位 か ら .船色々素を

産 生 し 、  菌 の 形 態 か ら も 始 ん ど 同 様 の 菌 と 考 え ら れ る。

③ 発生経路

こ の 病 気 は か な り 強 い 伝 染 性 を 持 つ と 考 え ら れ る。 そ の 経 路 に っいては
明 ら か で な い が 二 つ の 場 合 が 考 え ら れ る 。

11f' l に は 病 原 菌 を 海 洋 か ら 持 ち 込 ん だ 場 合

か 2 は 河 川 に 入 つ て か ら 感 染 し た 場 合

うi ' 1 の 海 洋 か ら 持 ち 込 む と い う可能性は若千低い が 、  比較的環境条件の良

い大正、  札 内 で も 病 気 が 発 生 し て い る こ と. 及 び 帯 広 市 内 で 観 光 用 に 湧 水 で
8 親 魚 を 飼 育 し た も の に も 病 魚 が 発 生 し て い る 等 か ら 海 洋 或 る い は 沿 岸 か ら

持 ち 込 ん だ と 考 え ら れ る 面 も あ る が ,  又 河 川 に 入 る と 同 時 に 感 染 し た と い う

可能性 も 多 分 に 持 つ て い る 。

11t' 2 に 河 川 に 入 つ て か ら 感 染 し た と い う 可 能 性 は か な り 強 い。 さ l ナ につい

て の 、  こ の 病 気 は こ 、 l 0 年 間 位 見 ら れ て い な い 。 似 た よ う な 症 状 の 病 魚 は
ま れ に 発 生 す る が 、  同 様 な 菌 は 分 離 さ れ な か つ た 。 ( 昭 和 3  5 、  ,s 年頃実施 )

し か る に 本 年 9 月 千 才 支 場 で 飼 育 中 の さ け 稚 魚  ( 約 1  o m ) に 同 様 の 病 魚 及

び 菌 が 認 め ら れ た 。 ( 道 調 査 課 栗 合 技 官 ) 、  現 在 同 菌 も 比 較 検 討 中 で あ る が 、

始 ん ど 同一 系 統 の 菌 と 考 え ら れ る 。

一般 に こ れ .ら 病 原 菌 は 平 常 各 所 に 存 在 す る が そ の 病 気 が 発 生 す る た め に は
各 種 の 条 件 が そ ろ う こ と に よ っ て 爆 発 的 に 発 生 す る も の で 、  本年の特異 な気

象条件、  特 に 温 度 の 変 化 等 を 併 せ 考 え る と 、  内 水 面 に 於 け る 感 染 の 可 能 性 は

か な り 強 い も の と な る 。

但 し、 さ け に つ い て は 現 在 十 勝 川 水 系 o「、i'-; の 報 告 し か な い の で 、  その他の
地 方 の 条 件 も 併 せ て 今 後 更 に 検 討 を 要 す る 。

④ 水 質

本 年 の 十 勝 川 は 1  o 月 中 旬 ま で は 着 し い 增 水 が な か つ た に か か わ ら ず 水

質 条 件 は 例 年 に 比 し 者 し く 良 く 、  特 に . 分 拆 の 結 果 は 別 表 の 通 り で あ る

⑥ ま -  と め .

調 査 結 果 の 詳 細 は 現 在 検 討 中 で あ る が 、  昭 和 2 5 年 を 中 心 と し て 道 南 を

除 く 全 道 各 地 に 発 生 し た 状 況 か ら 見 る と 、  正確 な資科は無いが 、  昭 和 2 9

年 頃 か ら 発 生 が 次 第 に 認 め ら れ な く なった。  こ の 場 合 は 特 別 な 対 策 を 行 な

つ た も の で は な い が、 発 生 が 認 め ら れ た 数 年 間 に は 各 種 の 気 象 条 件 の 年 が

あった の で 気 象 条 1l 1 だ け が 発 生 の 原 因 と は 勿 論 考 え ら れ な い 。

し か し一度 着 し い 発 生 が あ る と 教 年 間 続 い て 発 生 す る 可 能 性 は も っている。

-1 5 4-

従 つ て 病 気 発 生 を 抑 制 す る た め の 対 策 を 行 な う 必 要 が あ る 。

病 原 菌 に 対 し 有 効 な 薬 品 は 、  ク ロ マ イ - テ ラ マ イ i / ン、 カ ナ マ イ シ ン 等

でサ ルフ ア 剤は有効で な .い 。 こ れ ' .、薬 品 を 事 業 的 に 使 用 す る 場 合 、  直 ち に
各 種 の 障 害 が 出 来 る 害 で あ る か ら そ の 使 用 或 い は 防 除 に つ い て 検 討 す る 必

要 が あ る 。  '

3. サ グ 、  マ ス 稚 魚 の 生 理 生 態 調 査

前 年 度 ( 4 0 年 度 ) に 引 継 い て 実 施 し た サ ケ マ ス 稚 魚 の 生 理 並 び に 生 態 に

っい て の 実 験 、  調 査 結 果 の 概 要 は 次 の 通 り で あ る 。  .

l11 サ ケ 稚 魚 の 生 理 に 関 す る 研 究

サ ケ 稚 魚 の 海 水 移 行 時 の 海 水 に 対 す る 妊 流 性 の 強 弱 は そ の 授 飼 、 飼 料 に

大 き く 影 響 さ れ る こ と が 明 ら か に さ れ た。特 に 不 適 当 な 飼 料 を 給 飼 し た 場

合 、  海 水 に 対 す る 抵 抗 性 が 弱 ま り 、  斃 死 す る と い う 現 象 が 生 ず る 危 険 性 の

あ る こ と が 知 ら れ た。 但 し ,  ビ タ ミ ン 合 有 量 の 高 い 飼 料 を 与 え た 場 合 、  そ

の 様 な 現 象 は 生 じ な い 。  'l11l1 っ て こσ、成 因 は 単 な る 生 長 に 伴 う生理機構の変
化 に よ る も の で は な く ,  不 適 当 な 飼 科 の 摂 飼 に 起 因 し 、  内 臓 器 官 ( 胃 臓 )

の 変 化 、  排操機構及び漫透圧調節機能の変調 と 発展 し 、 ・ つ い に は 海 水 適 応

の 弱 化. 或 る い は 淡 水 生 活 も 出 来 な い 生 理 状 態 と な っ て 能 死 す る も の と 考
え ら れ る 。

(21 汚 染 水 に 対 す る サ ケ 稚 魚 の 行 動 の 実 験

水質 t号染 の 判定 の 手掛 り の一つ と さ れ て い る P  H の 変 化 に 対 す る サ ケ 稚
魚 の 行 動 は ど の 株 で あ .る か 明 ら か に す る た め H 2 S  0‘ ( 硫 酸 )  と N a  0 H
( 苛 性 ソ ー ダ )  を 用 い て 実 験 を 行 な った 。 その結果. l 整 性 に対 し て は P  H
5 5 附 近 で 稚 魚 の 群 の 分 解 が 生 じ 、  P H の 低 下 に 伴 つ て 活種に 降 下 回 避 す

る 。 ァ ル カ 11 性 lー 対 し て は P  H を 最 高 8 . 8 ま で 変 化 さ せ た が 、  そ の範囲で

は 稚 魚 の 辞 の 分 解 が 生 じ な < 、  影 響 が 現 わ れ る の は 9 ・ o 以 上 と 推 測 さ れ た°

l3) 力 ラ フ ト マ ス 稚 魚 の 生 態 調 査

昭 和 4 0 年 1  o 月岩尾別川で天然産 .9fl さ せ た 稚 魚 の 出 現 、  降 海 時 期 は 4

月 2 1 日 を 最 初 と し 5 月 上 旬 ( 4 月 3 0 ̃ 5 月 7 日 ) の 雪 融 時 を 最 確 期 と
し て 、  5 月 3 1 日 ま で 降 海 が 認 め ら れ た 。  カラフ トマスの産 」卵は河水の漫透

水 で 発 育 す る た め 降 海 期 が 場 水 管 理 推 魚 よ り 遲 れ る こ と が 当 然 で あ る が 、

西 別 川 ( 小 林 、  原 田 、  1 9  6 6 )  と 同 様 な 結 果 が 得 ら れ た こ と は カ ラ フ ト

マ ス の 放 流 管 理 の 再 検 討 の 必 要 が 知 ら さ れ る o

遊 楽 部 川 で の カ ラ フ ト マ ス の 資 源 造 成 の た め 岸 尾 別 川 よ り 発 眼 卵 1  o o

万 粒 を 移 殖 し た o
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力 ラ フ ト マ ス の」i- 化 管 理 方 法 を 確 立 す る た め 移 殖 卵 を 携 水、 河 水 管 理 に
分 け 、  夫 々 a日 ノ ウ 吸 収 後 放 流 し た 。 な お 放 流 時 放 流 稚 魚 の一 部 に 標 識 を
附 し て最流 し た 。 標 識 は 携 水 群 は 脂題と 左 胸 鐵、河 水 群 は 脂 'Eiと 右?e書
の組合せで行 なつ た 。  採 .9P放流時期、 放 流 数 は 下 表 の 通 り で あ る 。

湧 水 群  河 水 聲

揉 卵 月 日 4 0 .  ・;1. 2 5̃ :t 0. 4 4 0 . 9 . 2 5̃ 1 0 . 4

ふ 出 月 日 4 0 . 1 2 . 1 0̃ 1 2 . 1 8 4 0 . 1 2 . 7 、4 1 . 1. 5

放 流 月 日 4 1 .  3 . 1 8̃ 3 . 2 7  4 1 . 4 . 2 6̃ . _ 4 . 3 0
標 識 尾 数 1 5 9 . 9 0 0  1 -5 2 . 4 0  0
未 標 識 尾 数  1 5 8. 8 0  0 1 9 1 . 0 . 0  0

計 3 1 8 . 7 0  0 3 4 3 . 4 0  0

放 流 後 の 稚 魚 の 移 動 は 急 速 で 河 口 ま で ( 2  o km ) ま で 1 - 2 屋 無' 主
聲 が 通 過 す る こ と が 明 ら か に さ れ た 。 従 つ て 河 川 内 で の 生 長 は 全 < 変 化

が 認 め ら れ な か つ た 。  ま た沿岸 域 で の 採 集 ( 5 月̃ 6 月 )  結 果 か ら サ ケ
稚 魚 と 相違 し て 、ia 岸 域 で の 請 留 は 短 い も の と 推 察 さ .l◆た 。 ま た、 力 ラ フ

ト マ ス の 淡 水 で の 生 活 は 能i科及び摂飼条件が良 tl9:な 場 合 、 サ ケ と 同 様 充

分 生 長 す る こ と が 実 験 的 に 確 め ら れ た。

(4 ) 網走川 の生態調査

1 9 6 4 年̃ 6 6 年 の 調 査 結 果 、  網 走 湖 に お け る 生 物 生 産 の 高 ま る の

は 解 水 後 の 雪 融 水 の 影 響 が な く な った 5 月 上 旬 以 峰 で あ る 。 湖 内 の 稚 魚

の 生 物 生 産 の 高 ま る 5 月 中 旬 以 烽 に 急 激 と な り 、  摂館f 量 と 密 接 な 関 係 が

明 ら か に さ れ た 。 し か し 湖 内への 放 流 稚 魚 ( 2 月 下 旬̃ 4 月 ) は 雪 融 の
增 水 期 に 多 量 路 海 す る こ と が 明 ら か に な り 、  生長量 、  摂能i 量 が 極 め て 小

さ い 。 融 雪 時 に 峰 海 す る 稚 魚 藝 と 湖 内 で 良 好 な 生 長 を 遂 l f て 降 海 す る 稚

魚 聲 と の 漁 業 資 源へ ,f、貢 献 度 合 に つ い て は 今 後 の 研 究 結 果 に 侯 た な l ナ れ
ば な ら な い が 、  も し 淡 水 生 活 期 に 良 等 な 生 長 を 遂 l f る こ と が. その後の
生 残 り 、  回 帰 に 大 き く 貢 献 す る も の で あ る な ら ば 、  確 魚 の 放 流 時 期 は 湖

の 生 物 生 産 の 高 ま る 時 期 が 望 ま し い こ と に な る 。

ま た 、  稚 魚 の 湖 内 漁 業へ の 混 獲 防 止 の た め に 実 裁 し た進断 網  ( 呼 人 湾

口 )  は 氷 下 漁 業 の 面 に は 種 め て 有 効 で あ る が 解 氷 後 は そ の 効 果 が 少 な い

こ と が 知 ら れ 他 の 適 当 な 施 策 が 望 ま れ る っ

(5 ) 釧 路 沿 岸 域 に お l ナ るサ ケ 稚 魚 生 態 調 査

前 年 度  ( 4  o 年 度 )  に 引 続 い て 稚 魚 の 生 態 並 び に 生 育 環 .l l重条件の調査

を 行 な った 。 調登区 域 は 釧 路 川 河 口 と 画 寒 川 河 口 の 商、 沖 合 3 , o o o m

( 水深 1 5 ̃ 1 6 m・ ) の 区 域 に 調 査 定 点 1  o ケ 点 を 設 け て サ ケ 稚 魚 の 標
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本採集 、  飼 科 生 物 水 質 に ついて  6 月 下 旬 、  7 月中旬の  2 回 調 査 を 行 な っ

た o  稚 魚 採 集 は ア イ サ ツ ク キ ツ ド 型 11l1l 航網、 シ ラ ウ オ 、 ワカ サ ギ 刺 網 を

用 い た が 不 適 合 の た め 稚 魚 は 採 集 出 来 な か つ た 。

水 'a は動l路川、 別途前 か ら 汚 染 水 の 影 響 を 受 け 沿 岸 よ り  ( 1 . o o o -
前 後 ) の 表1書水のo  0 D は 3  7 . 9 ̃ 8 . 9 P P m と 汚 染 度 合 が 高 い が . 深
度 1 m 以 下 は 沖 合 水 と 同 様 o  o o 5 P P m 以 下 の 値 を,f, し た 。  こ の こ と は
飼 科 生 物 相 に も 影 響 し 沿 岸 部 の 深 度 1  a 以 下 は 沖 合 部 と 類 似 し た 状 態 を

も っ て い る こ と が 明 ら か に さ れ た 。

4. 回 帰 親 魚 の 資 源 調 査

(11 漁獲物組成調査

( ! )  来游量 につい て  ( 1  9 6 6 年 度 )

北 海 道 の ア キ サ ケ の 来 游 量 は 1  9 6 3  ( 昭 3 8 )  年 以 降 多 < な り 、  1

9 6 5  ( 昭 4 0 ) 年 は か つ て な い 豊 漁 で あ っ た 。. そ し て 本 年 度 は 3 6 0

万 尾 の 来 游 が あ り 昨 年 度 の 7 6 %で は あ った が 1 9 6 3 年 度 並 み の 好 漁

で あ った 。 ま た 、  海 区 毎 に は 量 的 な 等 は あ る が 各 海 区 と も 例 年 を 若 干 上

1理 る 程 度 の 来 海i状態で あ っ た, 各海区毎の来游状況 iま 次 の 通 り で あ る 。
lA、1 日 本 海 区 

この,組 i11iに 来 游 す る 角、 群 は 主 と し て 石特 川、 -l;、.塩 川 の 画 帰 と 目 さ れ
る が、 今年度は石狩 ; 1 l の 1  9 6 2 年 級9iの 4 年 魚 が 比 較 的 多 く 来 游 し

た た め 5 3 . o l11 0 尾 と 昨 年 ・度 の 1 . 5 倍 で あ っ た。

し か し 、  他 の 海 区 に 比 較 し て 量 的 に は極め て少い 。

(B) ォ ホ ツ ツ ク 海 区

こ の 海 区 は 例 年 1  0 o 万 尾以上の来游がみ られ 、  他 海 区 に 比 し 非 常

に 多 く 最 高 は 1 9 6 3 年 度 の 1  8 8 万 尾 で あ る 。 昨 年 度 は 1  i 0 万 ・ 尾

と こ の 海 区 と し て は 不 振 で あ っ た が 今 年 は 1  5 0 万 尾 の 来 游 が あ り 、

例 年 ( 1 3  o 万尾 )  ょ り 'l 9- 漁 で あ っ た 。 特 に 、 昨年度不漁だ った 網 走
沿 岸 域 が 多 か つ た 。 こ れ は 網 走 川 産 の 1 9 6 3 年 級 辞 が 3 年 魚 と し て

大 量 に 回 帰 し た た め と 考 え ら れ る 。

(o) 根 室 海 区

こ の 海 区 は 8 o 万 尾 の来游がみ られた 。  こ の 来 游 量 は 昨 年 度 ( 昭 4

o )  の 1  3 7 万 尾 に は 及 ば な い が 最 近 で は 、  こ れ に 次 く' も の で あ り 好

漁 で あっ た 。 そ し て 、  雄日、 標 津 方 面 で 、  そ の 6 o %以上 を漁獲 し て

い る o

(D) ェ リ モ 以 東 海 区
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こ の 海 区 は l 9 6 3 年 度 以 降 着 し く 来 游 量 が 增 加 し て お り 、  1 9 6 3

年 度 に は 2  oo0 万 尾 と 1 海 区 と し て は 最 も 多 か つ た 。  こ れ は 1 9  6 1

年 般 群 の 資 源 量 が 非 常 に 大 き か つ た た め と 考 え ら れ る 。

本 年 度 は 1 9 6 1 年 級 群 の 5 年 魚 と 1 9 6 3 年 級 群 の 3 年 魚 が 主 辞

と な り 1  0 0 万 尾 の 来 游 を み た 。  こ れ は l 9  6 5 年 度 の 5 o % に 相 当

す る が こ の 海 区 と し て は 好 漁 で あ る 。 し か し な が ら こ の 好 漁 は こ の 海

区 全 域 に 亘 る 平 均 化 さ れ た も の で は な < . 白様以東沿岸は不漁であ っ
た。 こ の よ う な 現 象 は、 こ の 海 区 に 来 游 す る 漁 特 は 主 と し て 十 勝 川 の 再

生 産 資 源 で あ り 、  こ の 魚 辞 は 例 年 な ら ば 浜 中 、  民 布 森 沿 岸 に 接 岸 し 、

沿 岸 添 い に 西 え 回 游 し 間 引 き さ れっ 、母 川 の 十 勝 川 に '減 上 す る が 本 年
は 釧 路 以 東 沿 岸 域 に は 接 岸 せ ず 沖 合 域 を 通 過 し て 真 直 く- 母 川 ( 十 勝 川 )
え 回 帰 し た た め と 考 え ら れ る 。

こ の た め 十 勝 川 沿 岸 は 豊 漁 に 意 ま れ た が 白 線 以 東 の 定 置 網 6  o ケ統

は 不 漁 に 見 舞 わ れ た 。  こ の こ と は さ け 定 置 細 漁 業 は 近 く に 大 き な 再 生 i

産 河 川 を も た な い 場 合 に は 極 め て 不 安 定 な 漁 業 と な る 危 険 性 の あ る こ

と を 示 す も の と 考 え ら れ る 。

(E) ェ リ モ 以 西 海 区

こ の 癌 区 は 本 年 3 o 万 尾 と 略 々 例 年 並 み の 来 游 が み ら れ た 。

し か し 地 域 毎 に は 相 異 が み ら れ .  日 高 沿 岸 は 好 漁 で あ った が 項 火 湾

は不漁で あ った。

② ( ) 年  令 組 成

本 年 は 例 年 -,重 l り 1  6 ケ 川 に お い て 魚 体 測 定 調 登 を 行 な い 年 令 組 成 を 調
査 し た。 主 た る 6 ケ 川 の 年 令 組 成 は 次 の 通 り で あ る 。

年 令 %
海 区 名 河 川 名

2 3 4 5 6
標本数

日 本 海 11K

オホーツク海区

根 室 海 区

エリモ以東海区

' 以西海区

・

石特1 l 1

網 走 川

西 別 川

十1f時' 川

静 内 川

遊楽部川

6 . 2

4. 3

0. 1

7 . 7

3. 1

3 8 . 5

7 6 , 8

4 1. 7

3 8、 9

3 7 、 9

2 0 , 3

4 7. 3 、

1 7. 4

5 2. 2

2 9 , 9

4 a 7

6 0. 9

8. 0

1. 5

6. 0

3 1. 2

1 1 , 7

1 5. 7

5 9 8

5 8 2

5 8 8

5 3 8

3 7 5

6 1  2

l2) 標識放流試験の再捕調査

(.!1) 推魚の放流
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1 9 6 3年度に紐定に:;l,,・いて1、5 7 9万尾の瑞l角が放流された。 その大部分は網走川溯上
親魚辞より生産されたものであるが、その約1 o % 強 の 1 8 o万尾は十勝川産の移離魚で

ある 。そして. そのうち網走川産と十職川産の稚魚に夫々3 o万尾づ ?異つた標識を付し放
流 した。

稚 角 放 流 数
標 識 部 位 、 備 考放 流 月  日

未標識角 標 識 魚 計

1 9 6 4  2 , 2 2̃ 3.7 1.8 0 9. 5 0  0 3 0  0 , 3 0 0 2.1 0 ' l l 8 0 0 脂びれ 左腹びれ 十勝川産
4.1 ̃ 422 1 3l, 3 7 6 , 9 0  0 3 0 2 , 2 0 0 1 1 6 1 9, 1 0  0 ″ 両腹びれ 網走川産

計 1 5.1 8 6 , 4 0  0 6 0 2.5 0 0 15.7 8 8 , 9 0  0

② 標識角の再捕

上記放流の程業識推角群は本年度3年角として次の通り回帰した。

場 所
務月li.常
呂 地 区

網 走

1̃ 3

網 走

4̃ 11
網走川

網 走

1 2- 18 小清水1̃ 9 斜 里1̃ 6 斜里(ウト ロ )7̃ 2 7 計
再捕尾数 1 5 3 2 3 0 7 1 9 7 4 9 4 2 6 6 4 4 6 1 6 1.9 7 1

1 5

( 0 . 8 % )
、_ , 一

1. 2 9 6 (  6 5 . 7 % )
・ 、  _ 1
6 6 0 ( 3 3 . 5 l , )

・ 、: ' l

1. 9 7 1

註 : 場所i蘭の数字は定置番号

上表にみられるように網走川放流の標識角と目されるものは母川のある網走水系が最も多

く 1. 2 9 6 尾 で 全 体 の 6 5 . 7 % を 占 め、同水系内でも網走川を中心として東側 1に多く西側は

比被的少ない。 次 い で 斜 里 、 ウ ト ロ 沿 岸 で は 6 6 0 尾 ( 3 3 . 5 %, )再捕され、演別、常昌沿

岸では 1liaか 1 5 尾 ( 0 . 8 clb ) の報告よりなかつf l :。そして母川でぁる網走川では 1 9 7 尾の
再補があり母川回帰の非常に強いことを示している。

まァこ、時期的な再捕状況についてはウトロ沿岸域力i最も早く、次いで斜里、小清水、網走

沿岸とな り、 網走川が最も遅い。そして、その盛期に、 2 0 日̃ 3 o 日 のつれがみられ ,i:,。

このことは網走川で再生産された角戦はウトロ、斜里方面より回游し、それらの沿岸域で漁

獲されつ 、:・西え移動し、母川に回1用1することを示すものであり、また、湖別、常昌方面には

あま り回游しないことが推察される。

なお、、 網走川産のものと十勝川より移殖したものの回端状確の比較については十勝川産の

ものが 4年魚として多く回帰す .,l:) ことも考えられるので今年度だけのデー .タでは不十分であ

り来年度の結果をも含めて検言'llする必要がぁる。 

(3) 釧路沿岸に◆けるアキサケの標識放流試験

1 リモ以東沿岸域に来lfliす るアキサケ魚鮮は昨年度行なつた標識放流試験結果から沿岸添い

に東より西え回游し、主として十勝川、 1all路川に産卵のf l:め溯上することが確認された。そし
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て、 前期のものは主と して十勝川産、 後期のものは主として釧路川産の回帰角と目された。

今年は割路川河口域に来游する魚辞の回構態を知るために昨年度に引さ続き標識放流試験

を行なつた o

① 放流点と標識放流尾数

o 放 流 点  : 最も新釧路川に近いところをA放流点、阿寒川沖合域をB点として放
流し1て_。

o 放流尾数 : A点にお?い て 1 0 、尾、 B点にぉ'い て 8 2 尾  合 計 1 8 3 尾 であ4 o
② 再捕結果

放流教 1 8 3 尾 の 6 4 . 5°tに 当 る 1 1 8 尾 が 再iliiさ れ た。 そ し て 1 1 8 尾 の再捕の う ら

111ll路沿岸、 1可川にぉいて l ◆ 7 8尾再捕され、再補数の 6 7 %と最も多かつた・o次いで白観

沿 岸 が 2 7 尾 ( 2 2 . 9 % ) 、?ll路の東側から良布森沿岸域では8尾 ( 6- 8 % ) 、 十1輸方面
で は 僅 か 1 尾 ( 0 . 8 % ) で あ った o

以上の結果から、 1111際沿岸域に来游する魚造1tの大部分はS川路川に湖上す?角i lltと判断一され?。

そして、 それら無?解の一部は白糠、昆 ,lfi森万面へと移動するこ とが知られた。 ま た、白糠方
面に移動する:S3、gj??は茶路川以東水域で再捕されてt' り、白糠沿岸域の漁獲から考えても
この降は主としてll1l 降川産の回流と考えられ ,,i)。 このことから本年度、  釧路以東水1或は昨
年 度 の 3 0̃ 5 0 %と不漁に見舞われたのは、十勝川産の回帰角が接岸しなかつた こ と ば か

りではなく、劃路川の再生産資源が少なかつたことが最大の原因と思われる。

5. サケ・マス交配種作成放流試験

サケ と カ ラフ トマス交配角 ( / )外部及び内部形質、 ,期. lヒに伴う第2次性徴の'変化過程、鱗の生

長線形成、年令の表現願向並びに沿岸来游状況、河川湖上範、1i1などを確め ,i:)ため 、  1 9 6 5 年
度はサ'rls.) x 力ラ フ トマス(?)- 6 2. 0 0 0 尾、力ラ フ トマス?) Xサグ('o、一 2 a 3 0  0 0尾を
1. g 6 6年3月下旬幌内事業場養角地F流水路に放流し 7t。両組合せ科tl角を識別するため l (一、

サケe), ｫ力ラ.7、トマスe1は脂びれ、右腹びれ、またカラフトマス( l ll1xサケ(1S1にはj旨びれ、両腹
びれを切断して標識し 7こ。

1. 9 6 6'増度は湧別構場でサケl章i x カラフトマス l 3組合せ交配だけを8 2 ・ 6 0  0粒作成、
一方・曉内川では同河川に溯上してさた交配成角雌雄による2代交配実験として11・6 o 0粒を

作成、解化稚角に投解、現在飼青中である。これら稚角1にはそれぞれ別の標識をつけ4与中に

河川放流する予定でぁる。湧別川交配卵の薄化率は75 . 1 9 °hで比較的患かつたのに反し、幌

内川の2代交配は約4 0 'bで、前年度に較べかなりょぃ成積を示した。

交配種成角の河川捕獲期間は前年i1更までと大差な く 、 8月F旬̃ 1 o 月中旬t出で、河川1llll上

範囲が北は徳志別川で初めて確認された外は前年までと同様放流河川の幌内川に集中する傾向

が見られた。 1 , 9 6 6年にはオホーツク海沿岸力ラフトマス漁が非常に慧かつたf i lめか、沿岸

定置で8月初旬̃ 9月中旬にかけ交配魚乗細がかなり目立つた と の こ と でぁつた (沿岸漁業者

談 ) 。鴨内川に ,期上L.た尾故は雌 2 1 尾. 雄2 3尾 、計 4 4尾で、再蒲角の殆'んど力1標識され
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て い た (  ひれが再生しているもので明らかに確認できたものを含む ) 。 年令は大部分冬期帯1

本をもつ2年角で、指びれ、右腹びれ標識角故にサケ(1el x 力ラフトマスl01組合せ交配成角である
ことが確認された。

6. サケ ・ マス類の形態学的調査

サケ種内にi,・ける種族を識別する形1i算形質を見出して河川相互間及び同一水系に溯上して来る
漁期によつて角群構成が相違するかどぅかを確かめるfl :め'. 道内諸河川中より代表教河川を選定、
各補獲期を前 ・後期に2分し、採卵・採精後の角1体から内部形質,f)1つ出門垂を選び、前期、後

期によりどれ位の変異の巾が存在し、それが種族判別因子としてどの程度役立て得4かを検討、

調査中であ4が 1. 966年度:盛定f l可川別の平均画門垂数を下表に示す。

x 千 オ 音 江 天 塩 網 走 十 勝 根室 1 4 線 遊楽部 標本数

1 8 4-1iil 期 1 3 3 . 4 6 1 5 2 . 1 0 1 5 8. 7 5 l 1 4 5,6 0 1 4 3 . 4 2

後 1lla 1 6 3 . 4 3 1 5 8 . 7 0 1 5 5 . 9 0 1 1 5 8 . 2 4 1 4 4 . 9 3 1 4 6 . 6 1 1 5 3 . 1 4 l 3 5 9

上表よ り石狩川支流千歳川前期は数が少なく 、 後期は数が多いこ と、  石狩川本流音江が中間値

にあることは、先に久保,小林が両河川捕獲魚の背推骨調査より別許であると推論して如く、田

門 -雖-の様な内部形質からも襲付けられるものでないかと思うo  . ,

7. べニサケに関する調査

陸封型ヒメマスを河川放流し、降海型べニサクを、回帰させる可商e性を実証するためには、 現在ま
で我国では降海型べニサケが再生産されていないので、 それら河川降 -l:移動までの湖重生物学的
基礎資料が欠けている。 それ故1., 支笏湖産ヒメマスを西別川に移lllli1ケ年間虹別ふ1化場に於いて
稚魚を池飼いした機会に毎1i定期標取した標本について調査を行つた。 標本角の各月の測定値は

次の如くであ,l l)。

標 本 採 取 月 日 全 長 範 囲 平 均 全 長 平 均 体 重

4 1 .  3 . 1  4

″ 4 . 3 0

″ 5 . 3  1

″ 6 . 3 0

〟 7 . 3 1
〟 8 . 2 5

″ 9 . 3 0

″ 1 0 . 3 1

〟 1 1 . 3 0

〟 1 2 . 3 1

4 2 .  1. 3 0

″ 2 . 2 8
〟 3. 8

2 6  ̃ 3 2 m m
2 8  ̃ 3 6
3 3  ̃ 4 4
3 6  ̃ 5 9
5 7  ̃ 7 3
72 . 5 ̃ 8 0
7 4  ̃ 9 9 . 5
88 . 5 ̃ 9 9 . 5
9 1  ̃ 1 0 4
9 0  ̃ 1 0 7 . 2
9 8  ̃ 1 1 5 . 5
1 0 9  ̃ 1 l 1 . 0
1 l 2  ̃ 1 3 0 . 0

2 9. 5 m m

3 2. 5

3 9 . 9

4 7 . 3

6 5 . 2

7 6 . 6

8 5. 0

9 5 . 6

9 9. 2

1 0 5. 2

1 0 9 . 1

1 1 0. 0

1 2 4 . 0

n. 1  3 il
0 . 1  8

0 . 2 8

0 . 8 6

2 . 4 4

3 . 7 4

6 . 8 1

9 . 5

1 0 . 0

1 0 . 9

1 1 . 8

1 5 . 0

1 8 . 2

上表よ り t使tlli時までに全長でl 輔当初の約4 . 2倍、  体重の1  4 0 信 と なつていた。 藤の発生は
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西付後約8 o日目で生長線0̃ 3本が形成され、  稚角は3  3̃ 3 4 m m  (全長 )位で解が発現す

ることがわかる。天然湖沼に於ける角の生長、瞬の生長輪数は飼青したものと - 大いに相違する
ものと考えるが、  西別ll放流時点の生長輪救の平均は23.5本が形成されてい 7t。

8. サケ 1明'の不受精及び発生中の美常分割卵に関す4研究
人工採卵を実施する場合、 現在使用難角角のプナの形成状況を含む外見的表現形及び1能験的万

法によつて行つてい4。それ故、完全成熟角体と思つて標11l l lしても.tlll巣の一部に未熱卵がついて

い た り 、  又過熱卵が含まれている事がぁり、その結果受精した際、斯る性質1lll1lは後に不受精卵,

発生停止卵として表現されてい .6。 それ故にこれら不受構卵、 発生停止卵の現?を確め ,l:,f : :め予

備的に受精試験を行つf l:.。

1 )  即時標卵可能角を更? 日 間 ( 4̃ 6 日 ) 蓄 養 し 受精率を調べた清果、個 i本.によつて多

少相異あ るが 9 1 ̃ 9 8 %で、河照卵に破べ特に港い傾向が見られなかつた。唯使用角体

9llが・fi可時排卵しfl_か不明なので改良して実験を行う必要がぁる。
2 ) 9P巣,,/ )一部に未熱?Pが残つて い .1l::, ような角1の卵を半熟i;l l と呼ぶことにする。 数段階の半

熟11ll保有角から体鹿内に排 1lll lされたも,,/ )を受精した結果受精率は84̃ 9 8 % の範囲で 、
卵巣に未熱部の多い構、 受精率が低下するよ うで - これら体1座内えの排1llli後から受精まで

の経過時間がかなり問題になるのでなぃかと思われ4。

9. 河川湖沼,f )理化学的調査

(11 支易湖の物理 ・化学的性質

1 9 6 6 年 に :i,ける支場湖0水 温 ・ P H ・ 0 0 ・栄養塩等について本年は格別に特異な現オ

はないよ う に思われた。ただ例年更季 に 2 0  m以上の透明度が観測されるが本年は1 7 mにと

どまつた。 こ れは1i季,f )観組l1日が要l雨後で湖の商りに よ,ll::, ものと思われた。

深度(m1 水温他l P it g erL ) 0 2  l%1

546 842 5?2:6 8/12 546 8.,'j2 5イ6 8/j 2

0 ・1. 5 5 2 0 . 8 3 7 . 4 7 . 6 8 . 0 8 6 . 1  6 9 1 . 9 1 0 0 . 5

9 7 . 5

9 8 . 5

1 0 8 . 4

1 0 8 . 6

1 0 4 . 7

5 4 . 6 4 1 8 . 3 5 7 . 4 7 . 6 8 . 3 2 6 . 2 7

6 . 5 2

9 4 . 8

9 3 . 11 0 4 . 6 2 1 7 .0  0 1 7 .4 7 . 6 8. 1 7

1 5

2 0

4 . 5 3 9 . 1 9

8 . 3 3

7 . 4 7 . 7 8 . 2 8 ・

8 . 2 8

8 . 5 0 9 4 . l

9 3 . 84 . 4 3 7 .4 7 . 6 8 . 6 9

8 . 8 7

8 . 3 8

3 0

5 0

4 . 3 9 6 . 0 4

・i. 5 8

7 . 4

7 .4

7 . 5

7 . 4

8 . 2 9 9 3 . 9

9 3 . 6

9 3 . 3

9 4 . 3

9 0 . 3

4 . 2 7 8 . 2 8 9 5 . 4

7 5 4.1 4 4 . 2 6 7. 4

7 . 4

7.5

7 . 4

7 . 4

8 . 2 8

8 . 3 6

8 . 0 8

8 . 0 5

8 . 1 0

9 1 . 0

9 0 . 9

9 0 . 5

8 8 . 4

1 0 0 4. 0 7 4 . 0  0

2 0 0 3 . 8 2 3 . 7 7 7 . 4

7 . 4

8 . 1  0

3 0 0 3 . 7 0 7 . 9 4

3 5 0 3 . 7 5 3 . 7 2 7 . 4 7.3 7 . 9 5 7. ,a 7 8 8 . 5 8 3 . 2
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(2i さ け ・  ますそ上河川の物理・化学的l生.質

道内にi;'ける各種 .タイプのさけ ・ますそ上河川の物理 ・ 化学的性状を調査し 1l l・:。水質の詳細

は現在分析中でぁる。

① 知来半島にi,-けるルシヤ川・テツパンべツ川・羅日川の 111lll査

河 川 名 ル シ ヤ 川 テツパンべツ川 羅 日 川

細l 測 年 月  日 1 9 6 6-7-1 9 1 9 6 6-7-2 0 1 'l' 6 6-7- 2 3
気 温 oo 16 . 3 17 . 9

水 温 oc 1 3 . 7 14 .1 13 . 0

P H 7.2 6.9 7.2

R P H

「1 0 C 0 / L

7.1 7.3

6 . 4 9 6 .83

r, o ,,ll1 8 8 . 9 94.3

流 速 o % 1 2 . 0 1 3 . 0

@ 西別川( べニザケ回帰試験河川) 11llli査

観 測 地 点 虹 j l l  ifi 街 上 西 春 別 中 西 別

観 測 年 月 日 1 9 6 6-9-2 9 1 9 6 6-9- 2'l' 1 ' l 6 6-9- 2 8
時 刻 1 1 . 0 0 1 0 . 1 5 1 4 . 3 0

天 候 B c B c B 0

河 巾 m 6 7̃8 1 5

il'、. 温 oc 20.4 1 8 . 2 23.6

水 温 oC

P H

10 .8 9.7

7.4

12 .7

8.0 ' 7.3

D 0 o o/ L 7 . 7 4 7 . 4 8 6 .84

91 . 6l:1 0 % 9 9 . 4 93 .6

流 速om%s ,a g 0 9 1.0 4 2 . 0

水 色 透 明 透 明

底 質 砂 標 泥

註 1 ) 観測地点の上流で工事中にてセメント使用による排水のアルカリによると思われ

る o
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観 測  地 . 点 西 別 2 ) 西別標卵場 別 海 橋

観測年月日 1 9 6 6-9-2 8 1 9 6 6- 'l'-2 8 1 9 6 6- 'l'- 2 8
時 刻 1 0 . 2 0 1 3 . 1 0 1 1 . 3 0

B c天 候 B C 3 C

河 巾 m 2 3 3 0

2 3 . 0

1 3.‘,

2 5

気 温 °C 2 0 . 1 2 4 . 0

1 2 . 3水 温 uC 1 1 . 8

P H 7.1 7 . 1 7 . 0

D o oon 6 . 8 9 6 . 7 1 6 . 5 4

r1 o % 9 0 . 4 'l' 1 . 3 8 6 . 9

2 5

税 色

泥

流 速om% 6 9 8 0

水 色 褐 色 i島 色

底 質 ・ 砂 l -
2 ) 西別橋と国鉄鉄橋の中間地点

③ 斜里川および止別川(機紛 - ビー ト工場排水11l111入河川)調査
察l 里 川 ( 1 9 6 ,6- 7- 2 6 観 測 )
調 査 地 点 斜 里 橋 F 流 3 号 6 号

川 巾 約 1 oo 3 0 2 5

気 温 1 8 . 3

1 3 . 0

7.0

2 1. 1 2 2 . 8  '

水 温
1 2, 6 1 3 . 0

P H 7. 1 7.1

R P H 7 . 2 7 .2 7. 1l;

水生民虫個体数

定 量 正 1

″ .1t6 2
定 性

B i O t i c  i n d o“
8 2

2 0

8 9

2 2

1 6 4-

止別川( 1 9 6 6 - 7 - 2 6 観 測 )
調 査 地 点 水 上 橋 止 別 橋

川 巾 m 1 0

気 温°c 2 3 . 5 2 1. . 7

水 温oc 1 6 . 1

7 . 2

l 7 . 8

P . H 7 . 0

R P H 7 . 3 7 . 3

水生昆虫個体教

定 量

B i o t i o  i n d e x

3 2 (.. Jt51 ) 5 9 (? 2 )

1 6 ( 麻 1 ) 1 3 ( 1ft 2 )

3 0

1 5

調 査 地 点 川 上 札 性

3 0

札観川合流点

川 rtl m 3 0 3 0

気 温oC 2 2: 5 2 2 . 3 2 1 . 7

水 温°c 1 3. 4 1 5.2 1 4.0

P H 7. 0 7 . 2 7 .2

R P H 7. 2 7 . 3 7 . 3

水生.昆虫個体教

定量 J'統 1
1麻 2

1 4 ( l 1ll 、l

1 1 ( 9 )

a 3 ( 1 9 )

1 8 (  9 )

1 0 5 ( 5 8 )

5 2 ( 1 7 )

斜里川の底生動物相を構成しているものは tlil1lの幼生が大部分でぁる。 なかでも ヵグロウ ;およ

びトピケラ iilの占める割合が大きい6地点で調査がぉ-こなわれたが、下流部の3地点 (斜tlll摘、
3号、 6号 )は生物がほとんど生息しないか、 1らるぃは両tl l lが急になつているため水深も大さ<、

枠法による定量的標集は不可能であつた。

1 9 6 6 年 7 月 2 6 日 の 3 i強による生活型別の現存量は次表のようであ・'l) o

造 網 型

ll 倒 型

携 巣 型

:,癌 泳 型

堀 潜 型

合 計

8

3

6

一
o
，

6

2

5

5

4

l

7

3

1

2

1 0 3 8

1 3

1

1

l 0 5 3

3

2 0 9

1

2 1 0
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11 ::札a川合流点、 2 : 札観、 3 : 川上、 4 : 6号、 5 : 3一号、 6 :斜里橋
すなわち. 各地点共1前ia型が優占的である。定量標集を:l;こなわなかつた下流の2地点 ( 4 - 5 )
に:ぉぃても同様でぁる。 これは北極内渓流の夏季の特徴のように思われる。  水質の状態を知る

ためにこれらの材料を源として b  i o t i c i n d  e X を算出した o

地 点 1 2 3 4 5 6

b j o t i o  i n d e x、 5 8  l ' 1' 1 2  2 2  2 0  0
2 A 十 B  J

上表から斜里川r:i 清冽 ないしはやや  汚染 の階級に入る川でぁ ?::,。し:かしu&粉工場など

が操業する時期は、 これ以上に汚染されると想像され,i:)力? 休止期間が比較的長いので自然に浄

化されるのではないかと思われるo

止別川の底生動物相も斜里川のそれと同株に見虫の幼生で,らるが- 川自体が斜里川より小さぃ
ので見虫相,、 現存量ともに小さぃ。

1 9 6 6 年 フ 月 2 6 日 の 結 果 は 次 の よ う で ぁ・,11)o

.地 点

制 旬 型

携 巣 型

遊 泳 型

堀 港 型

合 計

1

3 4 3

1 6 7

5 1  0

2

2 8 8

7

8 8

4

3 8 7

3

8 7

3

9 0

1 : 水上橋、 2 : ,1ll ンヤ ソへツ、  3 : ポ ン ヤ ンべツ橋

すなわら、斜里川と美なり、造構型のトビケラ類が全<生息して :a ら ない。 b i O t i o  i n d e X

は次のよ うになる 。

地 点 1 2 3

b i o t i o  i n d e x } 1 6  1 4  1 5

2 A 十 B

水質階級は やや1li染 となり、斜里川よりは汚集されている。この調査をした時は工場の休

止期にあつたにもかかわらず、  川の水量が、小さぃために河中搬粉カスが残り、 3地点のごとき

は、 石の表面は普通でぁるのにその裏面お?よび底の砂は;il黒で硫化水素臭すら感じた。 すなわら、
日t年の操業の影響 ,が, 川の水量が、 小さぃために十分に自然浄化されないためでぁろうと考えら
れ る。

10. 支?湖にil・ける ヒ メマスの?査結果概要

(1) ヒ.メマス魚辞の調査

① 千歳市採捕調査

-1 6 6-

1 寸8分目、 2 5間刺網を使用し. 6̃ 8 1liの開漁期間に千歳市に委託して行つた漁獲説

査の結果得た漁獲尾投漁獲魚の年令組成、使用総反数及び尾数/反の結果は次の通りで、前

年よ 1l)もかなり漁鮮の密度が大き く 、 また年令組成では前年は5'年が主鮮であつた が、本年は

4年が主鮮でぁ ることが明らかになつfl1。

表 1  千議市採捕角の年令尾敏

年 次
使 用 総

反 数

年 令 別 尾 数 総 漁 獲

尾 数 %反3 4 5 6 7

本 f 照 4 1 ) 1 , 7 4 3 5 4. 0 4 0 1. 2 1  2 8 6 2 5 6.1 1 7

,a 5 , 3 6 8

3 2 . 2

2 0 . 0前'ill昭 4 0 ) 2 , 2 3 7 1 4 3 , 5 5 7 4 0 , 6 5 0 1 , 1 3 4 1 3

② 産卵角群に関する調査

A )  産卵魚191llの年令組成及び来遊9t量

本年の産卵魚群の来:遊状態は6 ̃ 8月の漁獲から予測される通り4年角が多く、捕獲尾
表ll も前年よりも多 く なつている。

表2 .  産卵親角の解別組成と捕獲尾教

年 次
性

別

測 定

尾 数

% 捕 獲

親 魚 数

年 令 別 描 獲 教

4 年 5 年 6 年 4 年 5 年 6 年

本 年

( 昭 4 1

1i 3 5 2 9 7 . 5 2 .0 0 . 5 9. g 0 4 9.6 5 6 1 9 8

3 2

5 0

6 2 0 0 9 9 . 7 0 . 3 1 0. 8 1 4 1 0.7 S 2

前 年

( 昭 a 0 :

1i 1 3 0 3 . 8 9 4 . 7 1 . 5 5 , 7 0  0 2 1 7 5、398

3 , 5 0 1

8 5

6 50 l 1 1 7 6 . 8 9. 1 . 5 1 . 7 3. 8 2 6 2 6 0

B )  親魚の魚体の生育状態

本年の親魚の年令別の魚体の大きさは次の通りで全般的に前年よりも幾分小形である。

表3 .  親魚の体長及び体重の分布

年

令

性

別

本 年 (  昭 4 1 ) 前 年 (  昭 4  0 )

被第体長(c  m) 体 重 l f ) 体 長 ( C m ) 体 重Cll)

4 年
9 21.6̃  24.7 1 5 0̃ 2 3 8 2 2 . 5̃25.9 1 6 7̃2 7 5

0 2 0 8̃  24.7 1 4 9̃ 2 4 2 23 .7̃ 2 5 . 5 2 l 8̃ 2 6 7

2 3 5̃3 1 2
5 年

率 25 . 3̃  27.0 2 6 0̃3 0 4 25 .0̃25.9

3 27.5 - 24 .4̃ 2 6 . 8 2 5 0̃3 2 0
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o ) 産卵親角の回遊調査

産卵親角の回遊状確を見るため9月1 7日一18日にポロピナイ沖で的獲し親魚の尾

略上葉切断による標識放流を実施したが親魚があまり集まらないために中止した。 実施

結果は次の通りでぁ,i:)。 尾数が少、ないため初期の目的は達せられなかつft:o

1藤 識 放 流 尾 数 採 捕 尾 数

中型角(  4 年 生 )

2 9

大型魚(  5-6 年 生 )
3

中型魚

1

大型魚

0

③ 昭 和 4 2 年 1 - 3与の標集動雄
1 - 3月に力・けて主として冬期間の:lまき、の分布を知 ・1l:)fて.めと 、 lHi和 4 2 年 度 の?獲予報の資
科を得るのを目的として行つf、_。その結果得た組成は次の表4の 1,iliり であ,i:,。 即 ら、本年の
漁獲魚は大体?で 4 1r、iila.が 6 0 %、1S で 7 0 % を 占 め 、 そ の 他 は 5 年ii、iで占められるでぁろ

ぅ と推定される 。 なお・ 、漁解中に昭和39年春の放流確魚、  1. 1 5 0.o o 0尾中1 o 0・00 0

尾に標識をほどこしたが今回2尾 4年角 . として再捕されている。 したがつて、本年の解禁時

期及び産卵時期の漁獲魚及び描獲角中から、 かな りの発見が?j待され ,1l::,。

表4.  昭 和 4 2 年 1̃ 3 1:iの試験標1lll1角.の年令組成

性

別

年 令 別 採 描 尾 数 %

4 年 5 年 計 4 年 5 年 計

1 0 0. 0

1 0 0. 0

9

1l1

7 9

6 6

5 1

3 0

1 3 0

9 6

6 l1l. 8

6 8. 8

3 9. 2

3 1. 2

④ ギンケ降河角の融3査

本年 1i千歳川にギ ソケ標集用の網が設置されなかつたが 、  滝の上 )取水口で : 0降下現象の

開き込みでは、最初に降下が観察されたのは6月 1 4 日 頃 で 1 目 当 り 1 0  o尾内外の程度で

7月初旬まで和liいた模様であつた。即ら降河尾教は少な < 、大体 1 o o o ̃ 2 o o o 尾程度

と推定される。

降下itl の組成は6 t i 1 7日の採集点では、体長2 o cm、 体 重 1 0  o 1l「 内外の4年角が全て

であつた が 、 6 月 2 2̃ 2 4 日の標集では体長 1 2 . 5̃ 1 4 . 3 cm、 体重 2 1̃ 4 1 1ll の 3 年

角 と なつてい 7t。 この様lてより老令魚が最初に降河する現象は例年普通の現象でぁ ,o 。  尚本

年は春先の?プラン クトンの発生が不良で3年角一r主として大 1鐵降下河の危険性が強い年で
らつ,tが、本年の 3年角は 1 - 2年の生長が不良の小型魚群でぁ るた1〇、 春の ?プラ ン ク ト
ンの発生が不良であつ -r1;にもかかわらず、  春に入つてからの相対生長量はそれ程不良ではな
い。即ら.腦相では第2休止帯が完成され鱗端までに若干の生長帯の形成力報、められ、 3 年 角

の大量降河の年の様に藤端が lli11 2体止帶で終つていない。 こv )事から、  3年魚の降河現象に

にt 3年目春の相対生長量の状態が重要な要因になつている こ とが明らかに された o

-1 6 8-

( 2、 解料生物条件
本年度(昭和41年 )の領料甲殻類プラトンの発生は夏の主要和l科生物である糖脚類Ao a n

t n o d  i a P t  o rna s は前年より幾分良好な状態でぁ つた -力、、 ltk̃ 春の主理料生物-でぁり、
特に稚角の生き残りに大きな影響を持つ枝角額Da P h n i a の春̃夏の発生量は僅少で最近1 o

l1ll-間の中で最低値を示した。 このことから本年度春浮上の推角群の生き残りは不良であり、 し
1lt.がつてこれらの?t角が成角.として漁獲'f )対象にな り、 1ll f l:産卵現象となるのであろ う 昭和

4 4 年 度 ,',〇 a年角及びH?相 4 5 年度の 5年角が不漁 となる ことが予測された 。 ( 別図参考 )
l3) クッ 1ラ湖のヒメマス調査

支易湖のヒ メ マ スと比較研究を行うため、本1.F も引き続き虎校浜漁l最,組 v )協力を得てクツ タ
ラ湖 ') ヒメマスの調査を行つたが春の定置網漁獲角の年令組成及び年令別の角体の大ささは次
の通りで本年は5年が 最 も多 く 、 4 年がそれに次いでいるこ とが判明した。角.l体はこの1 - 2
'liの生長の悪化のため支加]に比較してかなり小型である。 なお-本湖の田プランクトンの発生
状況、;L- この1̃ 2年間序々に悪化して来て居り施月醜]果の実験の場としては好適な条件にな
つて来ている。 表 5 .  6 月 1 4 日̃ 1 5 目の測定結果

年 令 尾 数 体 長 ( o a )

1 0 . 8̃ 1 2 . 6

体 重l9l )

3

4

2 0 1 0̃ 2 2

1i 0

9 2

1 2 . 7̃ 1 5 . 0  ' 2 5̃ 3 5

5

6

1 3 . 8̃ 1 6 . 4 3 0̃ 5 4

7 1 5 . 3̃ 1 7 . 5 4 8̃ 5 5

1 6 9-



-1 7 0-

S l 6  資 料 の 刊 行

〇 1 9 6  6 ff度(昭和41年度)の北海道沿岸河川域えのアキサケの来游予報、並びに1 9 6 5

年 度 ( 昭 和 4  0年度 )の来游状況につい て

〇 さ け、 、tす降河稚魚の保護に関する資料

〇 角 と 卵

〇 ふ化場研究報告

1 1 7̃ 1 2 3

2 0 号

1 7 1

昭 和 4 1 年  8 月 ,

昭 和 4 1 年 1 2 月

昭 和 4  1 年 4̃ lla和 4  2 年 3 月

昭 和 4 1 年 1 2 月


